
記
紀
の
所
伝
成
立
を
め
ぐ
る
相
関

神
代
紀
第
五
段
、
六
段
か
ら
古
事
記
へ

榎

本

福

寿

一
、
は
じ
め
に
、
旧
稿
を
踏
ま
え
て

二
、﹇
本
伝
﹈
の
素
戔
嗚
尊
、
そ
の
災
異
モ
デ
ル

三
、﹇
書
六
﹈
の
素
戔
嗚
尊
、「
恚
恨
」
と
「
従

母
」

四
、「
泣
」
を
め
ぐ
る
「
本
伝
」
と
「
書
六
」
の
相
違

五
、
第
六
段
﹇
本
伝
﹈
の
「
父
母
」

六
、
天
照
大
神
の
嫌
疑
の
内
実

七
、
天
照
大
神
を
め
ぐ
る
所
伝
の
引
き
継
ぎ

八
、「
父
母
」
の
厳
勅
と
素
戔
嗚
尊

九
、
素
戔
嗚
尊
の
弁
明

十
、「
誓
約
」
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
と
そ
の
問
題

十
一
、﹇
本
伝
﹈
の
「
誓
約
」
の
実
態

十
二
、
一
書
の
「
誓
約
」
の
特
徴
、
日
神
の
先
食

十
三
、
同
前
、
素
戔
嗚
尊
の
勝
、
子
の
処
遇

十
四
、
一
書
を
引
き
継
ぐ
古
事
記
、
そ
の
徴
証

十
五
、
承
前
、
古
事
記
の
手
法

十
六
、
ま
と
め
、
古
事
記
所
伝
の
成
り
立
ち

本
稿
は
、
日
本
書
紀
と
古
事
記
が
共
に
つ
た
え
る
神
話
を
採

り
あ
げ
る
。
日
本
書
紀
の
神
代
巻
第
五
段
か
ら
第
六
段
に
か
け

て
は
、
所
伝
が
大
き
く
転
変
す
る
。
第
五
段
は
本
伝
に
日
神
、

一
書
に
天
照
大
神
を
登
場
さ
せ
る
が
、
第
六
段
に
な
る
と
、
天

照
大
神
を
本
伝
に
、
ま
た
日
神
を
一
書
に
つ
た
え
る
と
い
う
よ

う
に
逆
転
す
る
。
そ
う
し
た
転
変
の
実
態
を
、
所
伝
の
読
解
を

通
し
て
究
明
す
る
こ
と
が
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
転
変
に
は
、
本
伝
と
一
書
と
の
関
係
が
不
可
分
に
か
か

わ
る
。
本
伝
を
も
と
に
一
書
が
成
る
と
い
う
筆
者
の
従
来
の
見

解
を
、
該
当
所
伝
の
実
証
的
な
比
較
研
究
に
よ
り
可
能
な
限
り

精
細
に
検
証
す
る
。
こ
れ
が
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
踏
ま
え
、
神
代
巻
を

古
事
記
が
引
き
継
ぐ
そ
の
具
体
的
な
筋
道
を
、
本
伝
と
一
書
の

各
所
伝
に
わ
た
り
古
事
記
の
所
伝
と
つ
き
合
わ
せ
な
が
ら
探
り
、

古
事
記
の
成
り
立
ち
の
実
態
に
迫
る
こ
と
、
こ
れ
が
第
三
の
課

題
で
あ
る
。
そ
し
て
ど
の
課
題
に
も
、
文
献
学
的
研
究
や
構
造

分
析
な
ど
を
方
法
と
し
て
取
り
組
む
一
つ
の
実
践
と
し
て
、
本

稿
は
努
め
て
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
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一
、
は
じ
め
に
、
旧
稿
を
踏
ま
え
て

本
稿
は
、
直
接
的
に
は
二
つ
の
旧
稿
を
引
き
継
ぐ
。
日
本
書
紀
巻

第
一
、
い
わ
ゆ
る
神
代
巻
の
第
五
段
と
第
六
段
の
神
話
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
観
点
か
ら
別
途
稿
を
成
し
た
そ
の
旧
稿
の
一
つ
が
、

第
六
段
の
「
う
け
ひ
」
を
中
心
に
所
伝
の
成
り
た
ち
に
検
討
を
加
え

た
旧
稿
Ａ
（「『
う
け
ひ
』
を
論
じ
て
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
六
段

の
所
伝
の
な
り
た
ち
に
及
ぶ
」『
京
都
語
文
』
第
七
号
。
二
〇
〇
一

年
五
月
）、
も
う
一
つ
は
第
五
段
の
「
根
国
」
を
め
ぐ
る
所
伝
間
の

異
な
り
と
そ
の
関
係
を
分
析
し
た
旧
稿
Ｂ
（「『
根
国
』
の
展
開

日
本
書
紀
神
代
上
第
五
段
﹇
本
伝
﹈
と
各
一
書
、
及
び
古
事
記
と
の

相
関

」『
古
事
記
論
集
』
古
事
記
学
会
編
。
平
成
十
五
年
五
月
。

お
う
ふ
う
）
で
あ
る
。
対
象
と
し
た
段
も
、
ま
た
そ
の
段
の
主
題
や

主
要
課
題
な
ど
も
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
伝
の
成
り
た
ち
に
論
点

を
狭
く
限
定
し
た
関
係
上
、
た
が
い
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
論
が

及
ん
で
い
な
い
。
二
つ
の
旧
稿
が
積
み
残
し
た
そ
の
か
か
わ
り
が
、

所
伝
の
展
開
上
で
は
、
た
と
え
ば
「
故
其
父
母
二
神
勅

素
戔
嗚
尊

（
中
略
）
遂
逐
之
」（
第
五
段
﹇
本
伝
﹈）
を
承
け
て
「
但
父
母
已
有

厳
勅
、
将

永
就

乎
根
国
。」（
第
六
段
﹇
本
伝
﹈
の
素
戔
嗚
尊
の

言
）
が
位
置
し
、
こ
の
「
父
母
」
を
め
ぐ
る
応
酬
が
「
誓
約
」
に
発

展
す
る
と
お
り
二
つ
の
段
を
貫
く
主
題
に
も
関
連
す
る
事
実
は
、
も

と
よ
り
等
閑
に
は
で
き
な
い
。

そ
の
一
方
、
こ
の
第
五
段
か
ら
第
六
段
へ
展
開
す
る
な
か
で
は
、

﹇
本
伝
﹈
と
一
書
と
の
つ
た
え
る
所
伝
の
内
容
が
著
し
い
転
換
を
遂

げ
る
。
す
で
に
旧
稿
Ｃ
（「
日
本
書
紀
の
冒
頭
神
話
の
成
り
た
ち
と

そ
の
論
理
」『
記
紀
・
風
土
記
論
究
』
菅
野
雅
雄
博
士
喜
寿
記
念
論

集
刊
行
会
編
。
平
成
二
十
一
年
三
月
。
お
う
ふ
う
）
に
指
摘
し
た
と

お
り
神
代
紀
冒
頭
の
天
地
神
創
成
を
め
ぐ
る
神
話
が
基
本
原
理
と
す

る
「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
基
づ
く
第
五
段
﹇
本
伝
﹈（
及
び
﹇
書
一
﹈

〜﹇
書
五
﹈）
と
、
こ
の
ほ
か
の
一
書
（﹇
書
六
﹈
〜﹇
書
十
一
﹈）
と

の
関
係
が
第
六
段
に
至
っ
て
逆
転
す
る
。
旧
稿
Ｃ
に
は
、
そ
の
逆
転

を
象
徴
的
に
つ
た
え
る
例
と
し
て
日
神
と
天
照
大
神
、
そ
の
統
治
領

域
の
高
天
原
と
天
上
（
天
原
）
と
を
そ
れ
ぞ
れ
採
り
あ
げ
て
簡
略
な

表
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
便
宜
そ
れ
を
次
に
示
す
。

﹇
本
伝
﹈

（
一
書
）

日
神

天
照
大
神

第
五
段

⎩⎨⎧

⎩⎨⎧

天
上

高
天
原

天
照
大
神

日
神

第
六
段

⎩⎨⎧

⎩⎨⎧

高
天
原

天
原

右
の
図
表
中
の
一
書
は
、
第
五
段
が
﹇
書
六
﹈
〜﹇
書
十
一
﹈、
第
六

段
が
﹇
書
一
﹈﹇
書
三
﹈
を
そ
れ
ぞ
れ
表
す
。
第
五
段
と
第
六
段
と

の
関
係
が
逆
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
五
段
で
は
一
書
に
つ
た
え
て

い
た
天
照
大
神
や
高
天
原
が
、
第
六
段
に
至
っ
て
は
﹇
本
伝
﹈
に
位
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置
を
占
め
る
。
逆
に
、
日
神
と
天
上
が
第
六
段
で
は
一
書
に
移
る
。

旧
稿
Ｃ
は
、
こ
の
逆
転
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

な
ぜ
そ
れ
が
生
起
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
も
つ
意
味
な
ど
の
肝

腎
な
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
さ
き
に
も
採

り
あ
げ
た
と
お
り
「
父
母
」
の
「
勅
」
が
第
五
段
と
第
六
段
と
を
分

か
ち
が
た
く
つ
な
い
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
逆
転
し
な
が

ら
つ
な
が
る
そ
の
あ
り
か
た
、
そ
し
て
そ
こ
に
自
ら
か
か
わ
る
本
伝

と
一
書
と
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
に
本
稿
は
ま
ず
は
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
す
で
に
旧
稿
の
う
ち
の
特
に
旧
稿
Ｂ
に
関
係
の
全
体
像

を
示
し
て
も
い
る
が
、
対
象
と
す
る
第
五
段
を
踏
ま
え
て
古
事
記
は

成
り
た
つ
。
神
代
紀
か
ら
古
事
記
が
展
開
す
る
そ
の
筋
道
を
、
旧
稿

で
は
十
分
論
じ
き
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
所
伝
の
内
容

そ
の
も
の
に
そ
く
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
次
に
め
ざ
す
課
題
で
あ
る
。

旧
稿
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
に
本
稿
を
支
え
か
つ
先
導
す
る
が
、
そ

れ
ら
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
右
に
挙
げ
た
問
題
や
課
題
へ
の
取
り
組

み
じ
た
い
に
本
稿
は
力
点
を
置
く
。
主
眼
は
、
あ
く
ま
で
記
紀
双
方

の
所
伝
の
読
み
で
あ
る
。

二
、﹇
本
伝
﹈
の
素
戔
嗚
尊
、
そ
の
災
異
モ
デ
ル

と
こ
ろ
で
、
神
代
紀
の
冒
頭
か
ら
第
五
段
に
い
た
る
ま
で
は
、
前

に
も
指
摘
し
た
「
尊
卑
先
後
之
序
」
の
あ
ら
わ
れ
が
著
し
い
。
詳
細

は
旧
稿
に
譲
る
と
し
て
、
以
下
の
論
の
前
提
と
も
な
る
の
で
、
ま
ず

は
そ
の
あ
ら
ま
し
を
具
体
例
に
そ
く
し
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
神
代
紀
の
冒
頭
、
第
一
段
の
例
が
「
天
先○
成
而
地
後○
定
」
で
あ

る
。
次
に
、
神
の
実
質
的
な
活
動
の
始
ま
り
を
伝
え
る
第
四
段
で
は
、

伊

諾
尊
・
伊

尊
に
よ
る
国
生
み
に
先
立
つ
二
神
の
唱
和
を
め

ぐ
っ
て
、

時
、
陰
神
先○

唱
曰
「
憙
哉
、
遇

可
美
少
男

焉
。」
陽
神
不

悦

曰「
吾
是
男
子
。
理
当

先○

唱
。
如
何
婦
人
反
先○

言
乎
。
事
既
不

祥
。」

男
の
先
唱
、
女
の
後
和
の
次
序
が
「
理
」
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
い
う
。
こ
の
国
生
み
の
あ
と
、
第
五
段
が
つ
た
え
る
日
神
以
下

の
神
生
み
も
ま
た
、
こ
の
次
序
に
よ
る
。
そ
れ
に
言
及
し
た
旧
稿
Ｄ

（

神
神
の
生
成
を
め
ぐ
る
記
紀
の
神
話
と
そ
の
成
り
た
ち
の
原
理
」

『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
二
巻
第
十
一
号
。
平
成
二
十
三
年
十
一

月
）
の
一
節
を
次
に
示
す
。

日
神

光
華
明
彩
、
照

徹
於
六
合
之
内

）

送
天

尊
・
先

月
神

其
光
彩
亜

日
）

蛭
児

雖

已
三
歳
、

脚
猶
不

立

）

放
棄

卑
・
後

素
戔
嗚
尊

有

勇
悍
以
安
忍

且

常
以

哭
泣

為

行

）
放
逐
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日
神
・
月
神
が
右
の
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
属
性
を
も
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
「
自
当

早
送

于
天

而
授
以

天
上
之
事

」「
可

以
配

日
而
治

」
と
い
う
処
遇
を
受
け
る
。
こ
れ
と
は
ま
さ
に
対
照

的
に
、
後
の
蛭
児
に
な
る
と
一
転
し
て
障
害
を
も
つ
児
と
し
て

誕
生
す
る
。
最
後
の
素
戔
嗚
尊
に
至
っ
て
は
、
凶
悪
残
忍
で
哭

泣
を
な
す
そ
の
行
為
が
「
令

国
内
人
民
多
以
夭
折
、
復
使

青

山
変
枯
。」
と
い
う
惨
憺
た
る
結
果
を
招
来
す
る
。
見
か
ね
た

両
親
は
「
汝
甚
無
道
、
不

可

以
君

臨
宇
宙
。」
と
宣
告
し
、

つ
い
に
は
素
戔
嗚
尊
を
根
国
に
放
逐
す
る
。
右
に
述
べ
た
四
子

の
下
辺
に
示
し
た
と
お
り
、
神
代
紀
の
冒
頭
に
始
ま
る
「
尊
卑

先
後
之
序
」
の
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
「
尊
」「
先
」
と
「
卑
」「
後
」

に
そ
く
し
た
対
比
的
・
対
照
的
な
対
立
を
も
と
に
い
ず
れ
も
成

り
た
つ
は
ず
で
あ
る
。

第
五
段
ま
で
の
各
段
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
を
異

に
す
る
け
れ
ど
も
、
原
理
と
し
て
「
尊
卑
先
後
之
序
」
が
全
体
を
貫

い
て
い
る
。
所
伝
が
こ
の
原
理
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
成
り
た
っ
て
い
る

こ
と
も
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
右
に
挙
げ
た
ど
の
例
も
﹇
本
伝
﹈
の
一
節
だ
か
ら
、

厳
密
に
は
一
書
を
除
く
と
い
う
限
定
を
伴
う
が
、
各
段
を
構
成
す
る

基
本
と
も
い
う
べ
き
﹇
本
伝
﹈
の
全
て
を
通
し
て
、
か
の
原
理
が
所

伝
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
も
そ
も
神
生
み
を
、

「
伊

諾
尊
・
伊

尊
立

於
天
浮
橋
之
上

共
計
曰
（
中
略
）。

於

是
降

居
彼
島
（
オ
ノ
ゴ
ロ
島
）、
因
欲

共
為

夫
婦
、
産

生
洲

国
。」（
第
四
段
﹇
本
伝
﹈）
と
い
う
国
生
み
の
延
長
上
に
連
続
さ
せ

て
い
る
上
に
、
日
神
以
下
の
神
生
み
に
し
て
も
、
実
際
に
「
既
而
伊

諾
尊
・
伊

尊
共
議
曰
、
吾
已
生

大
洲
国
及
山
川
草
木
。
何

不

生

天
下
之
主
者

。
於

是
共
生

日
神
。」
と
い
う
よ
う
に
国

生
み
と
基
本
的
に
同
様
の
か
た
ち
を
と
る
。
父
母
が
共
に
は
か
っ
て

ま
ず
は
国
を
、
次
い
で
神
を
生
む
こ
と
じ
た
い
、
前
述
の
と
お
り

「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
以
上
、
生
ま
れ
た
当
の

子
に
そ
の
原
理
が
は
た
ら
か
な
い
は
ず
は
な
い
。

右
に
掲
出
し
た
旧
稿
の
一
節
の
図
式
中
に
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
属
性

が
、
す
な
わ
ち
そ
の
原
理
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
属
性
は
、
共
に
そ

れ
ぞ
れ
が
生
得
の
も
の
と
す
る
。
そ
の
属
性
を
も
つ
い
ず
れ
の
神
も
、

葦
原
中
国
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、「
送
天
」「
放
棄
」「
放
逐
」
な
ど

の
処
遇
を
う
け
る
。
こ
の
な
か
で
は
、
日
神
と
素
戔
嗚
尊
と
の
そ
れ

ぞ
れ
尊
、
卑
を
代
表
す
る
属
性
に
即
し
て
、
日
神
の
「
霊
異
」
と
素

戔
嗚
尊
の
「
無
道
」
と
を
対
蹠
的
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
さ
ら
に
委
細
に
見
れ
ば
、
対
応
さ
せ
た
な
か
に
も
、

そ
の
表
現
上
で
は
、
素
戔
嗚
尊
の
ほ
う
に
確
実
に
重
点
を
置
く
。

日
神此

子
、

Ａ
）

光
華
明
彩
、

Ｂ
）

照

徹
於
六
合
之
内
。

素
戔
嗚
尊

此

神
、

Ａ
）

有

勇
悍
以
安
忍
、
且
常
以

哭
泣

為

行
。

故
、
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Ｂ
）

令

国
内
人
民
多
以
夭
折
、
復
使

青
山
変
枯
。

念
の
た
め
若
干
言
い
添
え
れ
ば
、
日
神
に
つ
い
て
は
外
面
の
描
写
に

と
ど
ま
る
。
こ
れ
と
は
大
き
く
異
な
り
、
素
戔
嗚
尊
を
め
ぐ
っ
て
は
、

Ａ
）が
「
且
」
に
よ
り
内
面
の
心
理
と
外
面
の
行
為
と
を
重
ね
て
い

る
上
に
、
そ
の
結
果
を
表
す

Ｂ
）で
も
、「
復
」
に
よ
り
人
事
と
自

然
を
対
比
的
に
重
ね
て
表
現
し
て
も
い
る
。﹇
書
六
﹈
に
至
っ
て
は
、

素
戔
嗚
尊
以
外
に
は
、
ど
の
神
も
勅
任
に
よ
る
処
遇
を
つ
た
え
る
だ

け
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
あ
い
ま
っ
て

そ
も
そ
も
こ
の
第
五
段
で
は
素
戔
嗚
尊
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と

を
、

Ａ
）
Ｂ
）に
よ
る
表
現
の
構
成
じ
た
い
が
如
実
に
示
す
。

な
お
ま
た
そ
の
素
戔
嗚
尊
の
行
為
に
関
連
し
た
表
現
に
お
い
て
も
、

﹇
書
六
﹈
に
は
右
に
引
用
し
た
な
か
の

Ａ
）に
当
た
る
「
常
以
啼
泣

恚
恨
」
と
い
う
一
節
し
か
な
く
、

Ｂ
）に
相
当
す
る
表
現
を
欠
く
。

第
五
段
を
通
し
て
、
そ
れ
だ
け

Ｂ
）は
独
自
な
の
だ
が
、
旧
稿
Ｂ
で

は
、「
根
国
」
に
論
を
限
定
し
た
関
係
上
、
そ
の
前
半
の
「
令

国
内

人
民
多
以
夭
折

」
に
そ
く
し
て
「
疫
鬼
が
疫
病
を
発
さ
せ
る
こ
と

に
、
恐
ら
く
そ
れ
は
通
じ
る
で
あ
ろ
う
。」（

頁
）
と
指
摘
す
る
に

と
ど
ま
る
。
崇
神
天
皇
五
年
条
に
「
国
内
多

疫
疾
。
民
有

死
亡
者
、

且

大
半

矣
。」
と
つ
た
え
る
大
物
主
神
に
よ
る
祟
り
に
通
じ
る
こ

と
が
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
「
使

青

山
変
枯

」
に
も
か
か
わ
る
。

そ
こ
で
改
め
て

Ｂ
）を
中
心
に
そ
の
内
実
を
探
っ
て
み
る
に
、
ま

ず
「
青
山
変
枯
」
に
つ
い
て
は
、
楚
辞
（
天
問
）
の
「

焉
畢

日
、

烏
焉
解

羽
」
の
王
逸
注
に
「
淮
南
言
、
堯
時
、
十
日
並
出
、
草
木

焦
枯
。
堯
命

仰
射

十
日
、
中

其
九
。
日
中
九
烏
皆
死
、

其

羽
翼
。
故
留

其
一
日

也
。」
と
あ
り
、
現
に
淮
南
子
（
本
経
訓
）

が
「
逮

至

堯
之
時
、
十
日
並
出
、
焦

禾
稼
、
殺

草
木

而
民
無

所

食
。」
と
つ
た
え
る
旱
魃
に
通
じ
る
上
に
、
魃
を
説
文
が
「
魃
、

旱
鬼
也
」
と
説
い
て
「
詩
曰
、
旱
魃
為

虐
」
と
詩
経
（
大
雅
「
雲

漢
」）
の
一
句
を
引
く
と
お
り
、
魃
と
は
ひ
で
り
を
ひ
き
起
す
鬼
を

い
う
。
こ
の
魃
を
め
ぐ
っ
て
、
山
海
経
（
大
荒
北
経
）
が
次
の
説
話

を
つ
た
え
る
。

有

人
、
衣

青
衣
。
名
曰

黄
帝
女
魃
。

尤
作

兵
伐

黄
帝
。

黄
帝
乃
令

応
龍
攻

之
冀
州
之
野
。
応
龍
畜

水
、

尤
請

風

伯
雨
師
、
縦

大
風
雨
。
黄
帝
乃
下

天
女
曰

魃
。
雨
止
、
遂

殺

尤
。
魃
不

得

復
上
。
所

居
不

雨
。

黄
帝
が
ひ
で
り
の
天
女
「
魃
」
を
天
か
ら
下
し
、

尤
の
要
請
し
た

風
や
雨
の
神
の
は
た
ら
き
を
抑
止
さ
せ
て

尤
を
殺
し
た
が
、
魃
は

再
び
天
に
は
上
が
れ
ず
、
そ
の
居
所
に
は
雨
が
降
ら
な
い
と
い
う
。

ひ
で
り
は
、
こ
の
「
女
魃
」
の
し
わ
ざ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
文

選
（
巻
三
「
東
京
賦
」）
で
も
、
年
の
暮
れ
の
追

を
記
述
し
た
一

段
の
な
か
に
「
女
魃
」
に
言
及
す
る
。
追

の
対
象
と
し
て
列
記
す

る
い
わ
ば
災
厄
を
も
た
ら
す
鬼
物
の
扱
い
だ
が
、
す
で
に
旧
稿
Ｂ
に

も
採
り
あ
げ
た
一
節
と
そ
れ
が
あ
い
前
後
し
て
位
置
す
る
点
は
と
り
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わ
け
注
目
に
あ
た
い
す
る
。

爾
乃
卒
歳
大

、
殴

除
群
厲
。（
中
略
）
煌
火
馳
而
星
流
、
逐

赤
疫
於
四
裔
。（
中
略
）
囚

耕
父
於
清

、
溺

女
魃
於
神

。

（
中
略
）
京
室
密
清
、

有

不

。
於

是
、
陰
陽
交
和
、

庶
物
時
育
。

追

関
連
の
一
段
の
最
後
に
、
京
中
が
す
っ
か
り
清
め
ら
れ
て
「
不

」（
悪
事
）
が
一
掃
さ
れ
た
と
結
ん
だ
上
で
、
太
平
の
時
節
到
来

に
続
い
て
行
う
天
子
の
巡
幸
へ
と
記
述
が
展
開
す
る
。

こ
う
し
て
追

を
め
ぐ
っ
て
相
関
す
る
「
赤
疫
」
と
「
女
魃
」
と

の
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
し
わ
ざ
の
疫
疾
と
旱
魃
と
が
、
さ
き
の

Ｂ
）の

「
国
内
人
民
多
以
夭
折
」
と
「
青
山
変
枯
」
と
に
確
実
に
対
応
す
る
。

偶
然
で
は
な
く
、
疫
疾
と
旱
魃
と
を
、
葦
原
中
国
の
存
立
に
か
か
わ

る
重
大
な
危
機
を
も
た
ら
す
災
害
と
し
て
選
び
と
っ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
を
「
固
当

遠○

適

之
根
国

」
と
い
う

遠
く
根
国
へ
放
逐
す
る
と
い
う
筋
書
き
を
基
に
、
国
の
存
立
に
重
大

な
危
害
を
与
え
る
疫
疾
と
旱
魃
に
そ
く
し
て
、
そ
れ
を
も
た
ら
す

「
赤
疫
」
と
「
女
魃
」
と
を
モ
デ
ル
に
素
戔
嗚
尊
を
め
ぐ
る
か
の

Ｂ
）の
記
述
を
な
り
た
た
せ
た
に
違
い
な
い
。

三
、﹇
書
六
﹈
の
素
戔
嗚
尊
、「
恚
恨
」
と
「
従

母
」

こ
の
﹇
本
伝
﹈
と
は
、
天
照
大
神
を
立
て
る
﹇
書
六
﹈
は
大
き
く

異
な
る
。
そ
も
そ
も
そ
の
誕
生
の
は
じ
め
か
ら
、「
尊
卑
先
後
之
序
」

を
拠
り
ど
こ
ろ
に
す
る
か
た
ち
を
と
ら
な
い
。
国
生
み
に
続
く
神
生

み
の
は
て
の
火
神
出
産
に
よ
り
化
去
し
た
伊

尊
を
追
っ
て
黄
泉

に
入
っ
た
伊

諾
尊
は
、
変
わ
り
は
て
た
妻
の
醜
悪
な
姿
を
見
て
黄

泉
か
ら
逃
げ
還
り
、
汚
穢
を
滌
い
で
左
右
の
目
や
鼻
を
洗
う
な
か
に

三
子
を
化
生
す
る
。
天
照
大
神
を
含
む
三
子
に
、
属
性
な
ど
に
関
す

る
記
述
が
一
切
な
い
。
所
伝
は
、
次
の
よ
う
に
む
し
ろ
処
遇
に
力
点

を
置
き
、
な
か
ん
ず
く
素
戔
嗚
尊
に
焦
点
を
当
て
る
。
便
宜
、
段
落

分
け
を
施
す
。

已
而
伊

諾
尊
勅

任
三
子

曰
「
天
照
大
神
者
、
可

以
治

高
天
原

也
。
月
読
尊
者
、
可

以
治

滄
海
原
潮
之
八
百
重

也
。

素
戔
嗚
尊
者
、
可

以
治

天
下

也
。」（
以
上
、
Ａ
）

是
時
、
素
戔
嗚
尊
、
年
已
長
矣
。
復
生

八
握
鬚
髯
。
雖

然
、

不

治

天
下
、
常
以
啼
泣
恚
恨
。（
以
上
、
Ｂ
）

故
、
伊

諾
尊
問
之
曰
「
汝
何
故
恒
啼
如

此
耶
。」
対
曰

「
吾
欲

従

母
於
根
国
、
只
為
泣
耳
。」
伊

諾
尊
悪
之
曰
「
可

以
任

情
行

矣
。」
乃
逐
之
。（
以
上
、
Ｃ
）

Ａ
）に
「
勅

任
三
子

」
と
い
う
限
り
、
子
の
扱
い
は
表
向
き
同
等

で
あ
る
。
違
い
は
、
三
子
に
割
り
当
て
た
分
治
の
対
象
領
域
以
外
に

は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
天
照
大
神
に
割
り
当
て
た
「
高
天
原
」

に
対
し
て
、
素
戔
嗚
尊
の
「
天
下
」
は
違
い
が
大
き
す
ぎ
る
。
こ
の

は
る
か
後
で
さ
え
、
高
皇
産
霊
尊
が
皇
孫
を
葦
原
中
国
の
主
と
す
る

に
当
た
り
、「
彼
地
（
葦
原
中
国
）
多
有

蛍
火
光
神
及
蠅
声
邪
神
。
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復
有

草
木
咸
能
言
語
。」
と
い
う
有
様
を
憂
慮
し
て
平
定
を
命
じ
た

ほ
ど
だ
か
ら
、
い
か
に
勅
任
と
は
い
え
、
素
戔
嗚
尊
に
と
っ
て
分
治

は
承
服
し
が
た
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

果
た
し
て
そ
れ
が
実
際
に
か
た
ち
を
と
っ
た
あ
ら
わ
れ
を
、
続
く

Ｂ
）が
表
す
。
長
じ
て
八
握
鬚
髯
を
生
や
す
ま
で
に
な
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
勅
任
に
背
い
て
「
常
以
啼
泣
恚
恨
」
と
い
う
状
態

を
続
け
る
。
と
り
わ
け
「
恚
恨
」
の
語
は
注
目
に
値
す
る
。
日
本
書

紀
全
体
で
も
わ
ず
か
に
二
例
し
か
な
く
、
し
か
も

Ｂ
）以
外
の
も
う

一
例
を
次
の
よ
う
に
神
代
紀
第
七
段
﹇
書
二
﹈
が
つ
た
え
て
い
る
。

雖

然
、
日
神
恩
親
之
意
、

甲
）

不

不

恨
。
皆
以

平
心

容
焉
。

及

至

日
神
当

新
嘗

之
時
、
素
戔
嗚
尊
則
於

新
宮
御
席
之

下
、
陰
自
送

糞
。
日
神
不

知
、
巠
坐

席
上
。
由

是
、
日
神

挙

体
不

平
。
故
以

乙
）

恚
恨
。
廼
居

于
天
石
窟
、
閉

其
磐
戸
。

日
神
に
対
し
て
加
え
た
「
凡
此
諸
事
、
尽
是
無
状
。」
と
い
う
乱
暴

狼
藉
を
、
一
度
は

甲
）の
よ
う
に
う
け
流
す
が
、
新
嘗
の
儀
礼
に
際

し
て
素
戔
嗚
尊
の
「
送
糞
」
し
た
席
に
坐
し
た
こ
と
に
よ
り
「
挙
体

不
平
」
に
陥
り
、

乙
）の
「
恚
恨
」
の
あ
ま
り
天
石
窟
に
隠
れ
る
に

い
た
る
。
素
戔
嗚
尊
に
「
恩
親
之
意
」
を
た
も
っ
て
い
た

甲
）と
、

そ
れ
を
無
く
し
た

乙
）と
を
対
比
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
組
み
合
わ
せ
も
、
も
と
を
質
せ
ば
「
恚
恨
」
と
い
う
こ
の
語

の
構
成
に
恐
ら
く
は
因
む
。
た
と
え
ば
史
記
（
巻
四
十
九
。
外
戚
世

家
第
十
九
）
に
漢
の
景
帝
の
寵
愛
を
め
ぐ
る
後
宮
の
争
い
を
伝
え
る

が
、
渦
中
の
栗
姫
に
つ
い
て
、
そ
の
子
が
太
子
に
立
っ
た
の
ち
諸
美

人
が
栗
姫
を
上
回
る
景
帝
の
寵
を
う
け
る
や
「
栗
姫
日
怨
忿
」
と
な

り
、
さ
ら
に
栗
姫
を
皇
后
に
立
て
る
こ
と
を
進
言
し
た
大
行
（
儀
礼

の
官
）
を
景
帝
が
怒
っ
て
誅
殺
し
た
挙
句
に
太
子
を
廃
す
る
と
「
栗

姫
愈
恚
恨
、
不

得

見
以
憂
死
。」
と
い
う
最
後
を
迎
え
る
。「
怨

怒
」
と
「
恚
恨
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「

不
）

不
）恨
」

甲
）と
「
恚

恨
」

乙
）に
通
じ
、
明
ら
か
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
激
越

な
情
に
栗
姫
を
駆
る
根
底
に
は
、「
栗
姫
妬
」
と
い
う
嫉
妬
が
あ
る
。

「
恚
恨
」
と
は
、
た
が
い
に
親
近
す
る
心
情
表
現
を
担
う
語
二
つ

か
ら
な
り
た
つ
熟
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
往
々
に
し
て
嫉
妬
が
そ
れ

を
惹
き
起
こ
す
こ
と
も
、
当
然
あ
り
得
る
。
栗
姫
の
例
を
そ
の
典
型

と
す
る
「
恚
恨
」
に
、
前
掲

Ｂ
）の
例
も
通
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
素

戔
嗚
尊
が
「
恚
恨
」
を
向
け
る
直
接
の
対
象
で
は
な
い
に
せ
よ
、
前

述
の
と
お
り
高
天
原
統
治
の
勅
任
を
う
け
た
天
照
大
神
に
嫉
妬
を
抱

か
な
い
は
ず
が
な
い
。
げ
ん
に
後
の
第
七
段
﹇
書
三
﹈
に
、
素
戔
嗚

尊
が
耕
作
に
不
適
な
自
分
の
「

地
」
と
は
対
照
的
な
日
神
の
「
良

田
」
に
対
し
て
「
素
戔
嗚
尊
妬

害
姉
田

」
と
い
う
よ
う
に
嫉
妬
し

て
害
を
加
え
た
こ
と
を
つ
た
え
て
も
い
る
。
嫉
妬
は
、
し
か
し
こ
の

Ｂ
）の
ば
あ
い
、
必
ず
し
も
明
示
的
に
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。

直
接
に
は
、
栗
姫
が
景
帝
に
対
し
て
「
恚
恨
」
を
懐
い
た
よ
う
に
、

高
天
原
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
天
下
の
統
治
を
勅
任
し
た
当
の
伊
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諾
尊
に
「
恚
恨
」
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
を
、
問
答
を
通
し
て

Ｃ
）が
表
す
。
な
か
で
も
重
要
な
意
味

を
も
つ
一
節
が
「
吾
欲

従

母
於
根
国

」
で
あ
る
。
旧
稿
Ｂ
で
も

す
で
に
こ
の
表
現
に
着
目
し
、「
母
」
と
は
伊

尊
を
指
す
こ
と

を
押
さ
え
た
上
で
「
表
向
き
母
へ
の
思
慕
を
い
い
な
が
ら
、
抗
命
が

そ
れ
の
内
実
で
あ
る
。」（

頁
）
と
指
摘
し
て
も
い
る
が
、
む
し
ろ

そ
の
「
抗
命
」
の
内
実
こ
そ
問
う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
所
伝
に

決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。
そ
こ
で
「
従

母
於
根
国

」
に
立
ち
返
っ

て
表
現
内
容
を
み
る
に
、

Ｂ
）の
「
恚
恨
」
が
伊

諾
尊
を
対
象
と

す
る
展
開
の
延
長
上
に
位
置
す
る
以
上
、
伊

諾
尊
に
向
け
た
行
為

の
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
た
文
脈
上
の
要
請
に
も
、
さ
ら
に
「
従

母
」

の
表
現
上
の
対
応
の
う
え
で
も
適
う
と
い
う
条
件
を
十
分
に
満
た
す

例
に
「
謀
叛
」（『
故
唐
律
疏
議
』
巻
第
一
。「
十
悪
」）
が
あ
る
。
律

は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

三
曰
謀
叛

謂

謀

背

国
従

偽

疏
議
曰
、
有

人
、
謀

背

本
朝
、
将

投

蕃
国
、
或
欲

翻

城
従

偽
、
或
欲

以

地

外
奔
。

「
謀
叛
」
の
「
叛
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
注
が
「
背

国
従

偽
」
と
説
明
す
る
が
、『
譯
註
日
本
律
令
五
、
唐
律
疏
議
譯
註
篇
一
』

（
律
令
研
究
会
編
。
昭
和
五
四
年
一
〇
月
。
東
京
堂
出
版
）
の
当
該

条
文
の
「
註
記
」
に
「『
国
』
と
は
疏
に
『
本
朝
』
と
い
い
か
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
統
な
る
現
王
朝
を
意
味
す
る
。
そ
れ
か
ら
離

脱
し
て
外
国
も
し
く
偽
政
権
の
側
に
寝
返
る
こ
と
が
『
叛
』
で
あ

る
。」（
36
頁
）
と
説
く
。
こ
の
解
釈
で
は
、
注
の
「
背

国
」
を

「
離
脱
」、
ま
た
「
従

偽
」
を
「
寝
返
り
」
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
き
当
て

る
。
し
か
し
疏
議
に
は
、「
謀

背

本
朝

」
を
謀
議
と
し
、
こ
れ
の

実
際
の
行
為
と
し
て
「
投

蕃
国

」「
翻

城
従

偽
」「
以

地
外
奔
」

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
謀
議
の
段
階
で
発
覚
し
た
場
合
と
、
実
行
に

移
し
た
場
合
と
の
刑
の
違
い
を
、「
賊
盗
四
」（『
故
唐
律
疏
議
』
巻

第
十
七
）
が
「
諸
謀

叛
者
、
絞
。
已
上
道
者
、
皆
斬
。」
と
規
定
し

て
も
い
る
が
、
実
際
の
行
為
は
そ
れ
こ
そ
規
定
に
余
る
も
の
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
こ
の
条
文
の
疏
議
が
、「
十
悪
」
の
「
謀
叛
」
の
注

と
は
違
っ
て
「
謀

叛
者
、
謂

背

国
投

偽
。」
に
作
る
こ
と
も
、

そ
の
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
に
足
る
。
注
の
「
従

偽
」
は
、
だ
か
ら

「
背

国
」
の
謀
議
に
基
づ
く
実
質
的
な
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
、
そ
れ

が
実
行
さ
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
集
約
し
て
表
現
し
た
文
言
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
問
題
の
「
従

母
於
根
国

」
に
し
て
も
、
前
述
の
と
お
り

「
母
」
が
黄
泉
の
伊

尊
に
当
り
、
そ
の
伊

尊
の
「
吾
当

縊

殺
汝
所

治
国
民
、
日
将

千
頭
。」
と
い
う
発
言
に
照
ら
せ
ば
、

ま
さ
に
仇
な
す
敵
国
へ
の
寝
返
り
に
等
し
い
。
し
か
も
そ
の
発
言
の

あ
と
、
夫
婦
の
離
絶
を
た
が
い
の
住
む
世
界
の
遮
断
と
し
て
決
定
づ

け
る
伊

諾
尊
の
「
自

此
莫

過
」
と
い
う
宣
告
に
伴
う
「
投

其

杖

」
以
下
の
行
為
に
よ
り
、
黄
泉
を
往
来
不
能
と
し
た
こ
と
が
、
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黄
泉
に
代
え
て
「
根
国
」
を
伊

尊
に
結
び
つ
け
る
「
母
於
根

国
」
の
表
現
を
と
ら
せ
た
と
み
て
恐
ら
く
大
過
な
い
。
そ
し
て
前
掲

の
旧
稿
Ｂ
に
、
こ
の
「
根
国
」
に
つ
い
て
「
具
体
的
に
は
、
さ
き
に

も
指
摘
し
た
第
七
段
﹇
書
三
﹈
が
『
不

可

住

於
天
上
、
亦
不

可

居

於
葦
原
中
国
。』
の
あ
と
『
宜

急
適

於
底
根
之
国

』
と
つ
た

え
る
こ
の
『
底
根
之
国
』
を
想
定
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。」
と
指

摘
し
た
上
で
「
ま
さ
し
く
そ
れ
は
、
黄
泉
に
通
じ
る
。」（

頁
）
と

説
い
た
と
お
り
黄
泉
に
通
じ
る
世
界
と
し
て
「
根
国
」
が
成
り
た
つ

こ
と
も
、
そ
の
見
方
を
裏
付
け
る
。
ち
な
み
に
、﹇
本
伝
﹈
は
、「
根

国
」
を
前
述
の
と
お
り
「
逐

赤
痢
於
四
裔

」（
文
選
）
に
通
じ
る

「
固
当

遠○

適

之
根
国

」
と
極
遠
の
彼
方
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

な
お
、
律
令
に
関
連
し
た
語
に
つ
い
て
若
干
付
言
す
れ
ば
、
こ
の

素
戔
嗚
尊
の
口
に
し
た
「
吾
欲

従

母
於
根
国

」
を
律
の
「
謀
叛
」

に
そ
く
し
て
表
現
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
伊

諾
尊
の
「
素

戔
嗚
尊
者
可

以
治

天
下

也
」
と
い
う
「
勅
任
」
を
前
提
と
す
る

で
あ
ろ
う
。「
勅
任
」
じ
た
い
令
（
選
叙
令
第
十
二
「
任
官
条
」）
の

用
語
で
あ
り
、
律
令
の
枠
組
み
を
も
と
に
、
伊

諾
尊
の
「
勅
任
」

と
の
対
応
を
は
か
り
、
そ
れ
を
拒
絶
す
る
明
確
な
意
志
を
「
謀
叛
」

に
借
り
て
表
す
と
い
う
こ
と
、
こ
こ
に
「
治

天
下

」
に
そ
く
し
て

素
戔
嗚
尊
を
つ
た
え
る
﹇
書
六
﹈
の
ね
ら
い
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
対

照
的
に
、
前
述
の
と
お
り
「
尊
卑
先
後
之
序
」
の
「
卑
」
の
側
に
立

つ
神
の
、
そ
の
生
得
の
あ
り
か
た
に
根
ざ
す
神
さ
が
、
神
わ
ざ
を

﹇
本
伝
﹈
は
強
調
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
律
令
の
利
用
に
し
て
も
、

お
の
ず
か
ら
こ
の
生
得
的
な
あ
り
か
た
に
か
か
わ
る
。
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
日
本
書
紀
（
①
、
一
九
九
四
年
四
月
。
小
学
館
）
が

「
次
生

素
戔
嗚
尊
。
此
神
有

勇
悍
以
安
忍
。」
の
「
安
忍
」
に
つ

い
て
律
令
と
の
関
連
を
頭
注
に
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

唐
律
の
名
例
律
「
十
悪
」
の
五
、
不
道
の
釈
文
に
よ
る
と
、

「
謂

酷
毒
之
事
、
人
皆
不

忍

為
、
今
有

人
、
能
行

此
酷

毒
之
心
、
是
名
為

安
忍
残
賊

」、「
疏
議
曰
、
安
忍
残
賊
、
背

違
正
道
、
故
曰

不
道

」
と
あ
る
。
普
通
な
ら
す
る
に
忍
び
な

い
過
酷
（
残
忍
）
な
こ
と
を
平
気
で
す
る
こ
と
。
律
令
語
。

右
の
よ
う
に
「
安
忍
」
の
例
が
唐
律
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け

に
と
ど
め
る
、
慎
重
と
い
え
ば
慎
重
な
説
明
だ
が
、
実
際
に
は
依
拠

し
た
可
能
性
が
高
い
。
関
連
は
、「
安
忍
」
と
併
せ
て
「
疏
議
」
の

一
節
に
も
及
ぶ
。
そ
こ
に
「
安
忍
残
賊
、
背

違
正
道
、
故
曰

不

道
。」
と
規
定
す
る
「
不
道
」
が
、「
背

違
正
道

」
と
い
う
「
正

道
」
の
存
在
を
前
提
と
し
そ
れ
に
違
背
す
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
そ

も
そ
も
そ
の
「
正
道
」
の
存
在
じ
た
い
を
無
い
も
の
と
す
る
、
あ
る

い
は
頭
か
ら
無
視
す
る
よ
う
な
行
為
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
そ
れ

が
国
の
存
立
を
危
く
し
か
ね
な
い
ほ
ど
深
刻
・
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
こ
と
を
「
令

国
内
人
民
多
以
夭
折
、
復
使

青
山
変
枯

」
に

例
示
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
行
為
や
結
果
の
重
大
性
を
も
と
に
「
汝

甚
無
道
」
と
伊

諾
尊
は
断
じ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

130



四
、「
泣
」
を
め
ぐ
る
「
本
伝
」
と
「
書
六
」
の
相
違

素
戔
嗚
尊
の
行
為
を
め
ぐ
る
こ
の
﹇
本
伝
﹈
と
﹇
書
六
﹈
の
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
的
な
あ
り
か
た
は
、
と
も
に
そ
の
行
為
の
な
か
で
も
核

心
と
す
る
「
泣
」
に
も
か
か
わ
る
。
そ
れ
は
、「
泣
」
が
構
成
す
る

熟
語
、
す
な
わ
ち
「
哭
泣
」（﹇
本
伝
﹈）
と
「
啼
泣
」（﹇
書
六
﹈）
と

に
端
的
な
あ
ら
わ
れ
を
み
せ
る
が
、
共
有
す
る
「
泣
」
を
除
い
た
自

余
の
語
が
も
っ
ぱ
ら
そ
の
特
徴
的
な
あ
り
か
た
を
担
う
。

ま
ず
は
「
哭
泣
」
を
み
る
に
、「
哭
」
が
人
の
死
を
悲
嘆
し
声
を

あ
げ
て
泣
く
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
儀
礼
な
ど
を
表
す
の
は
通
例
で

あ
り
、
日
本
書
紀
に
も
、
た
と
え
ば
天
武
天
皇
の
崩
御
の
あ
と
ま
ず

行
う
儀
礼
と
し
て
「
始
発

哭
」（
朱
鳥
元
年
九
月
）
を
つ
た
え
る
。

さ
ら
に
「
諸
僧
尼
亦
哭

於

庭

」
以
下
の
例
が
あ
り
、
目
を
転
じ

れ
ば
、
わ
ず
か
八
歳
で
薨
じ
た
皇
孫
を

に
収
め
た
直
後
に
斉
明
天

皇
が
歌
を
三
首
つ
く
り
「
時
々
唱
而
悲
哭
。」（
斉
明
天
皇
四
年
五

月
）
と
い
う
例
の
ほ
か
、
聖
徳
太
子
の
薨
去
に
関
連
し
た
「
少
幼
如

亡

慈
父
母
、
以
哭
泣
之
声
、
満

於
行
路
。」（
推
古
天
皇
二
十
九
年

二
月
）
と
い
う
素
戔
嗚
尊
と
同
じ
「
哭
泣
」
の
例
な
ど
が
あ
る
。
神

代
紀
で
も
火
神
出
産
に
よ
り
伊

尊
が
焦
死
し
た
際
の
伊

諾
尊

を
「
匍

匐
頭
辺
、
匍

匐
脚
辺

而
哭
泣
流
涕
焉
。」（
第
五
段
﹇
書

六
﹈）
と
つ
た
え
る
ほ
か
、
天
稚
彦
の
死
に
際
し
て
「
天
稚
彦
之
妻
、

下
照
姫
哭
泣
悲
哀
、
声
達

于
天
。」（
第
九
段
﹇
本
伝
﹈）
と
い
う
例

が
前
掲
推
古
紀
の
例
と
も
ど
も
「
哭
」
の
声
を
高
く
あ
げ
て
泣
く
こ

の
行
為
の
実
態
を
具
体
的
に
表
し
て
も
い
る
。

素
戔
嗚
尊
の
「
哭
泣
」
も
、
こ
れ
ら
と
一
連
の
、
声
を
高
く
あ
げ

て
泣
く
行
為
を
内
実
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
死
を
悲
嘆
す
る
ど

こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
死
を
惹
き
起
こ
す
。
そ
の
点
で
は
、
明
ら
か
に

死
の
原
因
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
ま
た
一
方
で
は
、
死
ゆ
え
に
そ
れ

を
行
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
死
を
理
由
と
す
る
。
素
戔
嗚
尊
と
人

民
・
青
山
と
を
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
す
る
こ
れ
ら
の
行
為
の
相
関
は
、

哭
泣

（
素
戔
嗚
尊
）

←

原
因

→

理
由

夭
折

・

変
枯

（
人
民

・

青
山
）

右
の
よ
う
に
一
方
が
他
方
の
原
因
ま
た
は
理
由
と
な
る
関
係
を
繰
り

返
す
。
そ
れ
だ
け
に
、「
哭
泣
」
が
「
夭
折
・
変
枯
」
を
惹
き
起
こ

す
こ
と
じ
た
い
の
邪
悪
は
も
と
よ
り
、
悲
嘆
や
哀
悼
と
は
全
く
逆
行

す
る
の
に
、
そ
の
か
た
ち
だ
け
を
と
っ
て
声
を
高
く
あ
げ
て
泣
く
こ

と
に
邪
悪
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
。
そ
れ
が
、
こ
の
神
の
生
得
的
な
神

さ
が
と
も
い
う
べ
き
「
有

勇
悍
以
安
忍

」
に
根
ざ
し
、
し
た
が
っ

て
意
志
と
い
う
よ
り
性
情
の
発
現
と
し
て
の
神
わ
ざ
で
あ
り
、
な
お

か
つ
こ
の
神
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
哭
泣
を
「
常

以

哭
泣

為

行
」
と
表
現
し
た
内
実
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
﹇
本
伝
﹈
の
「
哭
泣
」
が
素
戔
嗚
尊
の
生
来
の
神
さ
が
や
神
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わ
ざ
に
関
わ
る
の
と
は
著
し
く
対
照
的
に
、﹇
書
六
﹈
で
は
泣
く
こ

と
に
然
る
べ
き
理
由
が
あ
る
。
所
伝
の
展
開
上
、
そ
の
発
端
が
、
前

述
し
た
と
お
り
伊

諾
尊
の
勅
任
で
あ
る
。
同
じ
勅
任
の
な
か
で
も

天
照
大
神
に
は
高
天
原
の
統
治
を
当
て
、
自
分
に
は
天
下
の
統
治
を

当
て
る
処
遇
を
不
服
と
し
、
反
抗
の
挙
に
出
て
、
素
戔
嗚
尊
は
「
不

治

天
下
、
常
以
啼
泣
恚
恨
。」
と
い
う
態
度
を
と
り
続
け
る
。
伊

諾
尊
の
「
汝
何
故
恒
啼
如

此
耶
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
の

返
答
と
し
て
素
戔
嗚
尊
の
挙
げ
た
理
由
を
表
す
「
吾
欲

従

母
於
根

国
、
只
為
泣
耳
。」
と
い
う
傍
線
を
付
し
た
一
節
が
位
置
す
る
。

右
に
掲
出
し
た
原
文
で
も
、
ま
ず
「
啼
泣
」
を
示
し
、
次
に
「
恒

啼
如

此
耶
」、
そ
の
あ
と
「
只
為
泣
耳
」
と
い
う
よ
う
に
明
ら
か
に

表
現
を
変
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
然
る
べ
き
意
味
を
託
し

て
は
い
る
に
し
て
も
、
そ
の
差
違
以
上
に
、
各
表
現
を
貫
く
意
味
上

の
共
通
性
な
い
し
類
義
性
が
卓
越
す
る
。
念
の
た
め
類
例
を
一
つ
だ

け
挙
げ
て
み
る
に
安
康
天
皇
が
大
泊
瀬
皇
子
（
後
の
雄
略
天
皇
）
に

幡
梭
皇
女
を
娶
ら
せ
よ
う
と
し
て
、
皇
女
の
兄
に
そ
の
意
向
を
伝
え

る
使
者
と
し
て
根
使
主
を
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
根
使
主
は
そ
の
兄
の

大
草
香
皇
子
が
天
皇
の
意
向
を
「
甚
大
恩
」
と
承
諾
し
た
上
で
そ
の

丹
心
を
表
す
た
め
に
差
し
出
し
た
「
押
木
珠

」
を
横
領
し
、
罪
を

逸
る
べ
く
皇
子
を
讒
言
し
死
に
至
ら
し
め
る
（
以
上
、
安
康
天
皇
元

年
二
月
条
）。
こ
れ
を
承
け
、
雄
略
天
皇
十
年
四
月
条
に
、
呉
人
を

饗
応
し
た
際
に
同
席
し
た
皇
后
（
も
と
幡
梭
皇
女
）
が
、
入
内
前
に

兄
大
草
香
皇
子
の
差
し
出
し
た
「
玉

」
を
身
に
着
け
て
い
る
根
使

主
を
見
て
悲
嘆
す
る
光
景
を
次
の
よ
う
に
つ
た
え
る
。

皇
后
仰

天
歔
欷
、
啼○

泣○

傷
哀
。
天
皇
問
曰
「
何
由
泣○

耶
。」
皇

后
避

席
而
対
曰
「（
中
略
）
不

覚
、
涕
垂
哀○

泣○

矣
。」

こ
こ
で
も
客
観
的
な
描
写
に
ま
ず
「
啼
泣
」
を
示
す
。
そ
の
上
で
、

天
皇
の
問
い
に
単
純
な
「
泣
」、
ま
た
そ
れ
へ
の
皇
后
の
答
え
に
は
、

最
初
の
「
啼
泣○

傷
哀○

」
を
略
し
た
「
哀
泣
」
と
い
う
よ
う
に
使
い
分

け
る
。
一
句
四
字
の
構
成
に
整
え
る
志
向
も
は
た
ら
い
て
は
い
る
が
、

全
て
に
優
先
し
て
、
意
味
上
の
核
を
「
泣
」
が
形
成
す
る
。

素
戔
嗚
尊
の
泣
く
こ
と
に
関
連
し
た
「
啼
」「
泣
」
を
め
ぐ
る
表

現
も
、
も
と
よ
り
こ
れ
と
別
で
は
な
い
。「
啼
泣
」
を
「
泣
」
に
代

置
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
も
う
一
方
の
﹇
本
伝
﹈
の
「
哭
泣
」
は
む
し

ろ
「
哭
」
に
収
斂
す
る
。
泣
く
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
違
い
に
そ
く
し

て
、﹇
書
六
﹈
は
「
恚
恨
」
と
複
合
さ
せ
、
そ
の
泣
く
内
容
や
理
由

を
そ
こ
に
含
ま
せ
て
い
る
。﹇
本
伝
﹈
は
む
し
ろ
「
哭
」
を
め
ぐ
る

そ
の
結
果
（
災
異
）
へ
の
つ
な
が
り
に
重
点
を
置
く
。
そ
れ
だ
け
に
、

﹇
本
伝
﹈
の
「
哭
泣
」
は
所
伝
に
本
質
的
な
意
味
を
担
う
が
、﹇
書

六
﹈
が
「
恚
恨
」
と
複
合
さ
せ
た
、
否
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
泣
く
そ

の
内
容
や
理
由
を
含
意
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
「
不

治

天
下

」
と
い
う
背
命
の
挙
に
な
ぜ
出
た
の
か
曖
昧
に
し
か
ね
な

い
は
ず
だ
か
ら
、
従
来
指
摘
し
た
と
お
り
こ
の
第
五
段
も
ま
た
﹇
本

伝
﹈
を
基
に
、
そ
の
「
哭
泣
」
に
代
え
た
「
啼
泣
」
を
、
改
め
て
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「
恚
恨
」
と
複
合
さ
せ
て
内
容
も
一
新
す
る
と
い
う
そ
う
し
た
差
違

化
を
﹇
書
六
﹈
が
め
ざ
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
第
六
段
﹇
本
伝
﹈
の
「
父
母
」

な
お
ま
た
そ
の
﹇
本
伝
﹈
と
一
書
と
の
関
係
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、

第
五
段
で
は
﹇
書
六
﹈（﹇
書
十
一
﹈
を
含
め
）
が
つ
た
え
る
天
照
大

神
が
、
第
六
段
に
至
っ
て
は
﹇
本
伝
﹈
に
位
置
す
る
。
こ
れ
と
は
交

替
し
て
、
第
五
段
が
﹇
本
伝
﹈
に
つ
た
え
て
い
た
日
神
は
、
第
六
段

で
は
﹇
書
一
﹈﹇
書
三
﹈
に
移
る
。
第
五
段
か
ら
第
六
段
に
か
け
て
、

こ
う
し
て
﹇
本
伝
﹈
と
一
書
と
で
主
役
が
入
れ
替
わ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
第
五
段
か
ら
第
六
段
に
か
け
て
所
伝
が
大
き
く
転
換
す
る
特

徴
的
な
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
一
方
、
も
ち
ろ
ん
第

五
段
と
第
六
段
の
﹇
本
伝
﹈
相
互
に
前
者
か
ら
後
者
へ
所
伝
が
展
開

す
る
ご
く
自
然
な
成
り
ゆ
き
の
関
係
を
維
持
し
て
も
い
る
。
従
来
、

こ
の
い
わ
ば
切
れ
と
続
き
の
実
態
に
は
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
い
く
分
煩
些
な
作
業
に
な

る
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
詳
細
か
つ
丁
寧
に
こ
の
実
態
を
ま
ず
は
解
明

す
る
こ
と
に
努
め
る
。
さ
ら
に
は
、
日
神
か
ら
天
照
大
神
に
交
替
さ

せ
た
こ
と
に
伴
う
所
伝
の
変
容
お
よ
び
そ
の
ね
ら
い
な
ど
を
中
心
に

考
察
を
試
み
る
。

た
だ
し
、
断
る
ま
で
も
な
く
、
交
替
、
変
容
い
ず
れ
も
一
律
に
あ

る
い
は
一
変
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
転
換
と
は
む
し
ろ
無
縁
で
あ
る
。

実
態
は
、
切
れ
と
続
き
が
か
ら
み
合
い
、
一
見
し
て
錯
綜
し
た
様
相

さ
え
帯
び
て
も
い
る
。
そ
の
解
明
に
は
、
だ
か
ら
な
に
よ
り
も
各
所

伝
を
的
確
に
読
み
解
く
作
業
が
前
提
と
な
る
。
初
め
に
採
り
あ
げ
る

第
六
段
の
﹇
本
伝
﹈
は
、
交
替
、
変
容
の
先
頭
に
立
つ
だ
け
に
、
先

行
す
る
所
伝
の
引
き
継
ぎ
を
め
ぐ
る
問
題
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら

を
念
頭
に
、
ま
ず
は
暇
乞
い
の
た
め
昇
天
し
て
天
照
大
神
を
訪
ね
た

素
戔
嗚
尊
と
こ
れ
を
迎
え
た
大
神
と
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。

素
戔
嗚
尊
が
昇
天
す
る
さ
い
の
「
溟
渤
以

之
鼓
盪
、
山
岳
為

之
鳴

句
。」
と
い
う
異
変
に
大
神
は
驚
倒
し
、
重
大
な
疑
い
を
抱
く
。
素

戔
嗚
尊
が
そ
れ
に
弁
明
す
る
。
こ
の
二
神
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
を
た

が
い
に
つ
き
合
わ
せ
な
が
ら
次
に
示
す
。

天
照
大
神
の
嫌
疑

（
一
）
天
照
大
神
素
知

其
神
暴
悪
、
至

聞

来
詣
之
状
、
乃

勃
然
而
驚
曰
、

（
二
）
吾
弟
之
来
、
豈
以

善
意

乎
。
謂
当

有

奪

国
之
志

。

（
三
）
夫
父
母
既
任

諸
子
、
各
有

其
境
。
如
何
棄

置
当

就

之
国

而
敢
窺

此
処

乎
。

（
四
）
乃
結

髪
為

髻
、（
中
略
）、
発

稜
威
之
嘖
譲

而
巠
詰

問
焉
。

素
戔
嗚
尊
の
弁
明

（
１
）（
右
の

四
）の
直
後
）
素
戔
嗚
尊
対
曰
、
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（
２
）
吾
元
無

黒
心
。

（
３
）
但
父
母
已
有

厳
勅
、
将

永
就

乎
根
国
。

（
４
）
如
不

与

姉
相
見
、
吾
何
能
敢
去
。
是
以
、
跋

渉
雲

霧
、
遠
自
来
参
。

（
５
）
不

意
、
阿
姉
翻
起

厳
顔
。

右
の

四
）に
（
中
略
）
と
し
た
一
節
に
は
、
天
照
大
神
の
厳
め
し
く

武
装
し
た
出
で
立
ち
や
威
嚇
的
振
る
舞
い
を
つ
た
え
る
。
こ
の
（
中

略
）
を
含
む

一
）〜（
四
）に
展
開
す
る
天
照
大
神
の

嫌
疑

と
、

こ
れ
に
対
す
る
素
戔
嗚
尊
の

１
）〜

５
）に
及
ぶ

弁
明

と
を
組

み
合
わ
せ
て
、
一
続
き
の
ま
と
ま
り
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
じ
た
い
は
疑
い
よ
う
も
な
い
事
実
で
も
あ
り
、

一
）以

下
と

１
）以
下
と
を
対
応
的
な
関
係
に
置
い
て
い
る
こ
と
も
著
し
い
。

実
際
に
、
た
と
え
ば

二
）と

２
）と
に
、
天
照
大
神
が
素
戔
嗚
尊
に

対
し
て
い
だ
く
疑
い
と
素
戔
嗚
尊
の
潔
白
の
主
張
と
を
対
応
さ
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
し
て
、
次
に
は
そ
の
来
歴

な
り
背
景
な
り
の
説
明
に
共
に
「
父
母
」
を
引
き
合
い
に
だ
し
て
も

い
る
。
か
つ
て
「
父
母
」
が
な
し
た
「
父
母
既○

任

諸
子

」

三
）、

「
父
母
已○

有

厳
勅

」

３
）と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
と
関
連
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
疑
い
や
主
張
を
た
が
い
に
根
拠
づ
け
る
。

い
わ
ば
「
父
母
」
の
権
威
を
た
が
い
に
後
ろ
楯
と
し
て
つ
き
合
わ

せ
た
か
た
ち
を
と
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
た
ぶ
ん
に
相
手
を
意
識
し

た
、
そ
の
意
味
で
は
対
他
的
な
性
格
が
強
い
。
し
か
も
所
伝
の
展
開

の
上
で
は
、
必
ず
し
も
必
須
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
は
な
い
。
げ

ん
に
、
か
り
に
﹇
書
一
﹈
の
所
伝
と
対
照
さ
せ
て
み
る
に
、「
父
母
」

関
連
の
記
述
だ
け
が
対
応
を
欠
き
、
す
な
わ
ち
そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん

ど
の
記
述
が
、
表
現
の
次
第
や
内
容
も
含
め
、
次
の
よ
う
に
緊
密
な

対
応
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

上
段
に
引
用
し
た
﹇
書
一
﹈
の
文
は
、﹇
本
伝
﹈
の
区
分
け
に
対
応

さ
せ
て
分
か
ち
書
き
し
て
い
る
が
、

日
神
の
嫌
疑

素
戔
嗚
尊

の
弁
明

と
も
に
連
続
し
て
繫
が
っ
て
い
る
。
こ
の
﹇
書
一
﹈
が
つ

た
え
る
所
伝
の
展
開
に
、
な
ん
ら
不
足
あ
る
い
は
飛
躍
な
ど
な
い
。

そ
れ
と
﹇
本
伝
﹈
が
緊
密
に
対
応
す
る
以
上
、
前
掲
（
三
）
と

３
）

は
、
少
な
く
と
も
所
伝
の
基
本
的
な
筋
立
て
の
上
で
は
付
加
的
で
し

﹇
書
一
﹈

﹇
本
伝
﹈

日
神
の
嫌
疑

天
照
大
神
の
嫌
疑

弟
所

以
来

者
、非

是
善
意
。

⎭ ⎬ ⎫

二
）

必
当

奪

我
天
原
。

乃
設

大
夫
武
備
、（
以
下
、
剣

⎭ ⎬ ⎫

四
）

や
弓
箭
等
で
厳
め
し
く
武
装
）

素
戔
嗚
尊
の
弁
明

素
戔
嗚
尊
の
弁
明

吾
元
無

悪
心
。

２
）

唯
欲

与

姉
相
見
、
只
為
暫
来

⎭ ⎬ ⎫

４
）

耳
。
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か
な
い
。
し
か
し
ま
た
ま
さ
に
そ
の
付
加
的
な
あ
り
か
た
ゆ
え
に
、

﹇
本
伝
﹈
の
所
伝
に
固
有
な
特
徴
を
そ
こ
に
明
確
に
刻
ん
で
も
い
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
察
の
対
象
を
そ
の

三
）と

３
）に
絞
り
込

ん
で
、
次
節
以
下
に
内
実
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

六
、
天
照
大
神
の
嫌
疑
の
内
実

ま
ず
は

三
）を
と
り
あ
げ
る
と
し
て
、
そ
の
付
加
的
な
あ
り
か
た

は
、
実
は
む
し
ろ

二
）と
の
間
に
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
（
二
）

に
い
う
「
奪

国
之
志
」
と
は
、

三
）を
結
ぶ
最
後
に
「
敢
窺

此

処

」
と
い
う
行
為
が
具
体
的
な
そ
の
内
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

両
者
の
関
係
は
、
端
的
に
は
「
謀
反
」
の
語
を
介
し
て
ほ
ぼ
重
な
る
。

『
故
唐
律
疏
議
』（
巻
第
一
）
の
「
十
悪
」
の
第
一
に
規
定
す
る
そ

の
条
文
「
一
曰
謀
反
」
の
注
に
「
謂

謀

危

社
稷

」
と
い
う
の
が

そ
れ
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
さ
き
に
も
引
用
し
た

『
譯
註
日
本
律
令
五
、
唐
律
疏
議
譯
註
篇
一
』
が
次
の
よ
う
な
「
註

記
」（
33
頁
）
を
付
す
。

「
謀
危
社
稷
」
す
な
わ
ち
〞
天
子
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
謀

る
〝
こ
と
が
謀
反
と
い
う
罪
名
の
構
成
要
件
で
あ
る
。（
中
略
）

現
在
の
皇
帝
の
廢
位
・
殺
害
を
直
接
目
指
し
な
い
し
は
究
極
的

に
そ
れ
に
連
な
る
性
質
の
暴
力
の
行
使

現
王
朝
そ
の
も
の

の
顚
覆
を
意
図
す
る
場
合
も
あ
り
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
り
得

る

そ
れ
が
「
反
」
で
あ
り
、
そ
の
予
備
・
陰
謀
が
「
謀

反
」
で
あ
る
。
謀
反
は
多
く
の
場
合
、
兵
乱
の
形
を
と
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
「
註
記
」
の
最
後
を
「
反
を
謀
る
だ
け
で
極
刑
に
問
わ
れ
、
実

行
に
着
手
し
た
か
否
か
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。」
と
結
ん
で
い
る
が
、

「
反
」
を
目
的
と
し
た
「
予
備
・
陰
謀
」
で
あ
れ
ば
、「
実
行
に
着

手
し
た
か
否
か
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。」
点
に
こ
の
「
謀
反
」
と
い

う
罪
の
特
質
が
あ
る
。

翻
っ
て
﹇
本
伝
﹈
を
み
る
に
、
天
照
大
神
に
「
謂
当

有

奪

国

之
志

」
と
疑
わ
せ
る
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
に
二
つ
の
点
を

挙
げ
る
。
一
つ
が
「
天
照
大
神
素
知

其
神
暴
悪
。」
と
い
う
素
戔
嗚

尊
を
本
来
的
に
「
暴
悪
」
と
見
る
点
、
も
う
一
つ
が
天
照
大
神
の
も

と
に
来
る
さ
ま
を
「
始
素
戔
嗚
尊
昇

天
之
時
、
溟
渤
以

之
鼓
盪
、

山
岳
為

之
鳴
句
。」
と
い
う
よ
う
に
山
海
が
鳴
動
す
る
ほ
ど
の
異
変

を
発
生
さ
せ
た
と
強
調
し
た
上
で
、「
至

聞

来
詣
之
状
、
乃
勃
然

而
驚
曰
、
吾
弟
之
来
、
豈
以

善
意

乎
。
謂
当

有

奪

国
之
志

。」
と
彼
此
を
因
果
な
い
し
理
由
と
帰
結
と
の
関
係
で
結
び
つ
け

て
い
る
点
で
あ
る
。
二
つ
が
な
い
合
わ
さ
っ
て
、
素
戔
嗚
尊
に
対
し

て
い
だ
く
天
照
大
神
の
「
謂
当

有

奪

国
之
志

」
と
い
う
疑
い

に
、
実
際
に
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
る
然
る
べ
き
可
能
性
を
強
め

る
こ
と
に
な
る
。
右
の
「
註
記
」
が
指
摘
す
る
「
反
」
の
「
現
王
朝

そ
の
も
の
の
顚
覆
を
意
図
す
る
」
こ
と
に
「
奪

国
之
志
」
は
明
ら

か
に
通
じ
、
ま
た
「
予
備
・
陰
謀
」
の
よ
う
に
「
反
」
の
準
備
を
連
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想
さ
せ
る
事
象
と
し
て
素
戔
嗚
尊
の
「
暴
悪
」
と
「
来
詣
之
状
」
の

二
つ
を
挙
げ
、
そ
の
「
謀
反
」
に
相
当
す
る
罪
を
天
照
大
神
に
疑
わ

せ
る
蓋
然
性
、
必
然
性
を
導
き
出
す
前
提
と
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。

そ
し
て
そ
の
「
謀
反
」
と
の
か
か
わ
り
を
、
続
く

三
）の
「
敢
窺

此
処

」
が
い
っ
そ
う
明
確
に
も
の
が
た
る
。
そ
も
そ
も
「
窺

」

じ
た
い
、
日
本
書
紀
に
唯
一
の
例
で
あ
り
、『
書
紀
集
解
』
が
『
文

選
』
所
収
の
「

淵
碑
文
」（
巻
五
十
八
）
に
つ
た
え
る
「
桂
陽
失

図
、
窺

神
器

」
と
併
せ
て
李
善
注
所
引
の
「
劉

勧
進
表
」

（
同
巻
三
十
七
）
に
い
う
「
狄

窺

」
な
ど
に
加
え
、「
向
曰
窺

謂

欲

有

簒
逆
之
心

也
」（
前
者
「

淵
碑
文
」
に
施
し
た
李

善
注
に
は
、「
窺

」
と
共
に
「
神
器
」
に
つ
い
て
も
「
神
器
帝
位

也
」
と
い
う
解
釈
を
付
す
）
を
引
い
て
も
い
る
と
お
り
そ
の
漢
語
の

用
例
に
倣
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
「
窺

」
を
解
釈
し
た

「
欲

有

簒
逆
之
心

」
に
は
、
く
だ
ん
の
「
当

有

奪

国
之
志

」

が
緊
密
に
対
応
す
る
。

そ
の
一
方
、
肝
腎
な
「
窺

此
処

」
に
は
、
む
し
ろ
「

淵
碑

文
」
の
「
窺

神
器

」
そ
れ
じ
た
い
が
当
た
る
。「
桂
陽
失

図
」

に
つ
い
て
い
え
ば
、
李
善
注
所
引
の
「
沈
約
宋
書
」（
文
五
王
桂
陽

王
休
範
伝
）
が
そ
の
あ
ら
ま
し
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

（
沈
約
宋
書
曰
）
桂
陽
王
休
範
、
文
帝
子
也
。
封
為

桂
陽
王
。

後
為

江
州
刺
史
。
及

太
宗
晏
駕
、
主
幼
時
屯
、
遂
挙

兵
反
。

休
範
已
至

新
林
、
朝
廷
震
動
。

こ
の
宋
書
が
つ
た
え
る
桂
陽
王
の
「
挙

兵
反
」
に
そ
く
し
て
、
す

な
わ
ち
李
善
が
注
に
挙
げ
る
と
お
り
「

淵
碑
文
」
に
「
桂
陽
失

図
、
窺

神
器
。」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

の
「
反
」
は
唐
律
が
規
定
す
る
「
謀
反
」
と
厳
密
に
は
対
応
し
な
い

け
れ
ど
も
、
実
質
的
な
内
容
の
上
で
は
「
謀
反
」
に
相
当
す
る
は
ず

だ
か
ら
、
上
述
の
関
連
す
る
各
用
例
は
、
こ
の
「
謀
反
」
に
収
斂
し
、

か
つ
相
互
に
次
の
対
応
的
な
関
係
に
括
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

欲

有

簒
逆
之
心

｜
｜
↓
当

有

奪

国
之
志

二
）

文
選

⎩ ⎨ ⎧
窺

神
器

｜
｜
｜
｜
↓

窺

此
処

三
）

こ
の
対
応
的
な
関
係
に
も
明
ら
か
な
と
お
り
、

三
）は
い
か
に
も
付

加
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
類
義
的
な
表
現
を
た
だ
に
重
ね

る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
右
の
限
り
で
も
、

「
奪

国
」

二
）と
「
窺

此
処

」

三
）と
の
対
応
上
、「
此
処
」

を
「
国
」
に
相
当
す
る
、
す
な
わ
ち
天
照
大
神
に
よ
る
統
治
が
す
で

に
確
立
し
た
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

七
、
天
照
大
神
を
め
ぐ
る
所
伝
の
引
き
継
ぎ

し
か
も
こ
の

国
」が
、
す
で
に
実
質
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
も
そ
も
統
治
を
伊

諾
尊
・
伊

尊
二
神
が
任
じ
た
由
緒
と
権

威
、
し
た
が
っ
て
正
統
性
な
ど
も
備
え
て
い
る
こ
と
を
、

三
）の
冒

頭
に
ま
ず
強
調
す
る
。

三
）の
意
義
も
、
そ
の
一
節
が
大
き
く
担
っ

て
い
る
。
た
だ
、
引
用
す
れ
ば
「
夫
父
母
既
任

諸
子
、
各
有

其
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境
。」
と
い
う
だ
け
の
簡
潔
に
す
ぎ
る
所
為
も
手
伝
っ
て
、
問
題
が

あ
る
。
ま
ず
「
諸
子
」
を
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀

①
』
の
当
該
頭
注
が
「
こ
こ
は
三
貴
子
（
天
照
大
神
・
月
夜
見
尊
・

素
戔
嗚
尊
）
を
さ
す
。」
と
説
く
。「
三
貴
子
」
は
、
元
来
、
こ
の

「
諸
子
」
に
当
た
る
三
子
の
化
生
を
歓
喜
し
た
伊
耶
那
伎
命
の
言
葉

と
し
て
古
事
記
が
つ
た
え
、
日
本
書
紀
に
は
用
例
が
な
い
。
し
か
も

そ
の
頭
注
に
「
月
夜
見
尊
」
を
挙
げ
る
け
れ
ど
も
、
古
事
記
は
「
三

貴
子
」
の
表
記
に
「
月
読
命
」
を
当
て
る
。
当
該
頭
注
は
、
恐
ら
く

日
本
書
紀
第
五
段
﹇
書
十
一
﹈
に
「
伊

諾
尊
勅

任
三
子

曰
、
天

照
大
神
、
可

以
御

高
天
之
原

也
。
月
夜
見
尊
者
、
可

以
配

日

而
知

天
事

也
。
素
戔
嗚
尊
者
、
可

以
御

滄
海
之
原

也
。」
と
い

う
な
か
の
表
記
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
拠
り
ど
こ
ろ
は
確
か
に
あ

る
に
せ
よ
、
こ
の
「
月
夜
見
尊
」
の
「
配

日
而
知

天
事

」
に
、

い
ま
こ
こ
に
問
題
と
す
る
一
節
の
「
各
有

其
境

」
が
適
合
す
る
で

あ
ろ
う
か
。﹇
書
十
一
﹈
で
は
、
天
照
大
神
に
使
者
と
し
て
遣
わ
さ

れ
た
葦
原
中
国
で
保
食
神
を
殺
し
、
そ
の
こ
と
を
復
命
し
た
天
照
大

神
の
激
怒
を
か
っ
た
上
に
「
乃
与

月
夜
見
尊
、
一
日
一
夜
、
隔
離

而
住
。」
と
夜
に
月
夜
見
尊
は
追
い
や
ら
れ
て
も
い
る
。

問
題
と
す
る
一
節
に
は
、
右
に
か
り
に
一
例
と
し
て
採
り
あ
げ
た

頭
注
が
挙
例
し
そ
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
該
当
す
る
記
述
が
実
は

見
当
た
ら
な
い
。「
父
母
」
を
手
掛
り
と
す
れ
ば
、﹇
本
伝
﹈
を
ま
ず

候
補
と
す
べ
き
だ
が
、
こ
の
父
母
を
め
ぐ
る
「
二
神
喜
曰
、
吾
息
雖

多
、
未

有

若

此
霊
異
之
児
。
不

宜

久
留

此
国
。
自
当

早
送

于
天

而
授
以

天
上
之
事
。」
と
い
う
﹇
本
伝
﹈
の
一
節
、
な
か
ん

ず
く
「
授
以

天
上
之
事

」
に
「
各
有

其
境

」
が
該
当
す
る
と
は

考
え
難
い
。
月
神
に
つ
い
て
も
、「
其
光
彩
亜

日
。
可

以
配

日
而

治
。」
が
﹇
書
十
一
﹈
の
月
夜
見
尊
を
め
ぐ
る
右
に
引
用
し
た
一
節

に
通
じ
る
こ
と
を
含
め
、
や
は
り
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し

て
そ
れ
ら
日
神
、
月
神
に
続
い
て
誕
生
し
た
蛭
児
に
い
た
っ
て
は
、

「
雖

已
三
歳
、
脚
猶
不

立
。」
と
い
う
理
由
か
ら
「
順

風
放
棄
」

と
処
分
さ
れ
て
い
る
。「
任

諸
子

」
に
は
、
伊

諾
尊
・
伊

尊
を
「
父
母
」
と
す
る
ど
の
子
も
、
外
れ
る
。

結
局
、﹇
本
伝
﹈
を
候
補
か
ら
除
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
さ
り
な

が
ら
、
問
題
の
一
節
が
な
ん
ら
拠
り
ど
こ
ろ
を
も
た
な
い
こ
と
も
、

「
既
任

諸
子

」
と
い
う
よ
う
に
既
成
の
事
実
と
し
て
明
示
す
る
以

上
、
こ
れ
ま
た
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
候
補
と
す
べ
き
例
が
、

次
に
引
く
﹇
書
六
﹈
の
一
節
で
あ
る
。

已
而
伊

諾
尊
勅

任
三
子

曰
「
天
照
大
神
者
、
可

以
治

高

天
原

也
。
月
夜
見
尊
者
、
可

以
治

滄
海
原
潮
之
八
百
重

也
。

素
戔
嗚
尊
者
、
可

以
治

天
下

也
。」

こ
の
﹇
書
六
﹈
は
、
火
神
の
出
産
に
よ
り
焦
か
れ
て
化
去
し
た
伊

尊
を
追
っ
て
黄
泉
入
り
し
た
伊

諾
尊
が
帰
還
し
て
祓
除
す
る
さ

な
か
右
の
「
三
子
」
を
「
洗
」
に
よ
り
生
み
な
し
た
と
つ
た
え
る
。

「
三
子
」
に
「
父
母
」
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
そ
の
点
さ
え
除
け

137 記紀の所伝成立をめぐる相関



ば
、
す
な
わ
ち
主
語
を
度
外
視
す
れ
ば
、

三
）の
「
任

諸
子

」
が

右
の
一
節
の
「
勅

任
三
子

」
に
、
ま
た
「
各
有

其
境

」
も
右
の

カ
ッ
コ
で
括
っ
た
な
か
に
い
う
三
子
各
自
が
統
治
の
勅
任
を
受
け
た

対
象
領
域
を
も
つ
こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

し
か
し
、
確
か
に
対
応
は
す
る
け
れ
ど
も
、
厳
密
に
符
合
す
る
か

と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
「
任

諸
子

」

三
）は
「
勅

任
三
子

」

﹇
書
六
﹈
に
対
し
て
「
勅
」
を
欠
き
、「
三
子
」
を
「
諸
子
」
と
す

る
な
ど
明
確
な
違
い
が
あ
る
。﹇
書
六
﹈
を
ひ
き
継
ぐ
の
で
あ
れ
ば
、

﹇
書
十
一
﹈
の
「
伊

諾
尊
勅

任
三
子

」
の
よ
う
に
主
語
を
含
め

全
く
同
じ
表
現
を
と
る
こ
と
さ
え
あ
り
得
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

結
果
と
し
て
そ
う
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、

む
し
ろ
そ
の
表
現
を
積
極
的
に
回
避
し
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
父
母
」
を
主
語
に
立
て
る
と
お
り
第
五
段
の
﹇
本
伝
﹈
を
基
本
的

に
ひ
き
継
い
で
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
た
と
え
主
語
を
置
き
換
え
る
に

せ
よ
、﹇
書
六
﹈
の
「
勅

任
三
子

」
以
下
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
採

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
﹇
本
伝
﹈
を
ひ
き
継
ぐ
基
本
に
支
障
を
来
た
し

か
ね
な
い
。
だ
い
一
、
展
開
の
全
く
違
う
所
伝
同
士
を
、
さ
な
が
ら

木
に
竹
を
接
ぐ
よ
う
に
接
合
す
る
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ
る
。
そ
の

無
理
を
、
文
脈
上
の
整
合
を
は
か
り
な
が
ら
緩
和
す
る
上
に
、「
勅
」

を
除
い
て
「
任
」
に
、
ま
た
「
三
子
」
と
い
う
限
定
を
外
し
て
「
諸

子
」
に
、
さ
ら
に
統
治
か
ら
所
有
に
分
治
の
内
容
を
改
変
し
て
「
各

有

其
境

」
に
そ
れ
ぞ
れ
﹇
書
六
﹈
と
は
距
離
を
置
く
か
た
ち
を
と

る
に
至
っ
た
も
の
と
み
る
の
が
恐
ら
く
自
然
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
し
か
し
﹇
書
六
﹈
の
枠
組
み
を
襲
用
し
て
い
る
以

上
、﹇
書
六
﹈
離
れ
は
、
そ
の
枠
組
み
に
「
父
母
」
を
組
み
込
む
た

め
の
巧
妙
か
つ
効
果
的
な
便
法
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
所
伝
の
展

開
の
上
で
は
、「
父
母
」
の
も
つ
意
味
は
極
め
て
重
い
。
な
に
よ
り

第
五
段
﹇
本
伝
﹈
に
「
伊

諾
尊
・
伊

尊
共
議
曰
、
吾
已
生

大
八
洲
国
及
山
川
草
木
。」
と
い
う
こ
の
世
界
の
も
ろ
も
ろ
を
生
み

な
し
た
上
に
、「
光
華
明
彩
、
照

徹
於
六
合
之
内
。」
と
い
う
日
神

お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
月
神
を
生
み
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
天
上
の
支
配

を
命
じ
た
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
「
父
母
」
で
あ
る
。
天
照
大
神
が
口

に
す
る
「
夫
父
母
任

諸
子
、
各
有

其
境
。」
は
、
だ
か
ら
み
ず
か

ら
担
う
高
天
原
の
統
治
を
、
こ
の
「
父
母
」
の
任
命
に
由
来
す
る
絶

対
不
可
侵
の
聖
業
と
し
て
そ
の
始
源
に
遡
っ
て
確
認
し
正
統
化
す
る
。

い
わ
ば
、
世
界
創
造
の
原
初
か
ら
続
く
正
統
の
系
譜
に
、
天
照
大
神

じ
し
ん
が
高
天
原
の
統
治
を
位
置
づ
け
る
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
天
照
大
神
は
も
は
や
﹇
書
六
﹈
が
つ
た
え
る

「
祓
除
」
に
よ
っ
て
化
生
し
た
神
な
ど
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
高
天

原
統
治
も
伊

諾
尊
一
神
の
「
勅
任
」
に
よ
る
の
で
も
な
い
。「
父

母
」
の
存
在
は
、
か
れ
ら
が
原
理
と
し
た
「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
必

然
的
に
天
照
大
神
も
よ
っ
て
立
つ
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
そ
の
高
天

原
の
統
治
も
ま
た
、
お
の
ず
か
ら
同
じ
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
原
理
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と
す
る
で
あ
ろ
う
。
天
照
大
神
の
統
治
に
伴
い
、
高
天
原
を
中
心
と

す
る
原
理
が
前
面
に
せ
り
出
す
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
こ
の
あ
と

「
誓
約
」
を
め
ぐ
っ
て
生
ま
れ
た
五
男
神
を
天
照
大
神
が
わ
が
子
と

し
、
ま
た
そ
の
第
一
子
の
名
に
「
勝
」
を
冠
す
る
こ
と
な
ど
に
、
原

理
と
し
て
の
「
尊
卑
先
後
之
序
」
の
確
か
な
あ
ら
わ
れ
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
点
で
は
、
天
照
大
神
に
よ
る
高
天
原
の
統
治
原
理

を
「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
結
び
つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
か
の
「
父
母
」

の
最
大
の
役
割
で
あ
っ
た
ろ
う
。
前
段
か
ら
の
ひ
き
継
ぎ
と
い
う
点

で
は
、
第
五
段
の
﹇
書
六
﹈
が
つ
た
え
る
分
治
勅
任
の
枠
組
み
を
基

に
、
そ
の
天
照
大
神
に
よ
る
高
天
原
の
統
治
に
、﹇
本
伝
﹈
の
「
尊

卑
先
後
之
序
」
を
原
理
と
す
る
「
父
母
」
を
結
び
つ
け
て
成
り
立
つ

は
ず
で
あ
る
。

八
、「
父
母
」
の
厳
勅
と
素
戔
嗚
尊

そ
の
「
父
母
」
に
対
し
て
結
果
的
に
背
く
あ
り
か
た
を
、
直
接
の

背
命
と
し
て
明
示
的
に
表
す
の
が
、
く
だ
ん
の
一
節
に
つ
づ
く

三
）

の
「
如
何
棄

置
当

就
之
国

（
而
敢
窺

此
処

乎
）」
と
い
う
一

句
で
あ
る
。
こ
の
「
当

就
之
国
」
に
は
第
六
段
﹇
本
伝
﹈
の
冒
頭

に
「
於

是
、
素
戔
嗚
尊
請○

曰
、
吾
今
奉

教
、
将

就

根
国
。」
と

つ
た
え
る
一
節
の
傍
線
部
が
通
じ
る
。
し
か
も
素
戔
嗚
尊
が
み
ず
か

ら
「
請
」
う
か
た
ち
を
と
る
こ
の
一
節
に
は
、
後
の
展
開
の
な
か
で

前
掲

３
）の
と
お
り
素
戔
嗚
尊
の
弁
明
に
「
但
父
母
已
有

厳
勅
、

将

永
就

乎
根
国
。」
と
い
う
一
節
が
対
応
し
、
傍
線
部
は
表
現
の

細
部
に
至
る
ま
で
一
致
す
る
。

こ
う
し
た
対
応
上
、「
当

就
之
国
」
と
は
、「
父
母
」
が
「
厳
勅
」

に
よ
り
素
戔
嗚
尊
を
放
逐
し
た
先
の
根
国
を
指
す
。
こ
れ
も
先
行
す

る
第
五
段
を
ひ
き
継
い
で
い
る
の
で
、
ど
れ
が
該
当
す
る
の
か
を
み

る
に
、
天
照
大
神
の
発
言
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、﹇
書
六
﹈
を
結
ぶ

最
後
の
「
伊

諾
尊
悪
之
曰
、
可

以
任

情
行

矣
。
乃
逐
之
。」
と

い
う
一
節
は
外
れ
る
。「
父
母
」
を
手
懸
り
に
、
む
し
ろ
﹇
本
伝
﹈

に
「
故
其
父
母
二
神
勅

素
戔
嗚
尊
、
汝
甚
無
道
、
不

可

以
君

臨

宇
宙
、
固
当

遠
適

之
於
根
国

矣
。
遂
逐
之
。」
と
い
う
「
父
母
」

の
厳
し
い
内
容
の
「
勅
」
に
そ
く
し
て
素
戔
嗚
尊
に
「
厳
勅
」
と
い

わ
せ
て
も
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
こ
の
点
も
勘
案
し
て
や
は
り
こ
の

﹇
本
伝
﹈
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
み
な
す
の
が
自
然
で
あ
る
。

文
脈
上
も
、「
夫
父
母
既
任

諸
子
、
各
有

其
境
。」
を
受
け
、
こ

の
「
父
母
」
に
よ
る
根
国
放
逐
と
い
う
「（
厳
）
勅
」
の
処
分
を
受

け
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
従
う
以
外
の
行
為
、
す
な
わ
ち
高
天
原
来

訪
を
、
天
照
大
神
が
「
棄

置
当

就
之
国

」
と
受
け
と
め
た
と
し

て
も
、
な
ん
ら
過
剰
な
反
応
で
も
な
く
齟
齬
も
な
い
。
た
だ
し
、
そ

れ
に
は
若
干
注
釈
を
必
要
と
す
る
。
た
と
え
ば
、「
獄
令
」（
第
廿
九
。

11
）
は
流
罪
あ
る
い
は
移
郷
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
「
如
有

妄
作

逗

留
、
私
還
及
逃
亡
者
、
随
即
申

太
政
官
。」
と
い
う
妄
り
に
逗
留
す

る
こ
と
、
私
に
帰
還
す
る
こ
と
及
び
逃
亡
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
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場
合
の
太
政
官
へ
の
報
告
義
務
を
定
め
て
い
る
。
放
逐
を
こ
れ
ら
流

罪
や
移
郷
と
同
列
に
は
扱
え
な
い
が
、
配
所
へ
の
移
送
（
の
前
、
途

中
、
後
）
に
際
し
て
発
生
す
る
犯
罪
の
一
般
的
な
事
例
だ
け
に
、
素

戔
嗚
尊
の
高
天
原
来
訪
に
そ
の
い
ず
れ
か
と
の
か
か
わ
り
を
天
照
大

神
が
想
定
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
、
と
い
う
以
上
に
ま
ず
は
そ
の
可

能
性
を
疑
う
こ
と
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
点
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
て
も
、
や
は
り
、
高
天
原
へ
の
来
訪

を
た
だ
ち
に
「
棄

置
当

就
之
国

」
と
受
け
と
め
た
こ
と
は
、
尋

常
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
脈
上
は
そ
の
受
け
と
め

方
が
む
し
ろ
必
然
的
で
あ
る
と
い
う
の
も
、「
夫
父
母
既
任

諸
子
、

各
有

其
境
。」
と
い
う
こ
の
一
節
を
前
提
と
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。「
諸
子
」
と
は
、
伊

諾
尊
・
伊

尊
を
「
父
母
」
と
す

る
子
の
う
ち
、
さ
き
に
言
及
し
た
と
お
り
第
五
段
﹇
書
六
﹈
に
伊

諾
尊
に
よ
る
分
治
の
勅
任
を
受
け
た
と
つ
た
え
る
三
子
が
そ
れ
に
当

た
る
。
そ
の
か
た
ち
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り
こ
の
一

節
で
は
、
勅
任
を
「
任
」
に
、
分
治
を
「
各
有

其
境

」
に
そ
れ
ぞ

れ
改
め
る
と
共
に
、「
父
母
」
を
そ
の
主
体
と
す
る
。
天
照
大
神
は
、

こ
の
一
節
に
よ
り
、
み
ず
か
ら
高
天
原
を
領
有
・
統
治
す
る
現
今
の

秩
序
や
体
制
の
正
当
・
正
統
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
謂
当

有

奪

国
之
志

」
と
疑
う
素
戔
嗚
尊
に
対
し
て
も
、
同
じ
「
諸

子
」
の
一
人
と
し
て
「
父
母
」
が
命
じ
た
根
国
放
逐
の
「
勅
」
に
従

う
責
め
を
負
う
も
の
と
す
る
認
識
を
当
然
も
つ
。
そ
し
て
こ
の
一
節

を
基
に
、
論
理
的
に
は
そ
の
内
容
を
楯
に
、
素
戔
嗚
尊
の
そ
の
責
め

を
負
う
「
勅
」
に
対
す
る
違
背
を
厳
し
く
問
い
質
す
言
葉
が
、
す
な

わ
ち
「
如
何
棄

置
当

就
之
国

」
で
あ
る
。
こ
れ
を
、「
勅
」
に
対

す
る
違
背
の
う
ち
で
も
、
不
服
従
、
不
履
行
と
い
う
点
に
そ
く
し
て

消
極
的
な
側
面
だ
と
す
れ
ば
、
他
の
所
有
、
統
治
す
る
領
域
を
奪
取

す
る
と
い
う
積
極
的
な
側
面
を
、「
而
」
の
連
接
す
る
も
う
一
方
の

「
窺

此
処

」
が
表
す
。「
夫
父
母
既
任

諸
子

」
以
下
の
展
開

を
う
け
、
右
の
よ
う
に
「
棄

置
当

就
之
国

」
と
セ
ッ
ト
の
関
係

に
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
さ
き
に
対
応
を
指
摘
し
た
「
謂
当

有

奪

国
之
志

」
と
は
、
も
は
や
内
実
を
異
に
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
の
異
な
り
を
も
た
ら
す
最
大
の
要
因
が
「
父
母
」
へ
の
言

及
で
あ
る
。九

、
素
戔
嗚
尊
の
弁
明

す
で
に

三
）と

３
）を
つ
き
合
わ
せ
た
な
か
に
明
ら
か
だ
が
、
こ
の

天
照
大
神
の
嫌
疑

に
対
応
す
る

素
戔
嗚
尊
の
弁
明

も
、
同

じ
よ
う
に
「
父
母
」
に
言
及
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
委
細
に
み
る

と
、
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
展
開
や
構
成
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
次
頁
の
表
で
あ
る
。

表
に
は
、「
父
母
」
に
関
連
し
た
一
節
を
中
に
挟
ん
で
前
掲

天
照

大
神
の
嫌
疑

を
三
段
に
分
け
た
段
落
分
け
に
そ
く
し
て

素
戔
嗚

尊
の
弁
明

も
三
段
に
分
け
て
い
る
が
、
構
成
お
よ
び
そ
の
三
段
の
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展
開
に
顕
著
な
対
応
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
、

表
中
の

嫌
疑

の
欄
の
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
な
か
に
表
現
す
る
「
当

有

奪

国
之
志

」
や
「
敢
窺

此
処

」
な
ど
の
前
述
の
と
お
り

「
謀
反
」
に
当
た
る
罪
に
関
連
し
た
記
述
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る

も
の
が

弁
明

に
一
切
な
い
。
い
わ
ば

嫌
疑

を
構
成
す
る
そ

の
最
も
核
心
的
な
部
分
に
関
し
て
は
、

弁
明

は
わ
ず
か
に
「
吾

元
無

黒
心

」
と
応
じ
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の
が
、
表
中
の

弁

明

の
欄
の
第
三
段
末
に
（
以
下
略
）
と
し
て
省
略
し
た
一
節
で
あ

る
。
高
天
原
来
訪
の
目
的
を
素
戔
嗚
尊
じ
し
ん
が
明
確
に
か
た
る
。

ま
ず
は
そ
の
一
節
を
次
に
示
す
。

如
不

与

姉
相
見
、
吾
何
能
敢
去
。
是
以
、
跋

渉
雲
霧
、
遠

自
来
參
。
不

意
、
阿
姉
翻
起

厳
顔
。

表
の
対
応
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、「
父
母
」
の
講
じ
た
措
置
を
表
し

た
第
二
段
を
承
け
、
そ
の
「
勅
」
に
従
い
就
く
べ
き
根
国
を
棄
て
置

い
て
い
る
こ
と
を
責
め
る

嫌
疑

に
対
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
措
置

に
従
っ
た
行
動
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
と
反
論
す
る

弁
明

が
、

続
く
第
三
段
で
は
対
応
す
る
。

弁
明

は
、「
将

永
就

乎
根

国

」
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
こ
と
の
実
現
に
必
要
な
条
件
が
か
な

わ
な
い
場
合
（「
如
不

与

姉
相
見

」）
を
仮
定
し
、
そ
の
帰
結

（「
吾
何
能
敢
去
」）
を
い
う
。
条
件
に
挙
げ
た
「
与

姉
相
見
」
は
、

高
天
原
来
訪
の
目
的
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
条
件
が
か
な
わ
な
い

場
合
に
は
、「
父
母
」
の
「
厳
勅
」
す
ら
違
背
す
る
こ
と
も
辞
さ
な

い
と
い
う
表
現
に
、
素
戔
嗚
尊
の
決
意
・
覚
悟
の
ほ
ど
は
明
ら
か
だ

し
、
だ
か
ら
こ
そ
以
下
に
そ
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
託
し
て
高
天
原

来
訪
を
「
是
以
、
跋
渉
雲
霧
、
遠
自
来
參
。」
と
こ
と
さ
ら
表
現
し

た
に
相
違
な
い
。

こ
の
素
戔
嗚
尊
の

弁
明

に
、
も
と
よ
り
非
な
ど
あ
ろ
う
は
ず

が
な
い
。
振
り
か
え
れ
ば
、
高
天
原
来
訪
を
申
し
出
た
そ
の
そ
も
そ

も
の
始
め
に
つ
た
え
る
素
戔
嗚
尊
の
言
葉
に
、
こ
の

弁
明

は
重

な
る
。
両
者
を
対
比
し
て
示
せ
ば
次
の
と
お
り
。

（
当
初
）

吾
今
奉

教
、
将

就

根
国
。
故
欲

暫
向

高
天

原
、
与

姉
相
見
而
後
永
退

矣
。

弁
明

但
父
母
已
有

厳
勅
、
将

永
就

乎
根
国
。
如
不

与

姉
相
見
、
吾
何
能
敢
去
。

素
戔
嗚
尊
の
申
し
出
（
原
文
は
「
請
」）
を
、
直
後
に
「
勅
許
之
」

天
照
大
神
の
嫌
疑

素
戔
鳴
尊
の
弁
明

吾
弟
之
来
、
豈
以

善
意

乎
。

（
謂
当

有

奪

国
之
志

）

吾
元
無

黒
心
。

夫
父
母
既
任

諸
子
、
各
有

其
境
。

但
父
母
已
有

厳
勅
。

如
何
棄

置
当

就
之
国

（
而

敢
窺

此
処

乎
）、

将

永
就

乎
根
国
。

（
以
下
略
）
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し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
い
わ
ば
お
墨
付
き
を
得
て
い
る
以
上
、
天
照

大
神
の

嫌
疑

も
、
こ
と
高
天
原
来
訪
に
関
す
る
限
り
は
、
こ
の

弁
明

の
前
に
ほ
と
ん
ど
解
消
す
る
に
至
る
。
そ
う
し
て

弁

明

以
前
に
天
照
大
神
が
当
初
い
だ
い
た

嫌
疑

に
代
っ
て
、
す

な
わ
ち
高
天
原
来
訪
と
い
う
直
接
行
動
の
か
た
ち
を
と
り
、
そ
れ
だ

け
に
現
実
的
に
対
処
が
可
能
な
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
素
戔
嗚
尊

と
い
う
こ
の
神
の
本
質
に
根
ざ
す
問
題
が
改
め
て
浮
上
す
る
。
と
り

わ
け

弁
明

の
冒
頭
に
訴
え
る
「
吾
無

黒
心

」
が
、

嫌
疑

の
核
心
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
と
な
る
。

少
し
迂
遠
の
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
を
見
極
め
る
上
に
参

考
と
な
る
例
に
、
日
本
書
紀
（
巻
第
十
二
）
履
中
天
皇
即
位
前
紀
が

つ
た
え
る
瑞
歯
別
皇
子
（
後
の
反
正
天
皇
）
に
関
す
る
所
伝
が
あ
る
。

皇
子
は
、
兄
の
太
子
（
後
の
履
中
天
皇
）
殺
害
を
企
ん
で
下
の
兄
の

仲
皇
子
が
挙
兵
し
た
事
件
に
か
ら
ん
で
共
犯
を
疑
わ
れ
る
。
難
を
逃

れ
た
太
子
の
も
と
を
尋
ね
詣
で
た
際
、「
然
太
子
疑

弟
王
之
心

而

不

喚
」
と
い
う
太
子
に
、
弟
王
（
皇
子
）
は
謁
見
を
求
め
る
。

時
瑞
歯
別
皇
子
令

謁
曰
、「
僕
無

黒
心
。
唯
愁

太
子
不

在

而
参
赴
耳
。」
爰
太
子
伝
告

弟
王

曰
「
我
畏

仲
皇
子
之
逆
、

独
避
至

於
此
。
何
且
非

疑

汝
耶
。
其
仲
皇
子
在
之
、
独
猶

為

我
病
。
遂
欲

除
。
故
汝
寔
勿

異
心
、
更
返

難
波

而
殺

仲
皇
子
。
然
後
、
乃
見
焉
。」

皇
子
は
素
戔
嗚
尊
と
同
じ
よ
う
に
、「
僕
無

黒
心

」
と
主
張
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
太
子
は
仲
皇
子
の
反
逆
に
加
担
し
て
い
る
こ
と
を

疑
い
、「
汝
寔
勿

異
心
、
更
返

難
波

而
殺

仲
皇
子
。」
と
無
実
を

証
明
す
る
た
め
に
仲
皇
子
を
殺
す
よ
う
求
め
、
そ
の
後
に
「
見
」
に

応
じ
よ
う
と
告
げ
る
。「
無

黒
心

」
や
「
勿

異
心

」
な
ど
を
証

す
た
め
、
皇
子
の
ば
あ
い
、
太
子
の
不
在
に
は
急
ぎ
馳
せ
参
じ
、
反

逆
の
首
謀
者
を
殺
す
な
ど
の
行
動
に
出
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
忠
誠

を
示
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
皇
子
は

策
略
を
使
っ
て
仲
皇
子
に
仕
え
る
隼
人
の
刺
領
巾
に
主
君
を
殺
さ
せ

た
あ
と
、
太
子
と
の
「
見
」
を
か
な
え
る
。

素
戔
嗚
尊
の
当
初
め
ざ
し
た
「
与

姉
相
見
」
と
い
う
目
的
は
、

高
天
原
来
訪
と
同
時
に
か
な
え
た
か
に
み
え
た
が
、
し
か
し
そ
の
実
、

当
の
天
照
大
神
の
厳
し
い

嫌
疑

を
受
け
る
。
天
照
大
神
が
「
素

知

其
神
暴
悪
、
至

聞

来
訪
之
状
、
乃
勃
然
而
驚
。」
と
受
け
と
め

た
こ
と
に
よ
る
。
右
の
仲
皇
子
の
反
逆
、
挙
兵
の
折
も
折
、
避
難
先

ま
で
参
赴
し
た
瑞
歯
別
皇
子
と
の
謁
見
を
拒
絶
し
た
太
子
も
「
何
且

非

疑

汝
耶
」
と
疑
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
右
に
引
用
し
た
直
後
に

続
く
一
節
の
な
か
で
皇
子
が
「
臣
雖

知

其
逆
、
未

受

太
子
命

之
。
故
独
慷
慨
之
耳
。
今
既
被

命
。
豈
難

於
殺

仲
皇
子

乎
。」

と
決
意
を
述
べ
る
。「
被

命
」
の
後
は
じ
め
て
「
殺

仲
皇
子

」
を

実
行
で
き
る
と
す
る
こ
の
皇
子
の
言
葉
に
、
兄
弟
と
は
い
え
、
主
君

を
絶
対
者
と
仰
ぐ
臣
下
の
立
場
は
あ
か
ら
さ
ま
で
あ
る
。
そ
の
立
場

上
、
仲
皇
子
を
殺
す
こ
と
は
「
命
」
の
実
践
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
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同
時
に
臣
下
と
し
て
要
請
さ
れ
る
忠
誠
を
示
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
の
皇
子
と
同
じ
く
「
無

黒
心

」
を
訴
え
る
素
戔
嗚
尊
に
し
て

も
、
そ
の
訴
え
じ
た
い
、
姉
弟
と
い
う
肉
親
の
関
係
以
上
に
、
臣
下

の
自
覚
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
皇
子
が
そ
の
自
覚
を
も
と
に

「
被
命
」
に
よ
り
仲
皇
子
を
殺
し
て
忠
誠
を
証
し
た
よ
う
に
、
そ
う

訴
え
る
以
上
は
、
た
と
え
「
父
母
已
有

厳
勅
。
将

永
就

乎
根
国
。

如
不

与

姉
相
見
、
何
能
敢
去
。」
と
力
説
し
た
と
こ
ろ
で
、
所
詮

は
申
し
開
き
や
言
い
訳
け
の
域
を
出
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
と
は
別

に
、
訴
え
そ
の
も
の
に
そ
く
し
た
証
し
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

嫌
疑

に
対
応
す
る

弁
明

か
ら
、

弁
明

そ
れ
じ
た
い
の

問
題
に
転
じ
て
、
素
戔
嗚
尊
の
そ
の

弁
明

の
真
実
性
を
質
す
方

向
に
所
伝
は
展
開
す
る
。
天
照
大
神
の

嫌
疑

を
め
ぐ
る
い
わ
ば

第
二
幕
と
も
い
う
べ
き
そ
の
展
開
の
主
題
が
、
忠
誠
の
証
し
で
あ
る
。

冒
頭
、
天
照
大
神
は
素
戔
嗚
尊
に
次
の
よ
う
に
問
う
。

天
照
大
神
復
問
曰
「
若
然
者
、
将
何
以
明

爾
之
赤
心

也
。」

こ
の
問
い
の
核
心
に
「
赤
心
」、
す
な
わ
ち
「
赤
心
は
清
明
の
心
。

天
照
大
神
に
対
す
る
忠
誠
心
。」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
当
該

頭
注
九
）
が
あ
り
、
前
掲
履
中
天
皇
紀
の
一
節
に
太
子
が
瑞
歯
別
皇

子
に
求
め
た
と
つ
た
え
る
「
汝
寔
勿

異
心
、
更
返

難
波

而
殺

仲

皇
子
。」
と
い
う
仲
皇
子
の
殺
害
に
通
じ
る
忠
誠
の
証
し
を
天
照
大

神
が
迫
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
素
戔
嗚
尊
が
こ
れ
に
こ
た
え
て
「
請
与

姉
共
誓
」
と
申
し
出
る
。
こ
う
し
て
両
者
の
「
誓
約
（
う
け
ひ
）」

を
め
ぐ
る
所
伝
が
以
下
に
展
開
す
る
。

十
、「
誓
約
」
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
と
そ
の
問
題

日
本
書
紀
が
つ
た
え
る
こ
の
「
誓
約
」
お
よ
び
関
連
す
る
所
伝
に

つ
い
て
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
旧
稿
Ａ
に
す
で
に
考
察
し
た
結
果
を
ま

と
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
旧
稿
も
同
様
だ
っ
た
が
、「
誓
約
」

じ
た
い
に
論
点
を
集
中
さ
せ
る
論
考
が
大
半
で
あ
っ
て
、
右
の
素
戔

嗚
尊
の
申
し
出
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
じ
た
い
ほ
と
ん
ど
管
見
に
は

入
ら
な
い
。
古
事
記
に
も
、
ほ
ぼ
あ
い
通
じ
る
所
伝
の
な
か
に
同
じ

須
佐
之
男
命
の
申
し
出
た
「
各
宇
気
比
而
生

子
」
と
い
う
一
句
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
関
し
た
研
究
成
果
も
や
は
り
乏
し
い
。
念

の
た
め
先
学
の
論
説
を
挙
げ
れ
ば
、
菅
野
雅
雄
氏
「
天
安
河
の
ウ
ケ

ヒ
小
考
」（
西
宮
一
民
編
『
上
代
語
と
表
記
』
平
成
十
二
年
十
月
。

お
う
ふ
う
）
は
、
次
の
よ
う
に
問
題
を
指
摘
し
、

事
の
発
端
は
、
須
佐
之
男
命
の
「
邪
心
」
の
有
無
の
判
定
に
あ

り
、
須
佐
之
男
命
が
子
を
成
し
て
己
れ
の
「
邪
心
無
き
こ
と
」

を
証
す
る
必
要
は
あ
っ
て
も
、
そ
し
て
「
邪
心
無
き
こ
と
」
が

勝

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
に
し
て
も
、
天
照
大
御
神

は
何
も
証
す
る
こ
と
は
無
く
、
子
を
成
す
必
要
も
無
い
の
で
あ

る
。（
69
頁
）

「
ウ
ケ
ヒ
」
の
検
討
を
通
し
て
「
二
神
が
取
り
決
め
る
の
は
『
各
宇

気
比
而
生

子
』
で
は
な
く
、『
而
』
を
省
い
て
『
宇
気
比
生
ま
む
』

143 記紀の所伝成立をめぐる相関



で
よ
く
、
須
佐
之
男
命
の
言
う
言
葉
と
し
て
『
宇
気
比
生
れ
よ
』
で

よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。」（
72
頁
）
と
説
く
。「
邪
心
」
の
有
無
の
判

定
、
あ
る
い
は
「
邪
心
」
無
き
こ
と
の
証
明
な
ど
は
須
佐
之
男
命
に

必
要
で
は
あ
っ
て
も
、
天
照
大
御
神
に
は
必
要
で
は
な
く
、
だ
か
ら

本
文
ま
で
須
佐
之
男
命
だ
け
の
「
ウ
ケ
ヒ
」
を
想
定
す
る
と
い
う
徹

底
し
た
立
場
だ
が
、
こ
れ
で
は
、
く
だ
ん
の
一
句
の
解
釈
ど
こ
ろ
か
、

そ
の
前
に
思
考
停
止
に
陥
っ
て
い
る
に
等
し
い
。
一
方
で
は
、
寺
川

眞
知
夫
氏
「
第
三
節

須
佐
之
男
命
の
性
格
と
『
う
け
ひ
』」（『
古

事
記
神
話
の
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
三
月
。
塙
書
房
）
が
「
天
照
大

御
神
を
も
巻
き
込
ん
で
『
う
け
ひ
』
を
す
る
よ
う
誘
う
。」
と
前
置

き
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
問
題
を
掲
げ
て
も
い
る
。

須
佐
之
男
命
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
悪
意
が
働
い
た
と
の
設
定

な
の
か
、
天
照
大
御
神
に
子
を
生
み
な
さ
せ
る
た
め
の
設
定
な

の
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。（

頁
）

前
置
き
の
「
天
照
大
御
神
を
も
巻
き
込
ん
で
」
と
い
う
表
現
に
見
合

う
の
は
、
二
つ
の
設
定
の
う
ち
の
前
者
に
い
う
「
須
佐
之
男
命
の
ト

リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
悪
意
が
働
い
た
と
の
設
定
」
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。

寺
川
氏
は
後
に
「
姉
天
照
大
御
神
を
裁
判
的
な
『
う
け
ひ
』
に
引
き

込
み
」（

頁
）
と
説
く
。
し
か
し
そ
の
「
裁
判
的
な
『
う
け
ひ
』」

の
例
と
し
た
日
本
書
紀
応
神
天
皇
九
年
四
月
条
が
つ
た
え
る
「
盟
神

探
湯
」
は
、
た
し
か
に
「
武
内
宿
禰
が
弟
甘
美
内
宿
禰
に
讒
言
さ
れ
、

潔
白
を
証
明
す
る
た
め
に
二
人
で
」
行
い
、
そ
の
か
ぎ
り
「
こ
の
よ

う
に
裁
判
で
の
『
う
け
ひ
』
は
原
告
・
被
告
双
方
が
『
う
け
ひ
』
を

し
、
勝
ち
負
け
が
判
断
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。」（
同
頁
）
と
し
て
も
、

こ
の
原
文
は
「
天
皇
則
推

問
武
内
宿
禰
与

甘
美
内
宿
禰
。
於

是
、

二
人
各
堅
執
而
争
之
。
是
非
難

決
。
天
皇
勅
之
、
令

請

神
祇

探

湯
。」
と
二
人
を
争
い
の
当
事
者
と
す
る
。
天
照
大
御
神
は
、
も
と

よ
り
こ
う
し
た
争
い
の
対
等
な
当
事
者
で
は
な
い
。
い
か
に
「
須
佐

之
男
命
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
悪
意
」
を
働
か
せ
よ
う
に
も
、
当
事

者
で
も
な
い
者
を
「
裁
判
的
な
『
う
け
ひ
』
に
引
き
込
」
む
よ
う
な

ト
リ
ッ
ク
に
、
天
照
大
御
神
が
乗
っ
て
く
る
と
は
考
え
難
い
。

右
に
採
り
あ
げ
た
先
学
の
研
究
に
こ
と
さ
ら
異
を
称
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
く
だ
ん
の
一
句
に
関
連
す
る
か
ぎ
り
、
ほ
と
ん
ど

参
考
と
は
な
し
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
か
の
一
句
の
占
め
る
重
要
な

位
置
や
意
義
に
、
十
分
配
慮
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
先
学
の
論
考
の

多
く
が
、
問
題
と
す
ら
し
な
い
。
た
と
え
ば
毛
利
正
守
氏
「
ア
マ
テ

ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
誓
約
」（
吉
井
巌
編
『
記
紀
万
葉
論
叢
』（
平
成

四
年
五
月
。
塙
書
房
）
は
「
本
稿
で
は
こ
の
ウ
ケ
ヒ
神
話
を
、
古
事

記
の
所
伝
を
中
心
に
、
書
紀
の
本
文
と
一
書
の
異
伝
を
も
合
わ
せ
、

全
体
的
・
総
合
的
に
眺
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。」（
９
頁
）
と
断
っ

た
上
で
、
古
事
記
の
「
宇
気
比
神
話
で
、
ま
ず
検
討
を
要
す
る
の
は
、

次
の
如
き
諸
点
」
と
し
て
都
合
五
点
の
問
題
点
を
挙
げ
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
日
本
書
紀
の
対
応
す
る
﹇
本

伝
﹈
や
各
一
書
の
記
述
を
参
照
・
比
較
し
、
先
学
の
研
究
成
果
も
十
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分
踏
ま
え
な
が
ら
展
開
す
る
論
考
に
は
説
得
力
も
あ
る
反
面
、
問
題

の
立
て
方
じ
た
い
に
ま
ず
疑
い
を
禁
じ
得
な
い
。

当
面
す
る
か
の
一
句
に
関
連
し
て
一
つ
だ
け
挙
げ
れ
ば
、
五
点
の

問
題
の
う
ち
の
第
一
「
イ

宇
気
比
に
当
た
っ
て
、
予
め
、
判
定
基

準
と
な
る
べ
き
こ
と
ば
を
持
た
な
い
こ
と
。」
で
は
、「
予
め
の
判
定

基
準
即
ち
前
提
と
な
る
こ
と
ば
」（
24
頁
）
の
有
無
そ
れ
じ
た
い
を

も
っ
ぱ
ら
問
題
と
す
る
だ
け
に
終
始
す
る
が
、
天
照
大
御
神
の
「
然

者
、
汝
心
之
清
明
何
以
知
。」
と
い
う
問
い
に
、
須
佐
之
男
命
が

「
各
宇
気
比
而
生

子
」
と
答
え
た
こ
の
対
応
の
仕
方
こ
そ
重
要
で

あ
る
。「
宇
気
比
」
の
「
前
提
と
な
る
こ
と
ば
を
欠
く
」（
同
頁
）
と

い
っ
た
視
点
か
ら
は
欠
落
し
て
し
ま
う
須
佐
之
男
命
の
意
図
、
そ
れ

を
寺
川
眞
知
夫
氏
は
前
述
の
と
お
り
「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
悪
意
」

に
結
び
つ
け
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
意
図
に
と
も
な
う
二

つ
の
点
、
す
な
わ
ち
「
宇
気
比
」
の
前
提
条
件
に
言
及
し
な
い
点
が

一
つ
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
「
各
」
と
天
照
大
御
神
に
各
自
が
「
宇

気
比
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
あ
い

ま
っ
て
須
佐
之
男
命
の
対
応
を
決
定
づ
け
て
い
る
こ
と
を
む
し
ろ
重

視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
須
佐
之

男
命
が
前
提
条
件
を
な
ん
ら
設
定
し
な
い
自
由
に
置
き
、
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
宇
気
比
」
の
結
果
に
言
い
分
を
称
え
る
余
地
を
残

し
た
と
み
る
旧
稿
Ｅ
（「
大
気
都
比
売
神
の
被
殺
関
連
神
話
の
成
り

立
ち
」『
京
都
語
文
』
第
18
号
。

頁
。
平
成
23
年
11
月
）
が
あ
る
。

十
一
、﹇
本
伝
﹈
の
「
誓
約
」
の
実
態

さ
て
、
こ
こ
で
本
題
に
戻
る
と
し
て
、
古
事
記
の
「
宇
気
比
」
に

つ
い
て
論
じ
た
先
学
の
研
究
に
言
及
し
た
つ
い
で
に
、
も
う
少
し
関

連
す
る
問
題
を
探
っ
て
み
る
に
、
前
掲
毛
利
氏
の
論
考
に
「
書
紀
で

は
本
分
及
び
一
書
す
べ
て
に
渡
っ
て
、
予
め
の
判
断
基
準
即
ち
前
提

と
な
る
こ
と
ば
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
古
事
記
で
は

そ
れ
を
持
た
な
い
こ
と
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。」（
前
掲
書
24

頁
）
と
い
う
さ
き
に
も
一
部
引
用
し
た
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
古
事
記

の
「
特
色
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
松
本
直
樹
氏
「
ウ
ケ
ヒ
に
つ
い
て
の

諸
説
」（『
古
事
記
神
話
論
』。

頁
。
平
成
15
年
10
月
。
新
典
社
研

究
叢
書

）
が
「
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ス
サ
ノ
ヲ
の
ウ
ケ
ヒ
の
場
合
に
も
、

前
提
が
あ
る
の
が
基
本
的
な
形
で
あ
っ
た
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
古
事
記
は
そ
れ
を
ど
こ
か
で
落
と
し
て
し
ま
っ
た
か
、

或
る
意
図
を
も
っ
て
そ
れ
を
削
除
し
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。」
と
説
く
。
一
般
的
、
常
識
的
に
は
な
る
ほ
ど

そ
う
考
え
る
ほ
か
な
い
に
し
て
も
、
問
題
は
そ
の
先
で
あ
る
。

日
本
書
紀
の
﹇
本
伝
﹈
が
つ
た
え
る
「
誓
約
」
に
し
て
も
、
確
か

に
前
提
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
前
提
を
含
む
あ
り
方
そ
の
も
の
が
、

実
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
宿
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲

旧
稿
Ａ
（
89
頁
）
に
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
に

譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
中
川
ゆ
か
り
氏
「
日
本
書
紀
の
漢
字
・
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漢
語
選
択
の
意
識
」（『
上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

頁
。
二

〇
〇
九
年
二
月
。
塙
書
房
）
が
「
日
本
書
紀
中
の
自
ら
の
潔
白
等
を

証
明
す
る
ウ
ケ
ヒ
は
こ
の
漢
訳
仏
典
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
、『
誓
（「
誓

約
」）』
と
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
説
い
て
い
る
点
に
着
目

す
る
。
問
題
の
「
誓
約
」
は
、
中
川
氏
が
「
ヒ
ン
ト
」
と
し
た
と
お

考
え
の
漢
訳
仏
典
の
例
と
比
較
・
考
量
す
る
と
、
い
っ
そ
う
そ
の
独

自
が
際
立
つ
。
中
川
氏
所
掲
の
漢
訳
仏
典
の
例
は
つ
ご
う
四
例
、
そ

れ
を
次
に
借
用
し
て
示
す
。
番
号
、
カ
ッ
コ
内
の
説
明
語
句
、
句
読

そ
の
他
す
べ
て
中
川
氏
の
使
用
の
ま
ま
と
す
る
。
た
だ
し
、
旧
字
体

は
新
字
体
に
改
め
、
訳
経
年
は
省
く
。

24
…
（
善
友
が
）「
：
‥
何
処
行
還
」。
婦
言
、「
我
不

私

行

」。
婿
言
、「
私
与

不
私

誰
当

知

汝
」。
其
婦
懊
悩
、

啼
涙
満

目
。
即
自
呪
誓
「
我
若
私
行
、
令

汝
両
目
始
終

不

差
。
若
不

爾
者
、
使

汝
一
目
平
復
如

故
」。
作

是

願

已
、
其
夫
一
眼
目
妾
需
動
、
平
復
如

故
。（
大
方
便

仏
報
恩
経
巻
四
）

25
…
（
た
だ
一
人
の
子

を
誤
っ
て
王
に
射
殺
さ
れ
た
老
い
た

両
親
は
）
仰

天
呼
言
、「
諸
天
龍
神
山
神
樹
神
、
我
子

者
天
下
至
孝
。
是
諸
天
龍
鬼
神
所

知
」。
‥
‥
於

是
、

父
母
倶
共
誓
言
、「
若

至
孝
天
地
所

知
、
箭
当

技
出
、

毒
痛
当

除
、

応

更
生

」。
‥
‥
（
仏
説

子
経
）

26
…
（
自
ら
の
肉
を
割
い
て
施
と
し
、
そ
れ
を
悔
恨
す
る
こ
と

が
な
い
、
と
い
う
夫
人
に
対
し
て
）
天
復
答
言
、「
若
無

悔
恨
、
以

何
為

証
」。
於

是
、
夫
人
便
立

誓
言
、「
我

今
所

施
用
求

仏
道
、
無

悔
恨

者
、
令

我
女
身
変

成

男
子

」。
立

誓
已
訖
、
応
時
女
身
変
、
為

男
子
。（
菩

薩
本
行
経
巻
上
）

27
…
（
繭
の
よ
う
な
皰
（
吹
出
物
）
か
ら
生
ま
れ
た
頂
生
は
即

位
を
促
さ
れ
、
王
た
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
く
り
返

し
ウ
ケ
ヒ
で
問
う
）
頂
生
復
言
、「
若
我
有

福
、
応

為

王
者
、
国
当

就

我
。
我
不

就

国
」。
立

誓
適
竟
、
大

国
之
中
所

有
宮
殿
、
園
林
浴
池
悉
来
就

王
。（
賢
愚
経

巻
十
三
）

こ
れ
ら
の
例
を
も
と
に
、
中
川
氏
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

漢
訳
仏
典
に
し
ば
し
ば
見
え
る
ウ
ケ
ヒ
は
自
ら
の
言
葉
や
願
が

嘘
い
つ
わ
り
の
な
い
真
実
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
場
合
が

多
い
。
こ
う
し
た
ウ
ケ
ヒ
の
性
格
と
、
真
実
や
真
実
の
言
葉
が

奇
跡
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
観
念
と
が
相
ま
っ
て
、
一
貫
し
て

ウ
ケ
ヒ
が
「
誓
」（
呪
誓
）
で
書
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。（

頁
）

四
例
の
原
文
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
中
川
氏
は
要
を
尽
く
し
た
解
説
を

施
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
屋
上
に
屋
を
架
す
よ
う
な
説
明
は
避
け

る
が
、
し
か
し
そ
の
例
す
べ
て
に
つ
い
て
ま
と
め
た
右
の
見
解
に
つ

い
て
は
、
必
ず
し
も
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
原
文
に

146



た
ち
か
え
っ
て
み
る
に
、「
誓
」
に
あ
た
る
発
言
の
な
か
で
は
、
多

く
が
「
若
」
に
よ
る
仮
定
条
件
を
表
す
句
と
、
そ
の
帰
結
を
表
す
句

と
の
句
相
互
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
関
係
構
成
の
上
で

は
、
条
件
句
に
な
に
ご
と
か
知
り
た
い
真
実
も
し
く
は
願
わ
し
い
事

柄
な
ど
を
仮
定
す
る
。
も
し
仮
定
し
た
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
（
も
し

く
は
そ
れ
に
反
す
る
と
す
れ
ば
）、
そ
れ
に
対
応
す
る
事
態
が
現
に

発
生
す
る
、
も
し
く
は
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
帰
結
句
が
表
す
。
事
態

は
、
発
生
が
通
常
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
、
そ
の
意
味
で
は
超
現
実

的
な
内
容
が
通
例
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
超
現
実
的
な
事
態
の
発

生
が
、
仮
定
し
た
事
柄
の
真
実
も
し
く
は
願
い
の
実
現
な
ど
を
、
い

わ
ば
可
視
的
に
保
証
す
る
と
い
う
こ
と
、
概
ね
こ
う
し
た
点
が

「
誓
」
の
基
本
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
基
本
に
多
少
の
過
誤
は
あ
る
に
せ
よ
、
大
筋
で
は
的
を
外
し

て
い
な
い
と
し
て
、
く
だ
ん
の
﹇
本
伝
﹈
の
「
誓
約
」
の
素
性
を
質

せ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
基
本
を
大
き
く
逸
脱
し
た
、「
誓
」
と
は
似
て

非
な
る
い
か
が
わ
し
い
実
態
を
そ
こ
に
見
ざ
る
を
得
な
い
。
確
か
に
、

「
誓
約
」
に
展
開
す
る
契
機
と
な
る
天
照
大
神
の
「
若
然
者
、
将
何

以
明

爾
之
赤
心

也
。」
と
い
う
問
い
に
、
た
と
え
ば
前
掲
26
の

「
若
無

悔
恨
、
以

何
為

証
。」
な
ど
が
対
応
し
、「
誓
」
を
め
ぐ

る
大
枠
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
担
保
あ
っ
て
の
上
だ
が
、
似
て
非

な
る
そ
の
内
実
は
、
な
に
よ
り
句
相
互
の
関
係
に
著
し
い
。
そ
も
そ

も
「
如
吾
所

生
、
是
女
者
」
じ
た
い
、
か
た
ち
は
条
件
句
な
が
ら
、

問
い
が
対
応
す
る
26
を
は
じ
め
漢
訳
仏
典
の
「
誓
」
の
基
本
を
な
す

条
件
句
に
必
須
な
、
な
に
ご
と
か
知
り
た
い
真
実
も
し
く
は
願
わ
し

い
事
柄
な
ど
を
仮
定
す
る
と
い
う
要
件
を
そ
な
え
て
は
い
な
い
。
さ

ら
に
帰
結
句
と
し
て
位
置
す
る
「
則
可

以
為

有

濁
心

」
に
い
た

っ
て
は
、
同
じ
く
漢
訳
仏
典
の
「
誓
」
の
基
本
を
な
す
帰
結
句
に
通

例
の
超
現
実
的
な
事
態
の
発
生
に
な
ん
ら
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
。

も
は
や
句
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ
げ
つ
ら
う
ま
で
も
な
い
が
、

「
誓
」
の
基
本
を
大
き
く
踏
み
外
し
な
が
ら
も
、
条
件
句
の
「
如
吾

所

生
、
是
女
」、「
是
男
」
は
、
超
現
実
的
と
い
う
点
さ
え
捨
象
す

れ
ば
、
可
視
的
に
保
証
す
る
も
の
た
り
得
る
。
そ
う
し
て
可
視
的
で

あ
る
以
上
は
、
こ
れ
を
帰
結
句
と
し
、
知
り
た
い
真
実
に
当
た
る

「
有

濁
心

」
か
「
有

清
心

」
か
を
条
件
句
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

若
吾
有

濁
心

者
、
吾
所

生
、
是
女
。
若
吾
有

清
心

者
、

是
男
矣
。

右
の
よ
う
な
句
関
係
を
構
成
す
る
こ
と
も
ゆ
う
に
あ
り
得
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
仮
想
例
文
に
は
、
実
は
問
題
が
あ
る
。
天
照

大
神
の
「
将
何
以
明

爾
之
赤
心

也
」
と
い
う
問
い
で
あ
れ
ば
、

﹇
本
伝
﹈
の
右
の
二
項
対
立
の
か
た
ち
よ
り
、
天
照
大
神
を
日
神
と

す
る
な
ど
系
統
を
異
に
す
る
二
つ
の
一
書
が
つ
た
え
る
次
の
単
項
独

立
の
か
た
ち
の
ほ
う
が
適
切
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

○

若
汝
心
明
浄
、
不

有

凌
奪
之
意

者
、
汝
所

生
児
、
必

当

男
矣
。﹇
書
一
﹈
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○

汝
若
不

有

賊
之
心

者
、
汝
所

生
子
、
必
男
矣
。

﹇
書
三
﹈

し
か
も
、
こ
の
二
例
の
「
誓
約
」
で
も
、
条
件
句
で
仮
定
し
た
と
お

り
だ
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
男
の
誕
生
を
結
果
す
る
こ
と
を
帰
結
句

が
表
す
。
条
件
句
と
帰
結
句
と
の
こ
の
関
係
は
、
前
掲
漢
訳
仏
典
の

例
に
も
共
通
す
る
「
誓
」
の
基
本
的
な
一
つ
の
定
型
を
踏
む
。

そ
れ
だ
け
に
、
右
の
仮
想
例
文
じ
た
い
、
二
項
対
立
の
か
た
ち
を

と
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
二
項
対
立
の
各
項
の
あ

り
か
た
そ
の
も
の
が
「
誓
」
の
定
型
に
違
背
す
る
。
仮
想
例
文
の
も

と
に
な
っ
た
﹇
本
伝
﹈
の
例
を
、
こ
こ
で
改
め
て
示
せ
ば
、

如
吾
所

生
、
是
女
者
、
則
可

以
為

有

濁
心
。
若
是
男
者
、

則
可

以
為

有

清
心
。

条
件
句
の
仮
定
を
承
け
て
、
た
だ
ち
に
必
然
的
に
結
果
す
る
こ
と
を

帰
結
句
が
表
す
と
い
う
関
係
で
は
な
い
。
男
と
女
ど
ち
ら
を
生
む
こ

と
も
あ
り
得
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
女
な
ら
ば
、
そ
れ
が
た
だ

ち
に
必
然
的
に
「
有

濁
心

」
と
い
う
結
果
に
結
び
つ
く
の
で
は
な

く
、「
有

濁
心

」
を
「
可

以
為

」
が
対
象
と
し
、
そ
う
し
て
判

定
す
る
こ
と
を
い
う
。
念
の
た
め
一
書
の
前
掲
二
例
と
対
比
し
て
い

え
ば
、
そ
の
例
で
は
、
悪
心
（
凌
奪
之
意
、

賊
之
心
）
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
可
視
的
な
証
し
と
し
て
男
が
誕
生
す
る
と
い
う
ご
く
単
純

な
句
の
相
関
だ
が
、
上
掲
の
﹇
本
伝
﹈
の
例
の
ば
あ
い
、
男
女
の
誕

生
を
、
そ
う
し
た
可
視
的
な
証
し
と
は
せ
ず
、「
有

濁
心

」
か

「
有

清
心

」
の
い
ず
れ
か
を
判
定
す
る
そ
の
判
断
材
料
と
し
た
も

の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
そ
の
判
断
・
判
定
の
主
体
は
天
照
大
神
の
は
ず
だ
か

ら
、
素
戔
嗚
尊
が
そ
れ
を
委
ね
た
こ
と
に
な
る
。
文
脈
上
は
、「
請

与

姉
共
誓
」
を
承
け
た
展
開
の
ま
に
ま
に
、
判
断
・
判
定
す
る
よ

う
要
請
な
い
し
請
願
し
た
と
い
う
ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
が
、
も
は

や
漢
訳
仏
典
の
「
誓
」
な
ど
と
は
遠
く
か
け
離
れ
た
こ
の
「
誓
約
」

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
結
果
の
判
断
・
判
定
に
つ
い
て
事
前
に
相
手
に

請
う
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
。
敷
衍
す
れ
ば
、
交
互
に
「
誓
約
」
を

行
い
、
そ
の
結
果
の
判
定
を
事
前
に
相
手
に
請
う
と
い
う
の
が
そ
の

か
た
ち
で
あ
る
。
天
照
大
神
は
、
こ
の
「
誓
約
」
の
相
手
と
な
っ
て

も
、
結
果
の
判
定
を
素
戔
嗚
尊
に
求
め
な
か
っ
た
た
だ
そ
れ
だ
け
の

こ
と
で
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

右
の
よ
う
に
考
え
て
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、「
誓
約
」
の
相
手
に

な
る
こ
と
は
、
そ
の
結
果
を
判
断
・
判
定
す
る
役
割
を
担
う
た
め
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
誓
約
」
を
終
え
た
直
後
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
、
男
女
い
ず
れ
を
ど
ち
ら
が
生
ん
だ
か
に
一

切
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
子
の
帰
属
だ
け
を
、
天
照
大
神
は
次

の
よ
う
に
決
定
す
る
な
か
に
、

是
時
、
天
照
大
神
勅
曰
「
原

其
物
根
、
則
八
坂
瓊
之
五
百
箇

御
統
者
、
是
吾
物
也
。
故
、
彼○

五
男
神
、
悉
是
吾
児
。」
乃
取

而
子
養
焉
。
又
勅
曰
「
其
十
握
剣
者
、
是
素
戔
嗚
尊
物
也
。
故
、
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此○

三
女
神
、
悉
是
爾
児
。」
便
授

之
素
戔
嗚
尊
。

右
に
○
印
を
付
し
た
と
お
り
「
彼
五
男
神
」
と
「
此
三
女
神
」
と
を

明
確
に
使
い
分
け
る
。「
彼
」
と
「
此
」
は
、
生
ん
だ
順
の
先
後
で

は
な
く
、
天
照
大
神
を
起
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
遠
く
位
置
す
る
素
戔
嗚

尊
所
生
の
子
と
近
く
の
み
ず
か
ら
生
ん
だ
子
と
を
対
比
し
た
表
現
で

あ
る
。（
ち
な
み
に
、
古
事
記
は
先
後
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
。
後

述

頁
）。
素
戔
嗚
尊
が
五
男
神
を
生
み
、
天
照
大
神
が
三
女
神
を

生
ん
だ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
こ
の

「
勅
」
に
先
立
っ
て
、
素
戔
嗚
尊
が
五
男
神
を
生
ん
だ
と
い
う
判
定

を
、
前
述
の
と
お
り
そ
の
素
戔
嗚
尊
の
請
い
に
応
じ
た
天
照
大
神
が

下
し
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

十
二
、
一
書
の
「
誓
約
」
の
特
徴
、
日
神
の
先
食

﹇
本
伝
﹈
の
「
誓
約
」
で
は
、
そ
の
結
果
の
判
断
・
判
定
を
事
前

に
相
手
に
請
う
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
、
天
照
大
神
が
実
際
に
判
定

を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、﹇
書
一
﹈﹇
書
三
﹈
の
「
誓
約
」

の
ば
あ
い
、
前
述
の
と
お
り
条
件
句
で
仮
定
し
た
こ
と
と
帰
結
句
の

表
す
結
果
と
の
間
に
判
断
な
ど
介
在
す
る
余
地
が
な
い
。
両
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
全
く
独
自
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
た
が
い
に
つ
な
が

り
の
な
い
、
無
縁
な
関
係
か
と
い
え
ば
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
便
宜
、
一
書
の
例
を
﹇
書
一
﹈
に
代
表
さ
せ
る
と
し
て
、

こ
の
「
誓
約
」
に
は
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
そ
の

内
実
を
探
っ
て
み
る
に
、

於

是
、
日
神
共

素
戔
嗚
尊
、
相
対
而
立

誓
曰
「
若
汝
心
明

浄
、
不

有

凌
奪
之
意

者
、
汝
所

生
児
、
必
当

男
矣
。」
言

訖
、
先
食

所

帯
十
握
剣

生
児
、
号

津
島
姫
。（
中
略
）

凡
三
女
神
矣
。

こ
の
一
節
で
は
、
な
に
よ
り
日
神
の
一
方
的
な
振
る
舞
い
が
目
立
つ
。

「
誓
約
」
を
め
ぐ
っ
て
も
、
疑
う
当
の
日
神
じ
し
ん
が
そ
れ
を
ひ
と

り
提
起
し
て
た
だ
ち
に
実
行
に
移
す
。
さ
き
に
中
川
氏
が
ヒ
ン
ト
に

し
た
と
指
摘
す
る
漢
訳
仏
典
の
、
特
に
「
立

誓
」
と
い
う
か
た
ち

の
上
で
も
あ
い
通
じ
る
26
（
24
も
含
め
）
を
参
照
し
て
も
、
疑
い
を

被
っ
た
者
（
夫
人
）
が
そ
の
疑
い
を
晴
ら
す
手
段
と
し
て
そ
れ
を
行

う
よ
う
に
、
日
神
に
疑
い
を
被
っ
た
素
戔
嗚
尊
こ
そ
提
起
・
実
行
の

主
体
に
立
つ
か
た
ち
が
、
本
来
の
は
ず
で
あ
る
。

疑
う
日
神
が
「
誓
約
」
を
提
案
す
る
と
い
う
こ
の
違
例
に
伴
う
も

う
一
つ
の
一
方
的
な
あ
り
か
た
が
、
な
か
ん
ず
く
重
要
な
「
誓
約
」

の
内
容
で
あ
る
。
句
相
互
の
関
係
の
上
で
は
、
漢
訳
仏
典
の
「
誓
」

の
基
本
と
し
た
点
、
す
な
わ
ち
条
件
句
に
仮
定
し
た
事
柄
の
真
実
や

願
い
の
実
現
な
ど
を
、
可
視
的
に
保
証
す
る
こ
と
を
帰
結
句
が
表
す

と
い
う
要
件
に
か
な
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
一
方
で
、
そ
の

基
本
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
帰
結
句
に
表
す
内
容
は
発
生
す
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
超
現
実
的
な
事
態
で
あ
り
、
そ
れ
が
発
生

す
る
か
否
か
に
事
の
成
否
（
証
し
）
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
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く
だ
ん
の
「
誓
約
」
は
、
事
態
が
発
生
す
る
か
否
か
よ
り
、
む
し
ろ

発
生
す
る
事
態
（
子
を
生
む
こ
と
）
の
結
果
（
男
か
女
か
）
を
事
前

に
定
め
て
お
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
要
は
、
条
件
句
の
「
若
汝
心

明
浄
、
不

有

凌
奪
之
意

者
」
に
対
し
て
、
帰
結
句
を
「
汝
所

生

児
、
必
当

男
矣
。」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
「
男
」
を
「
女
」
に

改
め
た
と
こ
ろ
で
、
事
前
に
定
め
た
通
り
の
結
果
か
否
か
に
よ
っ
て

判
定
す
る
か
ぎ
り
、
原
理
上
、
違
い
を
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
げ
ん
に
「
汝
所

生
児
、
必
当

男
矣
」
と
い
う

断
定
的
な
こ
の
表
現
は
、
予
見
と
い
う
以
上
に
、
条
件
句
に
仮
定
す

る
こ
と
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、「
誓
」
の
行
為
（
食
）
に
よ
っ
て
生

む
子
は
必
然
的
に
男
に
相
違
な
い
と
、
い
わ
ば
結
果
に
つ
い
て
判
断

を
示
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
判
断
が
、﹇
本
伝
﹈

の
「
誓
約
」
で
は
素
戔
嗚
尊
が
提
起
し
た
そ
の
文
言
の
な
か
の
「
若

是
男
者
、
則
可

以
為

有

清
心

」
と
、
句
の
相
関
の
上
で
は
倒
逆

し
た
関
係
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
共
に

判
断
・
判
定
に
か
か
わ
り
、
前
述
の
と
お
り
﹇
本
伝
﹈
で
は
疑
い
を

被
っ
た
素
戔
嗚
尊
が
そ
れ
を
天
照
大
神
に
委
ね
て
い
る
が
、
右
の

﹇
書
一
﹈
は
日
神
じ
し
ん
が
そ
れ
を
示
す
。
疑
う
者
が
「
誓
約
」
の

結
果
を
め
ぐ
る
判
断
・
判
定
に
関
与
す
る
点
に
い
た
る
ま
で
両
者
は

共
通
す
る
一
方
で
、
疑
い
を
被
っ
た
者
が
「
誓
」
を
提
案
・
実
行
す

る
前
述
の
漢
訳
仏
典
の
基
本
に
合
致
し
、
と
も
か
く
も
疑
い
を
被
っ

た
素
戔
嗚
尊
が
提
案
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
﹇
本
伝
﹈
に
対
し
て
、

﹇
書
一
﹈
の
「
誓
約
」
は
そ
の
か
た
ち
す
ら
と
ら
ず
、
基
本
と
の
か

か
わ
り
を
大
き
く
後
退
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
独
自
を
強
め
る
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
逆
説
め
く
が
、

﹇
本
伝
﹈
の
「
誓
約
」
と
の
対
応
を
担
保
と
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

﹇
本
伝
﹈
の
天
照
大
神
に
当
た
る
日
神
の
存
在
を
高
め
る
こ
と
と
、

そ
の
独
自
を
強
め
る
こ
と
と
は
別
で
は
な
い
。
日
神
の
誕
生
を
、
第

五
段
﹇
本
伝
﹈
が
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
基
に
伝
え
て
い
る
こ
と
を

旧
稿
Ｃ
に
指
摘
し
た
が
、
こ
の
第
六
段
﹇
書
一
﹈
で
は
、
そ
の
誕
生

に
ち
な
み
、
日
神
が
「
誓
約
」
を
提
起
す
る
と
い
う
全
く
独
自
な
か

た
ち
を
と
る
上
に
同
じ
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た

と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
そ
の
裏
付
け
と
な
る

表
現
が
あ
る
。
日
神
が
「
誓
約
」
を
提
起
し
て
た
だ
ち
に
実
行
に
移

す
場
面
を
つ
た
え
る
一
節
だ
が
、﹇
本
伝
﹈
以
下
の
あ
い
通
じ
る
場

面
と
次
に
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
。

天
照
大
神

○
（「
誓
約
」
提
起
の
直
後
）
於

是
、
天
照
大
神
乃
索

取
素

戔
嗚
尊
十
握
剣
、﹇
本
伝
﹈

○
（「
誓
約
」
と
併
せ
て
各
自
所
持
す
る
剣
と
曲
玉
と
の
交
換

を
提
起
し
た
直
後
）
如

此
約
束
、
共
相
換
取
。
已
而
天
照

大
神
、
則
以

八
坂
瓊
之
曲
玉

浮

寄
於
天
真
名
井
、﹇
書

二
﹈

日
神
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○
（「
誓
約
」
提
起
の
直
後
）
言
訖
、
先○

食○

所

帯
十
握
剣

生

児
、
号

津
島
姫
。
又
食

九
握
剣

生
児
、
号

湍
津
姫
。

又
食

八
握
剣

生
児
、
号

田
心
姫
。
凡
三
女
神
矣
。﹇
書

一
﹈

○
（「
誓
約
」
提
起
の
直
後
）
於

是
、
日
神
先○

食○

其
十
握
剣

化
生
児
、

津
島
姫
命
。
亦
名
市
杵
島
姫
命
。（
以
下
略
）

﹇
書
三
﹈

右
の
四
例
の
う
ち
、「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
基
づ
く
と
考
え
得
る
表

現
が
、

日
神

の
二
例
に
共
通
す
る
○
印
を
付
し
た
「
先
食
」
で

あ
る
。

天
照
大
神

の
﹇
本
伝
﹈﹇
書
二
﹈
と
も
に
、
対
応
す
る

箇
所
に
「
先
」
を
欠
く
こ
と
か
ら
推
し
て
、
あ
え
て
そ
れ
を
採
用
し

た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
「
先
」
は
、
後
に
「
已
而
素
戔
嗚
尊

以

其
頸
所

嬰
五
百
箇
御
統
之
瓊
、
濯

于
天
渟
名
井
、
亦
名
去
来

之
真
名
井

而
食
之
。」
と
い
う
素
戔
嗚
尊
の
「
食
」
に
先
行
す
る
こ

と
を
表
す
ほ
か
、
引
用
し
た
一
節
に
「
又
食
」
が
続
く
こ
と
か
ら
、

「
十
握
剣
」「
九
握
剣
」「
八
握
剣
」
と
い
う
連
続
の
ま
ず
は
「
十
握

剣
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
表
す
可
能
性
も
無
く
は
な
い
。
語
法
上

は
、
恐
ら
く
一
方
に
決
め
か
ね
る
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
後
者
の

ば
あ
い
、「
又
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
次
」
の
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
な
に
よ
り
、
古
事
記
に
「
故
爾
各
中

置
天
安
河

而
宇
気
布

時
、
天
照
大
御
神
、
先○

乞

度
建
速
須
佐
之
男
命
所

佩
十
拳
剣
。」

と
い
う
「
先
」
を
表
し
た
あ
い
通
じ
る
例
が
あ
り
、「
十
拳
剣
」
一

振
を
「
打

折
三
段

」
と
し
て
三
女
神
を
化
生
さ
せ
る
。
天
照
大
御

神
が
須
佐
之
男
命
に
先
だ
っ
て
「
宇
気
比
」
を
行
う
と
い
う
ま
ぎ
れ

も
な
い
こ
の
例
に
照
ら
し
て
、
や
は
り
日
神
が
「
誓
約
」
を
提
起
し

た
上
に
、
素
戔
嗚
尊
に
先
だ
っ
て
行
う
こ
と
を
特
に
明
示
し
た
表
現

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
先
食
」
以
前
に
、
同
じ
く
「
尊
卑
先
後
之

序
」
に
基
づ
く
例
に
「
先
唱
」
が
あ
る
。
す
で
に
本
稿
の
第
二
節
に
、

神
代
紀
冒
頭
か
ら
第
五
段
に
至
る
「
尊
卑
先
後
之
序
」
の
著
し
い
あ

ら
わ
れ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
各
段
を
貫
く
原
理
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
以
上
に
、
第
四
段
の
﹇
本
伝
﹈
と
一
書
に
共
通
す
る
、
そ
れ

だ
け
に
第
四
段
の
所
伝
の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
に
実
は
深
く
か
か
わ

る
。「
先
食
」
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
﹇
本

伝
﹈
の
該
当
す
る
一
節
を
採
り
あ
げ
て
み
る
。

二
神
、
於

是
降

居
彼
島
、
因
欲

共
為

夫
婦
、
産

洲
国
。

便
以

殷
馭
慮
島

為

国
中
之
柱
、
而
陽
神
左
旋
、
陰
神
右
旋
。

分
巡

国
柱
、
同
会

一
面
。
時
陰
神
先○

唱
曰
、「
憙
哉
、
遇

可

美
少
男

焉
。」
陽
神
不

悦
曰
「
吾
是
男
子
。
理
当

先○

唱
。
如

何
婦
人
反
先
言
乎
。
事
既
不
祥
。
宜

以
改
旋
。」

陽
神
の
こ
の
言
葉
ど
お
り
「
改
旋
」
に
引
き
続
き
「
陽
神
先
唱
」
の

あ
と
、
陽
神
の
「
思

欲
以

吾
身
元
処

合

汝
身
之
元
処
。」
と
い

う
提
案
に
よ
り
「
於

是
、
陰
陽
始

合
、
為

夫
婦
。」、
そ
う
し
て

「
洲
国
」
を
産
む
と
い
う
所
期
の
目
的
を
遂
げ
る
。
こ
こ
に
至
る
ま
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で
の
全
過
程
を
通
し
て
、
陽
神
が
主
導
し
て
展
開
す
る
。「
先
唱
」

は
そ
の
一
つ
な
が
ら
、
陽
神
主
導
の
原
理
に
そ
れ
が
基
づ
く
こ
と
を
、

陽
神
の
「
吾
是
男
子
。
理
当

先
唱
。」
と
い
う
言
葉
が
端
的
に
も
の

が
た
る
。
こ
の
原
理
こ
そ
「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、「
洲
国
」
の
出
産
に
続
く
神
産
み
の
は
て
に
「
伊

諾
尊
・
伊

尊
共
議
曰
、
吾
已
生

大
八
洲
国
及
山
川
草
木
。
何

不

生

天
下
之
主
者

。」（
第
五
段
﹇
本
伝
﹈）
と
い
う
共
議
に
よ

っ
て
誕
生
し
た
日
神
も
、
こ
の
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
原
理
と
す
る
。

旧
稿
Ｃ
に
指
摘
し
た
よ
う
に
そ
も
そ
も
そ
の
誕
生
に
、
す
で
に
そ
れ

は
明
確
な
あ
ら
わ
れ
を
み
せ
る
。
こ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
の
が
、

く
だ
ん
の
「
先
食
」
で
あ
る
。
陽
神
が
「
共
為

夫
婦
、
産

洲
国
。」

を
「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
よ
り
主
導
し
た
こ
と
を
、「
先
唱
」
が
端

的
か
つ
象
徴
的
に
表
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、「
先
食
」
も
、
日
神
が

「
誓
約
」
を
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
も
と
に
主
導
し
た
こ
と
の
端
的

な
あ
ら
わ
れ
と
み
て
大
過
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
主
導
が
、「
誓

約
」
を
提
起
す
る
こ
と
を
含
む
全
体
に
及
ん
で
い
た
と
し
て
も
な
ん

ら
不
自
然
で
は
な
い
。

十
三
、
同
前
、
素
戔
嗚
尊
の
勝
、
子
の
処
遇

ま
た
一
方
、「
誓
約
」
の
結
果
だ
が
、
日
神
が
判
定
に
示
し
た
と

お
り
素
戔
嗚
尊
は
つ
ご
う
五
男
神
を
生
む
。
こ
の
結
果
を
承
け
て
、

﹇
書
一
﹈
で
は
次
の
一
節
が
続
く
。

（
凡
五
男
神
矣
）
故
、
素
戔
嗚
尊
既
得

勝
験
。
於

是
、
日
神

方
知

素
戔
嗚
尊
固
無

悪
意
。

五
男
神
を
「
勝
験
」
と
す
る
こ
の
表
現
は
、「
誓
約
」
の
判
定
結
果

で
あ
り
、
ま
た
﹇
書
三
﹈
に
素
戔
嗚
尊
じ
し
ん
が
「
誓
約
」
に
よ
り

男
を
化
生
し
た
こ
と
を
称
え
る
「
便
化

生
男

矣
。
則
称
之
曰
、
正

哉
吾
勝
。」
と
い
う
一
節
に
対
応
す
る
。
素
戔
嗚
尊
の
生
ん
だ
男
を

勝
に
結
び
つ
け
る
展
開
は
、﹇
本
伝
﹈
の
系
統
に
は
な
い
だ
け
に
注

目
に
値
す
る
。
ま
ず
は
「
勝
験
」
の
内
容
を
み
る
に
、

素
戔
嗚
尊

１
）生

五
男
神

２
）既
得

勝
験

３
）固

無

悪
意

右
の
順
を
追
っ
た
展
開
上
、
か
り
に
「
五
男
神
」
が
女
神
だ
っ
た
と

仮
定
す
る
と
、
以
下

２
）が
「
既
得

敗
（
負
）
験

」、

３
）が

「
固
有

悪
意

」
と
逆
転
す
る
で
あ
ろ
う
。
五
男
神
の
勝
験
と
女
神

の
敗
験
と
が
逆
転
す
る
こ
の
関
係
は
、
勝
と
敗
が
さ
な
が
ら
く
じ
の

当
た
り
外
れ
の
よ
う
に
表
裏
す
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
勝
敗
は
素
戔

嗚
尊
に
か
か
わ
る
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
応

神
天
皇
九
年
四
月
条
が
つ
た
え
る
武
内
宿
禰
兄
弟
の
「
二
人
各
堅
執

而
争
之
、
是
非
難

決
。」
と
い
う
例
で
は
、
最
後
に
「
武
内
宿
禰
勝

之
」
と
決
す
る
。
こ
の
例
は
「
探
湯
」
で
あ
り
、
対
等
な
当
事
者
間

の
争
い
だ
か
ら
、
勝
者
と
敗
者
と
に
分
か
れ
る
の
だ
と
し
て
も
、

「
誓
約
」
と
の
関
連
を
旧
稿
に
指
摘
し
た
と
お
り
、「
難

決
」
と
い

う
「
是
非
」
を
め
ぐ
る
争
い
の
結
果
に
つ
い
て
、
複
数
の
当
事
者
が
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争
う
ば
あ
い
に
「
是
」
を
勝
者
と
し
た
よ
う
に
、
被
疑
者
一
人
が
そ

の
疑
い
を
晴
ら
す
ば
あ
い
に
「
是
」
に
相
当
す
る
結
果
を
勝
と
す
る

こ
と
も
十
分
あ
り
得
た
に
相
違
な
い
。

も
っ
と
も
、「
探
湯
」
に
お
け
る
勝
者
と
の
関
連
は
、
本
筋
で
は

な
い
。
右
の

１
）以
下
に
展
開
を
示
し
た
よ
う
に
、「
生

五
男
神

」

を
「
得

勝
験

」
と
表
現
し
た
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

「
得

勝
験

」
は
、
そ
の
展
開
の
上
で
は
必
ず
し
も
不
可
欠
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
げ
ん
に

１
）以
下
に
該
当
す
る
﹇
書
三
﹈
の
一
節

に
は
、「
其
素
戔
嗚
尊
所

生
之
児
、
皆
已
男
矣
。
故
、
日
神
方
知

素
戔
嗚
尊
元
有

赤
心
。」
と
い
う
よ
う
に

２
）に
相
当
す
る
記
述
を

欠
く
。
そ
し
て
そ
の
直
後
に
続
く
の
が
次
の
一
節
で
あ
る
。
便
宜
、

二
分
し
て
引
用
す
る
。

便
取

其
六
男

以
為

日
神
之
子
、
使

治

天
原
。

即
以

日
神
所

生
三
女
神

者
、
使

降

居
于
葦
原
中
国
之
宇

佐
島

矣
。

こ
の
一
節
の
特
に
「
六
男
」
に
つ
い
て
多
少
補
足
す
れ
ば
、
日
神
の

子
と
し
て
天
原
を
統
治
さ
せ
る
と
い
う
処
遇
は
、「
誓
約
」
に
先
立

っ
て
日
神
じ
し
ん
が
「
如
生

男
者
、
予
以
為

子
而
令

治

天
原

也
。」
と
明
言
し
た
約
定
に
よ
る
。
し
か
し
た
だ
に
そ
の
履
行
に
と

ど
ま
ら
ず
、
約
定
じ
た
い
、「
誓
約
」
の
結
果
、
素
戔
嗚
尊
み
ず
か

ら
「
便
化

生
男

矣
。
則
称
之
曰
、
正
哉
吾
勝
。
故
、
因
名
之
、
曰

勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
。」
と
勝
を
宣
言
し
た
上
に
そ
れ
を
化
生
し
た

子
の
名
に
冠
す
る
と
お
り
、
ま
さ
に
﹇
書
一
﹈
に
い
う
「
得

勝

験

」
に
そ
く
し
た
処
遇
の
意
味
あ
い
を
併
せ
も
つ
。
こ
れ
に
対
し

て
、
日
神
の
生
ん
だ
「
三
女
神
」
は
葦
原
中
国
の
宇
佐
の
島
に
降
居

さ
せ
る
。
天
原
の
統
治
と
葦
原
中
国
へ
の
降
居
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
男

神
と
女
神
と
に
対
比
的
、
対
照
的
に
振
り
分
け
る
こ
の
処
遇
も
、
さ

き
に
「
先
食
」
に
指
摘
し
た
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
原
理
と
す
る
基

調
を
も
と
に
成
り
た
つ
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

こ
の
﹇
書
三
﹈
と
「
先
食
」
を
共
有
し
か
つ
「
誓
約
」
を
め
ぐ
っ

て
そ
の
内
容
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
以
上
、﹇
書
一
﹈
が
、
一
方
で
は
確

か
に
生
ま
れ
た
五
男
神
の
処
遇
に
一
切
言
及
せ
ず
、
ま
た
日
神
の
生

ん
だ
三
女
神
に
つ
い
て
も
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
単
独
で
次
の
よ
う
に

つ
た
え
る
だ
け
だ
け
れ
ど
も
、

乃
以

日
神
所

生
三
女
神
、
令

降

於
筑
紫
洲
。

こ
の
一
節
が
、
表
現
を
含
め
あ
い
通
じ
る
﹇
書
三
﹈
の
「
即
以

日

神
所

生
三
女
神

者
、
使

降

居
于
葦
原
中
国
之
宇
佐
島

矣
。」
と

対
応
す
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、﹇
書
一
﹈
も
ま
た
、
そ
の
﹇
書
三
﹈

と
同
じ
く
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
基
に
、
三
女
神
の
処
遇
と
は
対
比

的
、
対
照
的
に
五
男
神
を
天
原
に
留
め
る
か
た
ち
を
暗
黙
の
う
ち
に

と
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
男
神
を
「
勝
験
」

に
結
び
つ
け
る
上
に
も
、「
尊
卑
先
後
之
序
」
が
そ
こ
に
大
き
く
か

か
わ
る
。
そ
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
敷
衍
す
れ
ば
、
既
述
の
「
先

食
」
に
通
じ
る
「
吾
是
男
子
。
理
当

先
唱
。」（
第
四
段
﹇
本
伝
﹈）
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と
い
う
男
の
「
先
唱
」
を
「
理
」
と
す
る
拠
り
ど
こ
ろ
が
「
尊
卑
先

後
之
序
」
だ
っ
た
よ
う
に
、「
誓
約
」
に
先
立
っ
て
「
若
汝
心
明
浄
、

不

有

凌
奪
之
意

者
、
汝
所

生
児
、
必
当

男
矣
。」
と
示
し
た
判

定
ど
お
り
五
男
神
を
生
ん
だ
と
い
う
結
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
と
さ

ら
そ
の
結
果
に
つ
い
て
評
価
し
た
「
勝
験
」
も
、
や
は
り
「
尊
卑
先

後
之
序
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
「
尊
卑
先
後
之
序
」
と
い
う
絶
対
的
原
理
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
す

れ
ば
こ
そ
、「
勝
験
」
と
判
定
・
評
価
し
た
五
男
神
は
、
素
戔
嗚
尊

が
生
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
原
に
留
め
、
か
た
や
三
女
神
は
、
天

照
大
神
が
生
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
比
的
、
対
照
的
に
（
敗

験
）
の
判
定
・
評
価
を
う
け
る
こ
と
に
伴
い
、
必
然
的
に
筑
紫
洲
に

降
す
こ
と
に
な
る
。

生
む
主
体
よ
り
、
む
し
ろ
生
ん
だ
結
果
を
も
と
に
処
遇
を
決
め
る

こ
の
あ
り
か
た
は
、
実
は
﹇
本
伝
﹈
の
「
誓
約
」
の
、
生
む
さ
い
に

使
用
し
た
物
の
所
有
者
に
よ
り
子
の
帰
属
を
決
め
る
と
い
う
あ
り
か

た
に
確
実
に
通
じ
る
。
使
用
す
る
物
を
交
換
す
る
こ
と
と
併
せ
、
そ

の
物
に
よ
り
、
女
神
は
、
天
照
大
神
が
生
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
素

戔
嗚
尊
に
帰
属
し
、
か
た
や
男
神
は
、
素
戔
嗚
尊
が
生
ん
だ
に
も
か

か
わ
ら
ず
天
照
大
神
に
帰
属
す
る
と
、
天
照
大
神
が
「
勅
」
す
る
。

﹇
本
伝
﹈
の
こ
の
物
の
交
換
と
天
照
大
神
の
「
勅
」
と
の
組
み
合
わ

せ
に
当
た
る
の
が
、「
勝
験
」
で
あ
る
。
物
を
交
換
し
な
い
か
ら
、

「
勅
」
も
不
要
だ
が
、
素
戔
嗚
尊
が
み
ず
か
ら
の
悪
心
な
き
を
証
明

す
る
男
神
を
生
む
と
い
う
所
伝
の
い
わ
ば
絶
対
条
件
を
み
た
し
た
上

で
、
そ
の
男
神
を
、﹇
本
伝
﹈
が
天
照
大
神
に
帰
属
さ
せ
た
の
に
対

し
て
、
天
原
に
留
め
た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
﹇
本
伝
﹈
の
子
の

帰
属
を
子
の
処
遇
に
転
換
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し

て
転
換
す
る
挺
子
と
し
た
の
が
「
勝
験
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。﹇
書
三
﹈

で
は
、
処
遇
と
対
応
さ
せ
て
、﹇
書
一
﹈
の
「
勝
験
」
に
当
た
る
男

神
に
つ
い
て
「
便
取

其
六
男

以
為

日
神
之
子
、
使

治

天
原
。」

と
日
神
に
帰
属
さ
せ
、
処
遇
と
帰
属
と
の
一
致
を
は
か
る
。

こ
う
し
て
﹇
書
一
﹈
か
ら
﹇
書
三
﹈
に
か
け
、
順
を
追
っ
て
次
第

に
、﹇
本
伝
﹈
が
つ
た
え
る
所
伝
の
対
象
領
域
を
踏
み
越
え
な
が
ら
、

素
戔
嗚
尊
の
勝
に
比
重
を
大
き
く
移
す
に
至
る
。
所
伝
と
し
て
の
独

自
を
強
め
る
一
方
、
そ
れ
で
も
な
お
「
誓
約
」
を
中
心
と
し
た
ま
と

ま
り
を
堅
固
に
維
持
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
見
方
を

か
え
れ
ば
、﹇
本
伝
﹈
と
一
書
と
が
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
共
通
の
枠

組
み
と
し
て
、
た
が
い
に
所
伝
の
対
象
領
域
を
切
り
分
け
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。﹇
本
伝
﹈
の
天
照
大
神
に
そ
く
し
た
展
開
に

対
し
て
、
日
神
の
系
統
に
立
つ
一
書
は
、「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
も

と
に
素
戔
嗚
尊
の
勝
に
所
伝
の
重
点
を
置
く
。
こ
の
二
つ
の
系
統
の

た
が
い
に
相
補
的
な
所
伝
の
切
り
分
け
を
、
ま
と
め
を
兼
ね
て
次
に

図
に
表
わ
し
て
み
る
。
第
六
段
の
そ
の
所
伝
の
成
り
立
ち
に
は
、
も

ち
ろ
ん
第
五
段
か
ら
の
引
き
継
ぎ
が
分
ち
が
た
く
か
か
わ
る
の
で
、

そ
の
関
係
も
併
せ
て
図
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
す
る
。
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十
四
、
一
書
を
引
き
継
ぐ
古
事
記
、
そ
の
徴
証

さ
て
、
前
節
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
第
五
段
、
第
六
段
の
﹇
本

伝
﹈
と
一
書
を
併
せ
た
所
伝
の
全
体
像
や
各
所
伝
間
の
関
係
を
ほ
ぼ

明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
詳
細
な
点
の
詰
め
は
今

後
に
残
す
と
し
て
、
こ
の
検
討
が
や
が
て
さ
ら
に
展
開
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
当
然
そ
の
対
象
や
課
題
と
な
る
古
事
記
と
の
関
連
に
つ
い

て
、
最
後
に
道
筋
だ
け
で
も
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
関
連

は
、
日
本
書
紀
を
も
と
に
古
事
記
が
成
り
立
つ
と
い
う
筆
者
の
基
本

的
構
想
に
お
の
ず
か
ら
添
う
。

行
論
の
便
宜
に
従
い
、
前
節
に
採
り
あ
げ
た
日
神
系
の
一
書
と
古

事
記
と
の
関
連
を
、
古
事
記
を
中
心
に
ま
ず
は
見
極
め
る
こ
と
に
す

る
。
先
行
研
究
で
は
わ
ず
か
に
断
片
的
に
言
及
す
る
程
度
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
日
神
系
の
一
書
と
天
照
大
御
神
を
立
て
る
古
事
記
と
の
た

が
い
の
所
伝
の
成
り
た
ち
じ
た
い
基
本
を
異
に
す
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
な
か
で
も
、
両
者
の
か
か
わ
り
は
決
し
て
浅
薄
な
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
局
所
的
で
は
あ
る
。
古
事
記
で
は
、「
う
け
ひ
」（
以
下
、

全
て
こ
の
表
記
に
よ
る
）
の
後
に
天
照
大
御
神
と
須
佐
之
男
命
が
結

果
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
言
及
し
た
な
か
の
後
者
、
い
わ
ゆ
る
勝
さ
び

に
関
連
す
る
次
の
一
節
の
傍
線
部
が
対
象
と
な
る
。

爾
速
須
佐
之
男
命
白

于
天
照
大
御
神

「
我
心
清
明
。

Ａ
）

故
、
我

所

生
子
、
得

手
弱
女
。

Ｂ
）

因

此
言
者
、
自
我
勝
。」
云
而
、
於

勝
佐
備
、

傍
線
を
二
つ
に
分
け
て
付
し
た
が
、

Ａ
）で
は
「
得

手
弱
女

」
が
、

ま
た

Ｂ
）で
は
「
自
我
勝
」
が
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

ま
ず

Ａ
）の
「
得

手
弱
女

」
に
つ
い
て
は
、
表
現
上
、
万
葉
集

の
「
内
大
臣
藤
原
卿
娶

采
女
安
見
児

時
、
作
歌
一
首
」（
１
・
九

五
）
と
い
う
題
詞
を
も
つ
「
吾
は
も
や
安
見
児
得
有
皆
人
の
得
難
尓

為
云
安
見
児
衣
多
利
」
に
通
じ
る
け
れ
ど
も
、
直
接
的
に
は
、

Ｂ
）

に
「
因

此
言
者
、
自
我
勝
。」
と
勝
を
そ
れ
に
よ
っ
て
宣
言
す
る
関

係
上
、﹇
書
一
﹈
の
主
語
も
同
じ
「
故
、
素
戔
嗚
尊
既
得

勝
験
。」

に
当
た
る
こ
と
は
著
し
い
。
ま
た
そ
の
関
係
に
か
か
わ
り
、

Ｂ
）に

つ
い
て
も
、﹇
書
三
﹈
に
「
便
化

生
男

矣
」
を
受
け
て
や
は
り
同

第
五
段

﹇
本
伝
﹈

（
日
神
、

尊
卑
先
後
）

第
六
段

﹇
本
伝
﹈

﹇
書
二
﹈）

⎩―――⎨―――⎧
勅
許

昇
天

嫌
疑

弁
明

誓
約

帰
属

（
天
照
大
神
、

分
治
）

﹇
書
六
﹈

﹇
書
一
﹈

（﹇
書
三
﹈）

⎩―――⎨―――⎧
嫌
疑

誓
約

勝
験

潔
白

帰
属

処
遇

父
母
）
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じ
素
戔
嗚
尊
が
勝
を
い
う
「
則
称
之
曰
、
正
哉
吾
勝
。」
を
引
き
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
徴
証
は
、

Ａ
）
Ｂ
）の
全
体
が
、

﹇
書
一
﹈﹇
書
三
﹈
と
表
現
上
の
近
さ
に
と
ど
ま
ら
な
い
密
接
な
対

応
関
係
に
あ
る
こ
と
を
お
の
ず
か
ら
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

併
し
、
こ
の
対
応
は
無
条
件
で
は
な
い
。
表
現
上
に
し
て
も
、
か

り
に
﹇
書
一
﹈
に
例
を
と
っ
て
み
る
に
、「
誓
約
」
を
め
ぐ
る
原
文

は
仮
定
条
件
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
い
う

Ａ
）と
は
そ
も
そ
も
前
提

を
異
に
す
る
が
、
仮
定
を
結
果
に
置
き
か
え
、
ま
た
人
称
を
改
め
る

だ
け
で
、
次
の
よ
う
に
ほ
ぼ
重
な
る
。

○

我
心
清
明
。
故
、
我
所

生
子
、
得

手
弱
女
。（
Ａ
）

○

我
心
明
浄
。（
故
）
我
所

生
児
、（
得
）
男
。（
仮
想
文
）

﹇
書
一
﹈
の
原
文
「
若
汝
心
明
浄
、
不

有

凌
奪
之
意

者
、
汝
所

生
児
、
必
当
男
矣
。」
に
仮
定
し
た
と
お
り
の
結
果
を
得
た
も
の
と

し
て
、
そ
の
結
果
を
素
戔
嗚
尊
じ
し
ん
が
言
表
し
た
こ
と
を
表
す
一

節
に
、
右
の
例
文
を
擬
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
例
文
と

Ａ
）と
は
、「
男
」
と
「
手
弱
女
」
と
の
対
照
的
な
対
立
を
含
ん
で

構
成
上
も
緊
密
に
対
応
す
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
対
応
は
、
い
か
に
も
示
唆
的
で
あ
る
。
例
文

は
、
す
で
に
繰
り
返
し
述
べ
た
「
誓
約
」
の
判
定
結
果
を
基
に
、
そ

れ
を
素
戔
嗚
尊
が
言
表
し
た
か
た
ち
を
と
る
。「
誓
約
」
に
仮
定
し

た
と
お
り
の
結
果
に
そ
く
し
た
か
た
ち
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
「
尊
卑

先
後
之
序
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
も
い
る
。
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に

日
神
系
の
所
伝
の
成
り
立
ち
に
そ
う
こ
の
例
文
に
対
応
す
る
こ
と
じ

た
い
、

Ａ
）は
な
に
せ
古
事
記
な
の
だ
か
ら
、
や
は
り
特
異
と
み
な

さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、「
う
け
ひ
」
の
結
果
に
つ
い

て
の
言
表
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
古
事
記
で
は
事
前
に
「
う
け

ひ
」
の
条
件
を
設
定
し
て
い
な
い
構
成
上
、「
う
け
ひ
」
の
判
定
と

い
う
よ
り
、
須
佐
之
男
命
が
「
う
け
ひ
」
の
結
果
に
独
自
に
加
え
た

解
釈
と
い
っ
た
性
格
が
強
い
。
言
葉
を
補
え
ば
、「
う
け
ひ
」
の
結

果
そ
れ
じ
た
い
で
は
な
く
、「
う
け
ひ
」
に
使
用
し
た
物
に
よ
っ
て

成
っ
た
子
の
帰
属
を
そ
の
物
の
所
有
者
に
よ
る
も
の
と
す
る
天
照
大

御
神
の
「
詔
別
（
の
り
わ
け
）」
に
、

是
後○

所

生
五
柱
男
子
者
、
物
実
因

我
物

所

成
。
故
、
自
吾

子
也
。
先○

所

生
之
三
柱
女
子
者
、
物
実
因

汝
物

所

成
。
故
、

乃
汝
子
也
。

右
の
よ
う
に
須
佐
之
男
命
は
「
後○

所

生
」
と
い
う
行
為
の
主
体
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
五
柱
男
子
」
を
、
天
照

大
御
神
が
「
物
実
」
を
盾
に
「
吾
子
」
と
す
る
一
方
、
み
ず
か
ら

「
先○

所

生
」
の
主
体
な
が
ら
、
同
じ
く
「
物
実
」
に
よ
り
そ
の
生

ま
れ
た
「
三
柱
女
子
」
を
「
汝
子
」
と
須
佐
之
男
命
に
告
げ
た
こ
と

を
踏
ま
え
る
。「
詔
別
」
に
よ
り
、
改
め
て
「
五
柱
男
子
」
を
天
照

大
御
神
の
子
、
も
う
一
方
の
「
三
柱
女
子
」
を
須
佐
之
男
命
の
子
と

す
る
点
で
は
、
さ
な
が
ら
「
尊
卑
先
後
之
序
」
に
そ
く
し
て
子
の
帰

属
を
決
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
観
を
呈
し
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
須
佐
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之
男
命
の
敗
北
を
導
き
か
ね
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
「
詔
別
」

を
そ
の
ま
ま
承
服
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。「
詔
別
」
を
受
け
容

れ
た
上
で
、
し
か
し
み
ず
か
ら
の
敗
北
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
「
三

柱
女
子
」
を
、
そ
の
女
性
の
あ
り
か
た
に
解
釈
を
加
え
て
「
手
弱

女
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
い
わ
ば
起
死
回
生
の
鋭
い
反
論

を
加
え
た
の
が
、
す
な
わ
ち
く
だ
ん
の

Ａ
）に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
手
弱
女
」
に
つ
い
て
の
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
旧

稿
Ａ
に
「
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
天
照
大
御
神
が
須
佐
之
男
命
に
対
し

て
い
だ
い
て
い
た
「『
欲

奪

我
国

耳
』
と
い
う
疑
い
を
解
消
す
る

も
の
と
し
て
、
兵
武
や
邪
悪
な
ど
の
対
極
に
あ
る
。」（

頁
）
と
言

及
し
て
も
い
る
。
大
状
況
に
そ
く
し
て
み
れ
ば
、
恐
ら
く
こ
の
言
及

の
と
お
り
で
あ
ろ
う
が
、
文
脈
の
流
れ
や
所
伝
の
展
開
上
、
や
は
り

「
詔
別
」
を
受
け
て
、
そ
れ
に
加
え
た
反
論
な
い
し
抗
弁
と
い
っ
た

位
置
づ
け
が

Ａ
）に
は
妥
当
だ
か
ら
、「
手
弱
女
」
に
し
て
も
、
天

照
大
御
神
の
疑
い
を
解
消
す
る
以
上
に
、
さ
ら
に
積
極
的
に
は
、
さ

き
に
﹇
書
一
﹈
の
例
文
に
対
応
し
て
「
男
」
に
当
た
る
と
指
摘
し
た

と
お
り
、
ま
さ
に
「
勝
験
」
の
意
味
を
担
う
で
あ
ろ
う
。「
手
弱
女
」

が
そ
う
し
て
「
勝
験
」
を
象
徴
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
こ
そ
、
須

佐
之
男
命
の
「
因

此
言
者
、
自
我
勝
。」
と
い
う
主
張
を
導
く
こ
と

に
つ
な
が
る
。
い
わ
ゆ
る
勝
さ
び
が
こ
の
後
に
続
く
が
、
そ
れ
を
正

当
化
す
る
根
拠
と
し
て
も
、「
手
弱
女
」
は
ま
さ
に
万

の
重
み
を

発
揮
す
る
。

こ
の
「
手
弱
女
」
を
め
ぐ
る
「
勝
験
」
と
の
不
可
分
の
関
係
を
、

古
事
記
の
「
う
け
ひ
」
が
独
自
に
紡
ぎ
出
す
必
然
性
は
恐
ら
く
な
い
。

「
手
弱
女
」
が
「
勝
験
」
を
前
提
と
し
、
な
お
か
つ
勝
さ
び
も
ま
た

﹇
書
三
﹈
に
「
誓
約
」
の
本
来
的
な
か
た
ち
と
し
て
つ
た
え
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
﹇
書
一
﹈
の
例
文
と
の
密
接
な
対
応
な
ど
、
こ
れ

ま
で
採
り
あ
げ
た
関
連
を
示
す
あ
れ
こ
れ
の
徴
証
は
、
古
事
記
が

﹇
書
一
﹈﹇
書
三
﹈
の
日
神
系
の
一
書
に
倣
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
を

強
く
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
そ
の
関
連
の
限
り
だ
が
、

﹇
本
伝
﹈
に
は
、
誕
生
し
た
子
の
名
に
冠
し
た
「
正
哉
吾
勝
勝
速

日
」
以
外
に
「
勝
験
」
と
の
結
び
つ
き
が
一
切
な
く
、
そ
の
た
め
日

神
系
の
一
書
に
、
須
佐
之
男
命
の
勝
を
め
ぐ
る
表
現
を
借
用
し
た
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
勝
を
須
佐
之
男
命
じ
し
ん

が
主
張
す
る
か
た
ち
を
織
り
込
め
ば
こ
そ
、「
う
け
ひ
」
を
め
ぐ
っ

て
も
、
事
前
に
な
ん
ら
前
提
条
件
を
設
定
し
な
い
と
い
う
変
則
を
採

用
し
た
は
ず
で
あ
る
。「
う
け
ひ
」
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
流
れ
を
、

最
終
的
に
須
佐
之
男
命
の
勝
さ
び
に
落
と
し
こ
む
展
開
を
古
事
記
は

周
到
に
組
み
込
ん
で
い
た
と
み
て
恐
ら
く
大
過
な
い
。

十
五
、
承
前
、
古
事
記
の
手
法

そ
の
展
開
は
、
所
伝
の
構
成
や
組
み
立
て
じ
た
い
に
も
明
ら
か
で

あ
る
。
須
佐
之
男
命
の
勝
を
め
ぐ
る
一
節
は
、
そ
の
核
心
的
な
「
手

弱
女
」
を
、
天
照
大
御
神
の
「
詔
別
」
に
い
う
「
先
所

生
之
三
柱
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女
子
」
に
解
釈
を
加
え
、
い
わ
ば
逆
手
に
と
っ
て
案
出
し
て
い
る
よ

う
に
、「
詔
別
」
を
踏
ま
え
て
展
開
す
る
。
表
現
の
上
で
も
、
両
者

の
そ
の
相
関
を
次
の
よ
う
に
明
示
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

於

是
、
天
照
大
御
神
告○

速
須
佐
之
男
命

「
是
後
所

生
五
柱

男
子
者
、
物
実
因

我
物

所

成
。
故
、
自
吾
子
也
。
先
所

生

之
三
柱
女
子
者
、
物
実
因

汝
物

所

成
。
故
、
乃
汝
子
也
。」

如

此
詔
別
也
。（
以
下
に
続
く
各
男
子
、
女
子
を
祖
と
す
る
氏

族
関
連
記
事
は
省
略
）

爾
、
速
須
佐
之
男
命
白○

于
天
照
大
御
神

「
我
心
清
明
。
故
、

我
所

生
子
、
得

手
弱
女
。
因

此
言
者
、
自
我
勝
。」
云
而
、

於

勝
佐
備
、（
以
下
に
続
く
天
照
大
御
神
の
権
威
を
象
徴
す
る

営
田
や
大
嘗
の
殿
舎
に
加
え
た
乱
暴
狼
藉
は
省
略
）

「
詔
別
」
に
よ
り
子
の
帰
属
を
決
定
し
て
い
る
が
、
須
佐
之
男
命
の

勝
を
め
ぐ
る
一
節
を
、「
告
」
に
対
す
る
「
白
」
と
い
う
明
ら
か
な

対
応
の
も
と
に
そ
れ
に
連
接
さ
せ
た
結
果
、
後
者
の
一
節
が
あ
た
か

も
前
者
の
「
詔
別
」
を
踏
ま
え
た
全
体
の
ま
と
め
な
い
し
締
め
括
り

と
い
っ
た
位
置
を
占
め
る
に
至
る
。

翻
っ
て
日
本
書
紀
で
は
、
右
の
「
詔
別
」
に
相
当
す
る
一
節
だ
け

を
、﹇
本
伝
﹈
が
天
照
大
神
の
「
勅
」
単
独
で
次
の
よ
う
に
つ
た
え

る
に
過
ぎ
な
い
。

是
時
、
天
照
大
神
勅
曰
「
原

其
物
実
、
則
八
坂
瓊
之
五
百
箇

御
統
者
、
是
吾
物
也
。
故
、
彼
五
男
神
、
悉
是
吾
児
。」
乃
取

而
子
養
焉
。
又
勅
曰
「
其
十
握
剣
者
、
是
素
戔
嗚
尊
物
也
。
故
、

此
三
女
神
、
悉
是
爾
児
。」
便
授

之
素
戔
嗚
尊
。（
後
略
）

こ
の
一
節
と
前
掲
の
「
詔
別
」
の
一
節
と
は
、
た
と
え
ば
さ
き
に
指

摘
し
た
「
彼
五
男
神
」
と
「
後
所

生
五
柱
男
子
」、
ま
た
「
此
三
女

神
」
と
「
先
所

生
之
三
柱
女
子
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
ほ
か
、

（
後
略
）
に
つ
た
え
る
こ
の
三
女
神
を
め
ぐ
る
「
此
則
筑
紫
胸
肩
君

等
所

祭
神
是
也
」
も
「
詔
別
」
直
後
の
（
省
略
）
中
の
「
此
三
柱

神
者
、
胸
形
君
等
之
以
伊
都
久
三
前
大
神
者
也
。」
に
ほ
ぼ
重
な
り
、

こ
れ
ら
細
部
に
わ
た
る
表
現
、
内
容
の
対
応
は
、
た
が
い
の
直
接
的

な
関
係
な
く
し
て
は
恐
ら
く
あ
り
え
な
い
。
ま
た
一
方
、
こ
の
﹇
本

伝
﹈
と
直
接
的
な
関
係
に
あ
る
「
詔
別
」
に
対
し
て
、
そ
れ
を
前
提

と
し
て
一
体
的
に
対
応
す
る
須
佐
之
男
命
の
勝
を
め
ぐ
る
一
節
が
、

前
述
の
と
お
り
﹇
書
一
﹈﹇
書
三
﹈
の
一
書
を
踏
ま
え
て
成
り
た
つ
。

そ
れ
ら
は
互
い
に
、
次
の
よ
う
に
明
確
な
対
応
関
係
に
あ
る
。

天
照
大
神
の
「
勅
」

﹇
本
伝
﹈

天
照
大
御
神
告

速
須
佐

之
男
命

「
詔
別
」

素
戔
嗚
尊
の
「
勝
」

（
一
書
）

速
須
佐
之
男
命
白

于
天

照
大
御
神

「
勝
」

﹇
本
伝
﹈
と
（
一
書
）
と
は
、「
誓
約
」
の
結
果
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
両
当
事
者
が
別
個
独
自
に
言
及
し
た
内
容
を
表
し
、
た
が
い
に
関

連
を
も
た
な
い
。
下
段
の
「
詔
別
」
と
「
勝
」
を
中
心
と
し
た
一
節

が
、
前
者
を
前
提
に
後
者
が
展
開
す
る
と
い
う
一
体
的
な
か
か
わ
り
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を
も
ち
な
が
ら
、
同
時
に
上
段
の
﹇
本
伝
﹈
と
一
書
に
そ
れ
ぞ
れ
切

り
分
け
た
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
に
、
偶
然
の
介
在
す
る
余
地
な
ど

あ
り
得
な
い
。「
勝
」
に
関
連
し
た
一
節
が
（
一
書
）
を
踏
ま
え
て

成
り
た
つ
事
実
に
鑑
み
て
、
そ
れ
と
一
体
的
に
、
上
段
か
ら
下
段
へ

所
伝
を
引
き
継
ぐ
流
れ
、
す
な
わ
ち
日
本
書
紀
の
所
伝
を
も
と
に
、

そ
れ
に
適
宜
取
捨
選
択
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
な
ど
加
工
を
加
え
て

古
事
記
が
所
伝
を
成
り
た
た
せ
て
い
る
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
こ
れ
と
同
じ
所
伝
の
な
り
た
ち
を
、
古
事
記
の
随
所
に
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、
須
佐
之
男
命
を
高
天
原
か
ら
追

放
し
た
直
後
に
、
い
わ
ゆ
る
大
気
都
比
売
神
の
被
殺
神
話
と
し
て
位

置
す
る
所
伝
は
、
と
り
わ
け
顕
著
な
あ
ら
わ
れ
を
見
せ
る
。
日
本
書

紀
で
は
第
五
段
﹇
書
十
一
﹈
に
、
こ
の
段
の
﹇
本
伝
﹈
を
始
め
と
す

る
他
の
所
伝
と
は
違
い
天
照
大
神
の
高
天
原
統
治
に
関
連
し
た
所
伝

中
の
一
節
と
し
て
つ
た
え
る
。
神
に
し
て
も
,
須
佐
之
男
命
に
当
た

る
の
が
月
夜
見
尊
、
ま
た
殺
害
さ
れ
る
大
気
都
比
売
神
を
保
食
神
と

す
る
な
ど
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
上
あ
い
通
じ
る
こ
と
に
疑

問
を
挟
む
余
地
は
な
く
、
そ
の
あ
い
通
じ
る
と
い
う
以
上
に
、﹇
書

十
一
﹈
の
一
節
を
も
と
に
古
事
記
の
所
伝
が
成
り
た
つ
と
い
う
関
係

を
す
で
に
旧
稿
Ｅ
に
論
じ
て
も
い
る
。
詳
細
は
そ
れ
に
譲
り
,
そ
の

関
係
に
限
り
、
さ
き
の
「
誓
約
」
の
結
果
を
め
ぐ
る
相
互
の
関
係
に

倣
っ
て
示
せ
ば
、
概
ね
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

諸
神
帰

罪
過
於
素
戔
嗚
尊
、

而
科

之
以

千
座
置
戸
、
遂

促
徴
矣
。
至

使

抜

髪
以

贖

其
罪
。
亦
曰
、
抜

其
手

足
之
爪

贖
之
。
已
而
竟
逐

降
焉
。

（
第
七
段
﹇
本
伝
﹈）

八
百
万
神
共
議
而
於

速
須

佐
之
男
命

負

千
位
置
戸
、

亦
切

鬚
及
手
足
爪
、
令

而
、
神
夜
良
比
夜
良
比
岐
。

保
食
神
乃
廻

首
嚮

国
則
自

口
出

飯
、（
以
下
、
海
や
山

に
向
き
大
小
の
魚
や
獣
を
口

か
ら
出
し
）
夫
品
物
悉
備
、

貯

之
百
机

而
饗
之
。
是
時
、

月
夜
見
尊
忿
然
作

色
曰

「
穢
哉
、
鄙
矣
、
寧
可

以

口
吐
之
物

敢
養

我
乎
。」

又
食
物
乞

大
気
津
比
売
神
。

爾
大
気
都
比
売
自

鼻
口
及

尻

種
種
味
物
取
出
而
種
種

作
具
而
進
。
時
速
須
佐
之
男

命
立

伺
其
態
、
為

穢
汚
而

奉
進
、
乃
殺

其
大
宜
津
比

売
神
。（
以
下
、
殺
さ
れ
た

神
の
各
部
位
に
生
じ
た
五
穀

廼
抜

剣
撃
殺
。（
第
五
段

﹇
書
十
一
﹈）

是
時
、
素
戔
嗚
尊
自

天
而

降

到
於
出
雲
国
簸
之
川
上
。

時
、
聞

川
上
有

啼
哭
之
声
。

故
、
尋

声

往
者
、（
第
八

段
﹇
本
伝
﹈）

を
神
産
巣
日
神
が
種
と
成

す
）

故
、
所

避
追

而
降

出
雲

国
之
肥
河
上
、
名
鳥
髪
地
。

此
時
、
箸
従

其
河

流
下
。

（
中
略
）
尋

上
往
者
、

（
古
事
記
）
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日
本
書
紀
は
、
右
に
挙
げ
た
第
七
段
か
ら
第
八
段
へ
﹇
本
伝
﹈
同
士

が
直
接
つ
な
が
る
。
当
然
、
素
戔
嗚
尊
も
罪
過
を
贖
わ
さ
れ
た
あ
と

直
ち
に
出
雲
に
降
る
。
古
事
記
が
そ
の
展
開
を
襲
い
、
か
つ
は
そ
れ

を
ひ
き
継
い
で
成
り
立
つ
こ
と
は
、
表
現
の
細
部
に
わ
た
る
一
致
な

い
し
類
似
が
裏
付
け
て
も
い
る
。

そ
の
一
方
、
こ
の
天
か
ら
出
雲
へ
展
開
す
る
は
ざ
間
に
、
古
事
記

は
大
気
都
比
売
神
の
被
殺
関
連
の
所
伝
を
介
在
さ
せ
る
。
先
行
す
る

須
佐
之
男
命
の
祓
え
に
続
く
神
や
ら
い
の
一
節
の
直
後
に
、「
又
」

を
冒
頭
に
置
い
て
そ
の
所
伝
が
続
く
。
直
後
の
そ
の
つ
な
が
り
を
め

ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
旧
稿
Ｅ
は
「
又
」
の

「
中
間
に
内
容
を
異
に
す
る
一
節
あ
る
い
は
一
段
を
は
さ
ん
で
そ
れ

に
先
行
す
る
文
を
受
け
る
」（

頁
）
用
法
に
そ
く
し
て
、
前
述
の

「
誓
約
」
に
関
連
し
た
か
の
天
照
大
御
神
の
「
詔
別
」
に
対
応
す
る

須
佐
之
男
命
の
勝
を
め
ぐ
る
一
節
に
、
天
照
大
御
神
の
天
石
屋
隠
れ

や
八
百
万
神
に
よ
る
須
佐
之
男
命
の
処
分
な
ど
の
一
連
の
展
開
を
あ

い
だ
に
は
さ
ん
で
「
又
」
に
始
ま
る
一
節
が
連
な
る
こ
と
（
累
加
）

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
（
累
加
）
が
、「
詔
別
」
に
須
佐
之
男

命
の
「
勝
」
を
め
ぐ
る
一
節
を
対
応
さ
せ
た
（
付
加
）
と
あ
い
通
じ

る
点
は
改
め
て
注
目
に
値
す
る
。

そ
こ
で
も
う
少
し
内
容
に
立
ち
入
っ
て
こ
の
累
加
に
つ
い
て
例
を

示
せ
ば
、
須
佐
之
男
命
を
主
体
と
し
た
先
行
す
る
所
伝
、
具
体
的
に

は
三
貴
子
の
一
人
と
し
て
分
治
の
勅
任
を
受
け
た
須
佐
之
男
命
が
そ

の
命
に
背
い
て
啼
き
い
さ
ち
、
災
異
を
ひ
き
起
こ
し
た
挙
句
に
根
国

行
き
を
訴
え
た
こ
と
に
よ
り
伊
耶
那
岐
大
御
神
の
忿
怒
を
か
つ
て
神

や
ら
い
さ
れ
た
一
段
、
ま
た
そ
の
直
後
に
暇
乞
い
の
た
め
高
天
原
に

参
上
し
て
訪
ね
た
天
照
大
御
神
に
疑
わ
れ
た
反
逆
心
を
晴
す
べ
く

「
誓
約
」
を
提
案
、
実
行
に
よ
り
疑
い
を
解
い
て
三
女
神
を
得
た
一

段
、
そ
し
て
そ
の
三
女
神
を
手
弱
女
と
解
し
て
勝
を
宣
し
た
上
で
勝

さ
び
の
悪
行
を
重
ね
た
一
段
な
ど
だ
が
、
こ
の
あ
と
上
述
の
と
お
り

天
照
大
御
神
の
天
石
屋
隠
れ
や
八
百
万
神
に
よ
る
神
事
、
処
分
と
い

っ
た
一
連
の
所
伝
を
は
さ
ん
で
、
須
佐
之
男
命
を
主
体
と
し
た
大
気

都
比
売
神
の
殺
害
に
関
連
す
る
所
伝
が
、
そ
の
先
行
所
伝
の
連
な
り

に
累
加
的
に
連
な
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
。
須
佐
之
男
命
を
主
体

と
し
た
所
伝
の
連
な
り
に
、
そ
の
あ
と
に
続
く
所
伝
を
は
さ
ん
で
同

じ
く
須
佐
之
男
命
を
主
体
と
す
る
所
伝
が
累
加
的
に
連
な
る
こ
の
累

加
の
例
に
対
し
て
、
天
照
大
御
神
の
「
詔
別
」
と
須
佐
之
男
命
の

「
勝
」
を
め
ぐ
る
一
節
と
は
、
構
成
の
上
で
は
前
者
に
対
応
す
る
後

者
を
つ
け
加
え
た
付
加
の
か
た
ち
を
と
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
相
違

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
累
加
に
せ
よ
、
付
加
に
せ
よ
、
先
行
す
る
所
伝

や
そ
の
連
な
り
に
、
須
佐
之
男
命
を
主
体
と
す
る
所
伝
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
一
体
化
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ん
ら
違
い
は
な
い
。

そ
れ
じ
た
い
一
つ
の
手
法
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

の
須
佐
之
男
命
を
主
体
と
す
る
所
伝
が
、
日
本
書
紀
の
所
伝
と
つ
き

合
わ
せ
る
と
、﹇
本
伝
﹈
に
該
当
す
る
所
伝
は
お
ろ
か
、
あ
い
通
じ
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る
一
節
さ
え
一
切
な
く
、
逆
に
一
書
に
ま
と
ま
っ
た
所
伝
や
一
節
を

も
つ
事
実
も
ま
た
、
こ
の
手
法
と
決
し
て
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。

そ
れ
が
所
伝
を
構
成
す
る
手
法
で
あ
る
以
上
、
古
事
記
の
所
伝
の
成

り
立
ち
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
る
の
が
筋
で
あ
る
。

勿
論
、
そ
れ
の
あ
ら
わ
れ
は
枚
挙
に
遑
な
い
。

十
六
、
ま
と
め
、
古
事
記
所
伝
の
成
り
立
ち

最
後
に
、
振
り
返
り
を
兼
ね
て
既
述
の
所
伝
に
日
本
書
紀
と
の
か

か
わ
り
を
確
か
め
て
み
る
。
採
り
あ
げ
る
例
と
し
て
、
本
稿
が
ま
ず

始
め
に
検
討
を
加
え
た
三
貴
子
の
分
治
に
関
連
し
た
一
節
を
対
象
と

す
る
が
、
日
本
書
紀
は
第
五
段
﹇
本
伝
﹈
に
該
当
す
る
記
述
を
欠
く
。

旧
稿
Ｄ
に
指
摘
し
た
「
尊
卑
先
後
之
序
」
を
基
に
成
り
た
つ
﹇
本

伝
﹈
で
は
、
日
神
と
月
神
と
を
「
霊
異
之
児
」
と
し
て
天
に
送
る
一

方
、
後
に
生
ま
れ
た
蛭
児
を
「
雖

已
三
歳
、
脚
猶
不

立
。」
ゆ
え

に
放
棄
し
、
そ
の
後
に
生
ま
れ
た
素
戔
嗚
尊
も
「
汝
甚
無
道
」
と
し

て
根
国
に
放
逐
す
る
。
こ
の
生
ま
れ
た
状
態
に
そ
く
し
て
そ
れ
ぞ
れ

処
遇
す
る
か
た
ち
に
、
そ
も
そ
も
分
治
の
勅
任
は
な
じ
ま
な
い
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
同
じ
段
の
﹇
書
六
﹈
が
深
い
か
か
わ
り
を

も
ち
、
古
事
記
は
基
本
的
に
こ
れ
を
も
と
に
成
り
た
つ
も
の
と
考
え

得
る
。
実
際
、
右
の
よ
う
に
﹇
本
伝
﹈
に
は
あ
り
得
な
い
分
治
の
勅

任
は
も
と
よ
り
、
生
ん
だ
火
神
に
焦
か
れ
て
化
去
し
た
伊

尊
を

追
い
黄
泉
入
り
し
た
伊

諾
尊
が
そ
こ
で
「
建

絶

妻
之
誓

」、
さ

ら
に
黄
泉
か
ら
帰
還
し
た
後
の
祓
除
の
最
後
に
左
右
の
眼
と
鼻
と
を

洗
う
な
か
に
三
子
を
生
む
と
い
う
こ
の
﹇
書
六
﹈
の
展
開
を
、
古
事

記
は
引
き
つ
ぐ
。
た
だ
、
全
て
を
﹇
書
六
﹈
に
負
う
と
は
限
ら
な
い
。

た
と
え
ば
分
治
の
勅
任
に
し
て
も
、
同
じ
く
「
伊

諾
尊
勅

任
三

子

曰
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
三
子
の
統
治
領
域
と
い
う
点
で
は
、

旧
稿
Ｂ
に
﹇
書
十
一
﹈
を
「
古
事
記
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
い
だ

こ
と
」（

頁
）
を
論
証
し
て
い
る
。

﹇
書
十
一
﹈

（
古
事
記
）

天
照
大
神

高
天
之
原

天
照
大
御
神

高
天
原

月
夜
見
尊

天

事

月
読
命

夜
之
食
国

素
戔
嗚
尊

滄
海
之
原

建
速
須
佐
之
男
命

海
原

﹇
書
十
一
﹈
は
、
こ
の
分
治
の
勅
任
に
つ
づ
き
、
天
照
大
神
の
勅
を

受
け
て
葦
原
中
国
に
使
し
た
月
夜
見
尊
が
保
食
神
を
殺
し
て
復
命
し

た
こ
と
に
激
怒
し
た
大
神
が
「
汝
是
悪
神
。
不

須

相
見
。」
と
拒

絶
し
た
結
果
「
乃
与

月
夜
見
尊
、
一
日
一
夜
、
隔
離
而
住
。」
と
い

う
月
夜
見
尊
が
夜
に
住
む
に
い
た
っ
た
起
源
譚
を
つ
た
え
る
。
古
事

記
の
「
夜
之
食
国
」
も
、
恐
ら
く
こ
れ
に
か
か
わ
る
。

こ
の
勅
任
に
よ
る
分
治
の
担
当
領
域
に
か
ぎ
れ
ば
、
須
佐
之
男
命

の
「
海
原
」
も
同
様
に
﹇
書
十
一
﹈
に
負
う
は
ず
だ
が
、
し
か
し
こ

の
神
に
は
、
勅
任
に
背
い
て
根
国
へ
追
放
さ
れ
る
と
い
う
後
日
譚
が

あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
引
き
継
ぐ
の
は
や
は
り
﹇
書
六
﹈
で
あ
る
。

次
に
、
勅
任
の
あ
と
の
展
開
を
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
。
例
に
よ
っ
て
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段
落
別
け
を
施
す
。

﹇
書
六
﹈

（
一
）
是
時
、
素
戔
嗚
尊
年
已
長
矣
。
復
生

鬚
髯
。
雖

然
、
不

治

天
下
、
常
以
啼
泣
恚
恨
。

（
三
）
故
、
伊

諾
尊
問
之
曰
「
汝
何
故
恒
啼
如

此
耶
」。
対
曰

「
吾
欲

従

母
於
根
国
、
只
為
泣
耳
。」

（
四
）
伊

諾
尊
悪
之
曰
「
可

以
任

情
行

矣
。」
乃
逐
之
。

古
事
記

（
１
）
故
、
各
随

依
賜
之
命

所

知
看

之
中
、
速
須
佐
之
男
命

不

治

所

命
之
国

而
八
拳
須
至

于
心
前

啼
伊
佐
知
伎
也
。

（
２
）
其
泣
状
者
、
青
山
如

枯
山

泣
枯
、
河
海
者
悉
泣
乾
。
是

以
、
悪
神
之
音
、
如

狭
蠅

皆
満
、
万
物
之
妖
悉
発
。

（
３
）
故
、
伊
耶
那
岐
大
御
神
詔

速
須
佐
之
男
命

「
何
由
以
汝

不

治

所

事
依

之
国

而
哭
伊
佐
知
流
。」
爾
答
白
「
僕
者

欲

罷

国
根
之
堅
洲
国
。
故
哭
。」

（
４
）
爾
伊
耶
那
岐
大
御
神
大
忿
怒
詔
「
然
者
、
汝
不

可

住

此
国
。」
乃
神
夜
良
比
爾
夜
良
比
賜
也
。

﹇
書
六
﹈
の
段
落
分
け
で
は
、

一
）か
ら

三
）に
飛
ん
で
、

二
）を

欠
い
て
い
る
。
本
来

二
）な
ど
介
在
さ
せ
て
い
な
い
こ
の
﹇
書
六
﹈

の
独
自
な
展
開
に
つ
い
て
は
上
述
（

頁
）
の
と
お
り
だ
が
、
右
に

挙
例
し
た

古
事
記

と
つ
き
合
わ
せ
た
ば
あ
い
に
、
そ
の

二
）の

段
落
に
当
た
り
、
か
つ
ま
た
（
２
）
と
も
内
容
上
ほ
ぼ
対
応
す
る
の

が
、﹇
本
伝
﹈
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

（
且
常
以

哭
泣

為

行
。）
故
、
令

国
内
人
民
多
以
夭
折
、

復
使

青
山
変
枯
。

こ
こ
で
は
、
哭
泣
が
も
た
ら
す
災
異
と
し
て
、
人
の
夭
折
と
山
枯
れ

に
、
人
と
自
然
と
の
生
命
の
断
絶
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
前
述
（

頁
）
の
と
お
り
素
戔
嗚
尊
の
「
常
以

哭
泣

為

行
」
と
い
う
こ
の
神
の
存
在
に
根
ざ
す
神
わ
ざ
の
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
古
事
記
の

２
）は
、

１
）の
「
不

治

所

命
之
国

而
八
拳
須
至

于
心
前

啼
伊
佐
知
伎
也
。」
と
い
う
意
図
や

確
信
に
よ
る
啼
泣
が
も
た
ら
す
異
変
を
表
す
。

二
）に
当
た
る
﹇
書

六
﹈
の
神
わ
ざ
の
結
果
と
は
確
か
に
そ
う
し
て
異
な
る
反
面
、

１
）

が

一
）に
通
じ
る
ば
か
り
か
、

３
）も

三
）に
対
応
す
る
と
い
う
点

で
は
、﹇
書
六
﹈
が

二
）を
介
在
さ
せ
な
い
よ
う
に

１
）か
ら
直
ち

に

３
）に
飛
ぶ
展
開
も
お
の
ず
か
ら
想
定
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、

２
）は
、
必
ず
し
も
所
伝
の
展
開
に
必
須
と
は
い
え
な
い
（
後
述
、

次
頁
）。
し
か
し
ま
た
そ
れ
だ
け
に
、
特
に
あ
え
て

２
）を
加
え
る

こ
と
に
重
い
意
味
を
託
し
て
い
る
と
み
る
の
が
筋
で
あ
る
。

そ
の

２
）の
特
徴
は
、
と
り
わ
け
「
河
海
者
悉
泣
乾
」
に
著
し
い
。

「
青
山
如

枯
山

泣
枯
」
に
し
て
も
、﹇
本
伝
﹈
に
通
じ
る
と
は
い

え
、「
河
海
」
と
の
対
応
上
、
泣
く
こ
と
に
よ
り
河
や
海
の
水
を
す

っ
か
り
乾
上
が
ら
せ
た
と
同
じ
く
、
水
を
乾
上
が
ら
せ
た
結
果
を
表

す
で
あ
ろ
う
。
水
は
、
後
出
の
海
さ
ち
、
山
さ
ち
の
所
伝
に
、
山
さ
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ち
の
火
遠
理
命
の
訪
れ
た
綿
津
見
神
の
宮
で
こ
の
神
が
「
吾
掌

水
」

と
い
い
、
実
際
に
こ
の
神
に
授
か
っ
た
「
塩
盈
珠
・
塩
乾
珠
」
を
使

っ
て
兄
の
海
さ
ち
を
溺
ら
せ
た
り
、
活
か
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
海

神
の
管
掌
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
海
神
の
住
処
を
、
女
の
豊
玉

売

が
陸
に
出
て
「
天
神
之
御
子
、
不

可

生

海
原
。」
と
夫
に
語
る
と

お
り
海
原
と
す
る
。
須
佐
之
男
命
が
伊
耶
那
伎
命
に
「
汝
命
者
、
所

知

海
原

矣
」
と
命
を
受
け
て
統
治
す
る
は
ず
だ
っ
た
海
原
と
は
、

ま
さ
に
こ
れ
に
当
た
る
。
そ
の
命
に
従
え
ば
、
海
原
を
統
治
し
、
直

接
・
間
接
い
ず
れ
に
せ
よ
水
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
山
や
河

海
な
ど
を
全
き
状
態
の
ま
ま
生
か
す
務
め
を
担
う
。

２
）は
、
命
に

背
い
て
そ
れ
が
逆
転
し
た
状
態
を
表
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
状
態

が
原
因
と
な
っ
て
招
く
い
っ
そ
う
険
悪
な
世
の
混
乱
を
つ
た
え
る
。

も
は
や
恚
恨
と
い
っ
た
私
的
な
怨
念
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
、
い

わ
ば
世
界
全
体
の
危
機
と
い
っ
た
様
相
を
強
め
る
。

２
）が
つ
た
え

る
そ
の
状
態
は
、
後
に
天
照
大
神
が
天
の
石
屋
に
こ
も
っ
た
結
果
、

統
治
者
不
在
の
暗
黒
の
世
界
に
出
現
し
た
「
万
神
之
声
者
、
狭
蠅
那

須
満
、
万
妖
悉
発
」
に
通
じ
る
。
所
伝
の
成
り
立
ち
の
上
で
は
、
そ

の
統
治
者
不
在
の
危
機
的
状
況
に
通
じ
る
世
界
全
体
の
危
機
を
、
須

佐
之
男
命
が
啼
泣
に
よ
っ
て
発
生
せ
し
め
た
と
い
う
筋
立
て
に
応
じ
、

﹇
書
六
﹈
の
基
本
的
枠
組
み
を
基
に
、
そ
の

一
）の
「
恚
恨
」
を
削

り
、
そ
れ
に
代
え
て
﹇
本
伝
﹈
の
前
掲
一
節
（
素
戔
嗚
尊
の
神
わ
ざ

に
よ
る
人
と
自
然
に
対
す
る
災
異
）
に
大
き
く
手
直
し
を
加
え
た
上

で

２
）に
ま
と
め
あ
げ
た
と
い
う
の
が
内
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
れ
は
、
畢
竟
、
嵌
め
込
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
証

拠
に
、
次
の

３
）は
ほ
ぼ
﹇
書
六
﹈
の

三
）を
引
き
継
い
だ
た
め
に
、

す
な
わ
ち

一
）の
「
常
以
啼
泣
恚
恨
」
と
い
う
表
向
き
理
由
を
察
知

で
き
な
い
状
態
ゆ
え
に

三
）に
「
汝
何
故
恒
啼
如

此
耶
」
と
伊

諾
尊
が
素
戔
嗚
尊
に
問
う
と
い
う
か
た
ち
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
、

２
）

に
世
界
全
体
に
及
ぶ
ほ
ど
の
危
機
的
状
況
を
ど
ん
な
に
強
調
し
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
は
そ
れ
、
む
し
ろ

１
）を
引
き
継
ぐ
。
し
か
も

３
）

の
伊
耶
那
岐
大
御
神
の
問
い
に
対
す
る
答
え
の
「
僕
者
欲

罷

国

根
之
堅
洲
国
。
故
哭
。」
が
次
の

４
）に
い
う
大
御
神
の
大
忿
怒
や

須
佐
之
男
命
の
放
逐
を
招
く
と
い
う
結
果
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
た
最
後

ま
で
一
切

２
）は
所
伝
の
展
開
に
参
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

基
本
の
枠
組
み
は
﹇
書
六
﹈
に
拠
り
な
が
ら
、

２
）を
そ
の
な
か

に
嵌
め
込
ん
だ
そ
の
ね
ら
い
が
、
須
佐
之
男
命
の
招
い
た
結
果
の
重

大
性
を
強
調
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
は
説
く
ま
で
も
な

い
。
須
佐
之
男
命
の
悪
意
や
所
行
の
悪
質
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
っ

そ
う
際
立
つ
と
は
い
え
、
そ
れ
以
上
に
、
や
は
り
結
果
の
重
大
性
、

す
な
わ
ち
伊
耶
那
岐
大
御
神
の
統
治
す
る
世
を
あ
の
天
照
大
神
の
石

屋
隠
れ
に
よ
っ
て
出
現
し
た
と
同
じ
暗
黒
の
無
秩
序
な
世
界
に
陥
れ

る
よ
う
な
危
機
を
強
調
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
に
違
い
な
い
。
そ

の
骨
格
を
﹇
本
伝
﹈
に
負
う
こ
と
は
、
改
め
て
注
目
に
値
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、﹇
本
伝
﹈
が
「
令

国
内
人
民
多
以
夭
折
、
復
使

青
山
変
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枯
。」
と
あ
く
ま
で
被
災
を
「
国
」
に
限
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
古

事
記
で
も
特
に
葦
原
中
国
を
危
機
に
陥
れ
た
こ
と
を
い
う
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。
古
事
記
の
、
そ
う
し
た
須
佐
之
男
命
を
中
心
に
（
し
か

し
、
も
ち
ろ
ん
主
人
公
と
い
う
役
柄
で
は
な
く
）、
葦
原
中
国
を
め

ぐ
る
所
伝
と
し
て
展
開
す
る
基
本
を
、
そ
れ
は
如
実
に
も
の
が
た
る
。

こ
の
あ
と
の
須
佐
之
男
命
を
神
や
ら
い
す
る
伊
耶
那
岐
大
御
神
の
詔

に
も
、
こ
の
国
か
ら
追
放
す
る
こ
と
を
「
汝
不

可

住

此
国○

」
と

明
ら
か
に
示
す
。
日
本
書
紀
の
こ
れ
に
該
当
す
る
一
節
で
は
、﹇
本

伝
﹈
の
「
汝
甚
無
道
、
不

可

以
君

臨
宇
宙
。
固
当

遠
適

之
於

根
国
。」
に
限
ら
ず
、﹇
書
六
﹈
も
ま
た
「
可

以
任

情
行

矣
」
と

国
に
言
及
は
し
な
い
。

須
佐
之
男
命
を
中
心
に
葦
原
中
国
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
所
伝
の

こ
の
あ
と
辿
る
先
は
、
須
佐
之
男
命
が
出
雲
に
降
り
、
八
俣
大
蛇
退

治
、
櫛
名
田
比
売
と
の
結
婚
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
六
世
の
孫

の
大
国
主
神
に
関
連
し
た
所
伝
と
続
く
い
わ
ゆ
る
出
雲
神
話
に
移
る
。

出
雲
を
舞
台
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
伴
い
、
必
然
的
に
天
照
大
御

神
と
の
つ
な
が
り
は
後
景
に
退
く
け
れ
ど
も
、
そ
の
な
か
で
須
佐
之

男
命
が
退
治
し
た
大
蛇
の
尾
の
な
か
か
ら
取
り
出
し
た
「
都
牟
羽
之

大
刀
（
草
那
芸
の
大
刀
）
を
「
思

異
物

而
白

上
於
天
照
大
御

神

」
と
つ
た
え
る
と
お
り
、
高
天
原
と
同
じ
く
葦
原
中
国
に
ま
で

そ
の
支
配
の
及
ぶ
統
治
者
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
須
佐
之
男
命

の
六
世
の
孫
た
る
大
国
主
神
は
、
須
佐
之
男
命
み
ず
か
ら
「
其
汝
所

持
之
生
大
刀
、
生
弓
矢
以
而
、
汝
庶
兄
弟
者
追

伏
坂
之
御
尾
、
亦

追

撥
河
之
瀬

而
、
意
礼
為

大
国
主
神
、」
と
指
示
し
た
と
お
り
、

庶
兄
弟
を
撃
退
し
て
「
始
作

国
也
」
と
国
作
り
に
着
手
す
る
。
さ

ら
に
こ
の
あ
と
、
神
産
巣
日
御
祖
命
の
命
に
よ
り
、「
大
穴
牟
遅
与

少
名
毘
古
那

二
柱
神
相
並
、
作

堅
此
国
。」
と
国
作
り
を
進
め
、

そ
の
挙
句
の
は
て
に
「
此
葦
原
中
国
者
、
我
御
子
之
所

知
国
、
言

依
所

賜
之
国
也
。」
と
い
う
天
照
大
神
の
詔
に
従
い
、
大
国
主
神
は

国
譲
り
を
は
た
す
。

須
佐
之
男
命
か
ら
直
接
繫
が
る
大
国
主
神
に
及
ぶ
こ
の
壮
大
な
ド

ラ
マ
は
、
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る
役
者
の
交
替
は
あ
っ
て
も
、
一

貫
し
て
葦
原
中
国
を
舞
台
と
し
て
展
開
す
る
。
そ
し
て
そ
の
ド
ラ
マ

を
、
大
国
主
神
の
国
譲
り
の
あ
と
、
改
め
て
天
照
大
御
神
の
命
を
受

け
た
天
孫
の

芸
命
の
天
降
り
と
こ
れ
に
続
く
大
山
津
見
神
の
女

の
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
と
の
出
会
い
、
結
婚
な
ど
が
ひ
き
継
ぐ
。
日

本
書
紀
が
神
代
下
（
巻
二
）
に
つ
た
え
る
こ
れ
ら
天
孫
の
降
臨
以
降

の
所
伝
は
、
神
代
上
（
巻
一
）
に
比
べ
、
古
事
記
の
所
伝
に
よ
り
親

近
す
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
同
じ
く
葦
原
中
国
を
舞
台
と
し
て

所
伝
の
展
開
す
る
事
実
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
神
代
上
は
、
相

対
的
に
天
な
い
し
高
天
原
を
舞
台
と
す
る
所
伝
が
多
く
、
そ
の
分
、

葦
原
中
国
を
舞
台
と
す
る
所
伝
に
力
点
を
置
く
古
事
記
と
は
懸
隔
が

大
き
い
。
大
国
主
神
を
め
ぐ
っ
て
多
彩
な
展
開
を
み
せ
る
出
雲
神
話

は
、
と
り
わ
け
そ
れ
が
甚
だ
し
い
。
と
は
い
え
、
須
佐
之
男
命
の
出
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雲
に
降
っ
て
以
降
の
所
伝
が
確
実
に
そ
の
一
翼
を
担
い
、
し
か
も
出

雲
以
前
の
須
佐
之
男
命
を
め
ぐ
る
所
伝
が
そ
れ
と
地
続
き
で
あ
る
以

上
、
日
本
書
紀
に
対
す
る
古
事
記
の
独
自
は
、
畢
竟
、
葦
原
中
国
を

舞
台
と
す
る
所
伝
に
力
点
を
置
い
た
構
成
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
そ
の
一
端
を
、
須
佐
之
男
命
を
中
心
に
展
開
す
る
所
伝

に
探
り
、
そ
の
ど
れ
も
が
、
日
本
書
紀
の
﹇
本
伝
﹈
よ
り
む
し
ろ
一

書
を
多
く
引
き
継
い
で
成
り
た
つ
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
所
伝
を
成
り

立
た
せ
る
う
え
に
付
加
、
累
加
、
嵌
め
込
み
等
の
手
法
を
駆
使
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
、
古
事
記
と
い
う
文
献
の
成
り
立
ち
を
め
ぐ
る
実

態
に
多
少
な
り
と
迫
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
最
後
に
、
こ

れ
ま
で
採
り
あ
げ
た
所
伝
を
中
心
に
、
日
本
書
紀
と
古
事
記
と
の
関

係
を
ご
く
大
ま
か
に
う
つ
し
と
っ
た
概
略
図
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

下
段
の
四
角
枠
内
に
、
古
事
記
所
伝
の
展
開
の
順
に
従
い
、
各
章
節

の
内
容
を
ご
く
簡
略
に
切
り
と
っ
た
見
出
し
語
を
示
し
、
そ
れ
ら
が

引
き
継
い
だ
日
本
書
紀
の
各
所
伝
の
所
在
を
上
段
に
示
す
。

禊

祓

三
貴
子
生
成

分
治
の
事
依

須
佐
之
男
背
命
・
哭
泣

青
山
泣
枯
・
河
海
泣
乾

悪
神
音
満
・
万
物
妖
発

伊
耶
那
岐
の
理
由
質
疑

須
佐
之
男
の
意
向
応
答

伊
耶
那
岐
忿
怒
・
追
放

誓
約
・
男
女
神
化
成

天
照
大
神
に
よ
る
所
生

子
の
帰
属
詔
別

須
佐
之
男
の
手
弱
女
に

よ
る
勝
の
返
答

須
佐
之
男
に
よ
る
天
照

大
神
へ
の
悪
行

天
照
大
神
の
石
屋
隠
り

八
百
万
神
の
神
事

天
照
大
神
の
石
屋
出
御

須
佐
之
男
に
贖
物
を
科

し
て
祓
え
、
追
放

須
佐
之
男
に
よ
る
大
気

都
比
売
の
殺
害

五
穀
の
種
採
取

﹇
書
一
、
三
﹈

﹇
本

伝
﹈

﹇
書
十
一
﹈

﹇
本

伝
﹈

﹇
書

六
﹈

﹇
本

伝
﹈

欠甘

込
付
加対

応
）

累
加

第 五 段第 六 段第 七 段

第
五
段
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